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取扱説明書の分冊構成について 



CD-ROM 




スキヤナ 
ドライバ 
ガイド 



• PDF 形式のマニュアルを表示するには、 Adobe Reader/Adobe Acrobat Reader が必要です。ご使用のシステムに Adobe Reader/Adobe 
Acrobat Reader がインストールされていない場合は、アドビシステムズ社のホー厶ページからダウンロードし、インストールしてください。 

• 本書は、改良のため画面などは予告なく変更されることがあります。正確な仕様が必要な場合はキヤノンまでお問い合わせください。 

•本書に万一ご不審な点や誤り、または記載漏れなどお気付きのことがありましたら、ご連絡ください。 

參本書の内容を無断で転載することは禁止されています。 
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拡大/縮小コピー 
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グループダイヤル 
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コピー画質の調節 
P.3-3 
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ボタン ーつで 宛先を指定する 



ワンタッチダイヤル 
P.4-1 1 


こんなことができます 



読み取り濃度の調節 
->• P.3-3 


両面コピー 


P.3-6 


短縮ダイヤル 

4 P.4-1 1 



ソー トコピー 

^ P.3-5 


複数の宛先を1つの宛先として指定す 
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2枚の原稿を1枚の用紙にコピーする 


ピーサイズを拡大 • 縮小する 



衍の番号で宛先を指定する 


両面に コヒーす る 


原稿の読み取り濃度を調節する 


.ージ順に並べる 


原稿の種類に合わせて、_貢を調節する 
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宛先を検索する 


AAAAA 
^ BBBBB 
CCCCC 


宛先表からのダイヤル 
-> P.4-1 2 


通話中の場合かけなおす 



リダイヤル 

-> P.4-17 


複数の宛先に文書を送る 


同報送信 

y P.4-15 
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メモリ受信 


P.4-24 


プリント 


オンラインヘルプ 



PC ファクス 

Z ± オンラインヘルプ 



ソー トプリント 
y P.5-3 



2 in 1 


P.5-3 


枚の原稿を1枚の用紙にプリントす 


コンピュータからファクスを送信する 


出力紙をページ順に並べる 


番号非通知のファクスの受信を拒否す 
る 


コンピュータからプリントする 


受信した文書をプリントしないでメモ 
リに蓄積する 
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スキヤン 

— スキヤナドライバガイド 「 MFToolbox を設定する j 




ABC E)IF 

ABC OEF I 
ABC OEF P- 
ABC DiF 


Ea 



両面プリント 

—P.5-4 


□ ンピュータから本製品を管理する 


画像に合わせてスキヤナを設定する 


両面にプリントする 




システム管理設定の内容を暗証番号で 
保護する 
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本書の使いかた 


トツプページについて 



一つ前に表示したページに戻ります。 

前のページまたは次のページを表示します。 
トップページに戻ります。 


「本書の使いかた」のページを表示します。 



クリックすると、それぞれの章や目次、索引ページを表示し 
ます。 





































































章扉に ついて 
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1お使いになる前に 

各部の名称とはたらき .1-2 

操作パネル .1-5 

メイン操作パネル .1-5 

ファクス操作パネル .1-7 

ディスプレイ（待受画面） .1-8 

コピーモード .1-8 

フアクスモード .1-8 

スキヤンモード .1-8 

トナーカートリッジ .1-9 

トナーカートリッジの取り扱い .1-10 

h ナー残星の fe 認 .1-11 

消耗品のご購入相談窓口 .1-11 

電話回線の種類 .1-12 

鼋話回線の種類を設定する .1-12 

タイマー設定 .1-13 

スリープモードを設定する .1-13 


一つ前に表示したページに戻ります。 

前のページまたは次のページを表示します。 
トップページに戻ります。 


章の目次が記載されています。 



クリックすると、それそれの章や目次、索引ページを表示し 
ます。 
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本書では、安全のためにお守りいただきたいことや本製品を使用する上で役に立つ情報に、下記のマークを付けています。 


▲警告 

取り扱いを誤った場合に、死亡または重傷を負う恐れのある警告事項が書かれています。 

A 注意 

取り扱いを誤った場合に、傷害を負う恐れや物的損害が発生する恐れのある注意事項が書かれています。 

@ メモ 

操作上、必ず守っていただきたい重要事項や制限事項が書かれています。 

また本書では、操作するキー、ディスプレイに表示されるメッセージ、コンピュータ画面上のボタンや項目を以下のように表記しています。 
• キー名称：[ストップ/リセット] 

• ディスプレイ：くヨウシセツテイ> 

• コンピュータ画面上のボタンおよび選択項目：[詳細設定] 
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商標および著作権について 


商標について 

Canon、Canon ロゴ、 Satera および NetSpot はキヤノン株式会社の商標です。 

Microsoft 、 Windows、Windows Server、Windows Vista は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 
その他、本書中の社名や商品名は、各社の登録商標または商標です。 

著作権について 

Copyright © 2007 Canon Inc . All rights reserved . 

キヤノン株式会社の事前の書面による承諾を得ることなしに、いかなる形式または手段（電子的、機械的、磁気的、光学的、化学的、手動、またはその他の 
形式/手段を含む）をもっても、本書の全部または一部を、複製、転用、複写、検索システムへの記録、任意の言語やコンピュータ言語への変換などをする 
ことはできません。 

免責事項 

本書の内容は予告なく変更することがありますのでご了承ください。 

キヤノン株式会社は、ここに定める場合を除き、市場性、商品性、特定使用目的の適合性、または特許権の非侵害性に対する保証を含め、明示的または暗示 
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損害、あるいは本書をご利用になったことにより生じたいかなる損害または費用についても、責任を負うものではありません。 
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A ADF (g 動原稿給紙装置） 

セットされた原稿を自動的に読み込み位置に送ります。 

B 原稿ガイド 

原稿の幅に合わせて調節します。 

C 原稿給紙トレイ 

原稿をセットします。 

D 原稿排紙トレイ 

原稿が排出されます。 

E 操作パネル 

本製品を操作します。 

F 排紙トレイ 

コピー、プリント、ファクスなどの出力紙を排出します。 

G 用紙カセット 

用紙をセットします。 

H 用紙カバー 

用紙カセット内の用紙をほこりやチリから保護します。 


1-2 


索引 


目次 













































I ADF 読み取りエリア 

ADF にセットされた原稿を読み取ります。 

J 原稿台カラス 

原稿をセットします。 

K 排紙補助トレイ 

引き出して使用します。 

L 排紙ストッパー 

排紙トレイから出力紙が落ちるのを防ぎます。 A 4 サイズの用紙で出力する場合 
に、ストッパーを開いて使用します。 

M 手差しトレイ用紙ガイド 

用紙の幅に合わせて調節します。 

N はがき用ガイド 

はがきをセットするときに使います。 

〇 用紙後端ガイド 

用紙の後端を押さえます。 

P 手差しトレイ 

手差しで1枚ずつプリントするときに使用します。 

Q 操作パネル部 

トナーカートリッジの交換や、つまった用紙を取り除くときに開きます。 

R 主電源スイッチ 

電源を入れたり、切ったりします。 
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LAN ポート 

ネットワークケーブルを接続します。 

USB ポート 

USB ケーブルを接続します。 

後ろ カバー 

つまった用紙を取り除くときに開きます。 

電源ソケット/アース端子 
電源コードおよびアース線を接続します。 

電話回線端子 

電話線コードを接続します。 

外付け電話機用端子 
外付け電話機を接続します。 
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操作パネル 


メイン操作パネル 


ABC D EFGH I J K L 



A 


B 

C 

D 

E 


[システムモニタ]キー 

プリント状況、コピー状況、送受信状況、送受信履歴、転送エラー状況、メモ 
リ残量、またはレポート出力状況を確認するときに使います。 

[設定確認]キー 

コピーの設定を確認するときに使います。 

[コピー]キー 
コピーモードに切り替えます。 

[ファクス] キー 

ファクスモードに切り替えます。 

[スキヤン]キー 

スキヤンモードに切り替えます。 


H [拡大/縮小]キー 

コ ピーの拡大/縮小率を設定するときに使います。 

I [濃由"]戈一 

コ ピーや送信原稿の濃度を調整するときに使います。 

J [画質] キー 

コ ピーやファクスの画質を設定するときに使います。 

K [ソート/2 in 1] キー 

ソートコピー や 2 ini コピーを 設定するときに使います。 

L [節電]キー 

手動で節電状態に設定したり解除したりするときに使います。 
はグリーンに点灯します。 


F [初期設定/登録]キー 

各種の設定、登録をするときに使います。 



[両面]キー 

両面コピーを設定するときに使います。 



節電状態のとき 
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A B C 


D 


E F G H 


K 


し 



M [ストップ/リセット]キー 

ジョブを中止するときに使います。また、待受画面に戻るときにも使います。 

N エラー ランプ 

ェラーが発生したときに点滅します。 

〇 実行/メモリランプ 

本製品が動作中に点滅します。待機中のジョブがあるとき、およびメモリにデー 
夕が蓄積されているときは点灯します。 

P [スタート]キー 

コピー、スキヤン、ファクス送信などを開始するときに使います。 

Q テンキー 

文字や数字を入力するときに使います。 

R [卜ーン]キー 

プッシュ回線とダイヤル回線を切り替えるときに使います。 

S [クリア] キー 

入力した文字や数字を削除するときに使います。 


T [+►] キー 

設定する数値を上げるときに使います。また、次のメニュー項目を表示すると 
きにも使います。 

U [0 K ] キー 

設定、登録した内容を確定するときに使います。 

V レー]キー 

設定する数値を下げるときに使います。また、前のメニュー項目を表示すると 
きにも使います。 

W ディスプレイ 

メッセージや動作状況を表示します。設定操作中は選択項目、テキスト、数字 
などを表示します。 

X [トナー残量]キー 

トナー残量を確認するときに使います。 


















































































ファクス操作パネル 



A 

B 


C 


[オンフック] キー 

外付け電話機の受話器を置いたままダイヤルするときに使います。 

[リダイヤル/ポーズ]キー 

最後に指定した宛先を呼び出すときに使います。また、ファクス番号にポ 
を挿入するときに使います。 

[短縮ダイヤル]キー 

短縮ダイヤルに登録した宛先を指定するときに使います。 



A B C D 






\ 

わ 

7 ックリダイヤ 

3> & 

/ポ-ズ短縮:! 

3 £ 

f ヤル 

3) C 

宅 E 表 

CUD 

CIZD 

CIZD 

CHQ 

CUD 

CUD 

C — Q 

( ~~ 6 

システム， 

設定 

C 

トナ 

C 


-- 


E 


D [宛先表]キー 


ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルに登録した宛先を相手先の名前から検索す 
るときに使います。 


ズ E ワンタッチダイヤルキー 

ワンタッチダイヤルに登録した宛先を指定するときに使います。 
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文字の入力方法 


宛先の登録の際などに、文字の入力を促す画面が表示されます。 
以下のポタンを使用して、文字を入力します。 


A 



A 文字の入力は操作パネルのテンキーを使います。入力したい文字が表 

示されるまでテンキーを繰り返し押します。 

B 記号を入力するには、 [#] を押します。 


D 力ーソルの位置で文字を削除するには、[クリア]を押します。文字を 

すべて削除するには、[クリア]を長押しします。 

E 力ーソルを動かすには、 [<-] または [+►] を押します。 


C 入カモードを切り替えるには [*] を押します。 

- [?] :カナモード 
• [ A ] :アルフ アベッ トモード 

•[1] :数字モード 



























































入カモードを切り替えることにより、以下の文字を入力できます。 



バア] 

[A] 


© 

アイウエオ 


1 

@ 

カキクケコ 

ABCabc 

2 

® 

サシスセソ 

DEFdef 

3 

@ 

タチツテト 

GHIghi 

4 

❿ 

ナニヌネノ 

JKLjkl 

5 

0 

八ヒフへホ 

MNOmno 

6 

© 

マミ厶メモ 

PQRSpqrs 

7 


ヤユヨ 

TUVtuv 

8 


ラリルレロ 

WXYZwxyz 

9 

@ 

ワヲン 

アイウエオヤユヨツ 

0 

0 

(スペース） 

'、 （齬） 

° (半酷） 

〇 「」 、 •- 

(スペース）-■氺 

# !" , ::* '、ノ 

/ r ?$@%& 

+ ()[][}<> 

# 


文字を入力する 

例：「キヤノン」と入力します。 

1. 画面入カモードが[ア]になっていることを確認しま 
す0 

例）_ 

ナマエ [ァ] 

㉘メモ 

入カモードは[木]を押すたびに、カナ—アルファベット-^数字と変わ 
り、数字の次は最初のカナに戻ります。 



2. @を繰り返し押して、「キ」を入力します。 

例） 


ナマエ [ア] 


3. ©を繰り返し押して、「ヤ j を入力します。 

例） 


ナマエ [ァ] 

キ t 


4. @を繰り返し押して、「ノ」を入力します。 

例） 


ナマエ [ア] 

キヤノ 


5. ©を繰り返し押して、「ン」を入力します。 

例） 


ナマエ [ァ] 

キヤノ V 


6. [0K] を押して、入力を確定します。 
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フアクスモード 


ディスプレイ（待受画面) 


コピーモード 


A B C 


10 

0 %| |A 4 


] 

a 

■ w 1モシ 

~ /シヤシン 

0 


D E 


A ズーム 倍率 
B 用紙サイズ 

C 部数 
D 濃度 
E 画質 




2007 1 2 / 3 1 

M 0 N 15:50 

シ•卜- 

ウ I 1ヒョウ 

シュン 





B C 

A 日付/時刻 
B 受信モード 
C 画質 

スキヤンモード 


スキヤン モー ト" 


@ メモ 

• 必要に応じて、主電源スイッチを入れたときに表示される待受画面を変更す 
ることができます。変更する場合は、[初期設定/登録]—<キヨウツウシ 
ヨウセッテイ >— •くシヨキキノウノセッテイ >で設定登録を行ってくだ 
さい。（―メニューの設定内容： P .11-4) 

• 主電源スイッチを入れると、ディスプレイに <シバラクオマチクダサイ > と 
表示されたのち、待受画面に切り替わります。 

• 1分間何も操作をしないと、ディスプレイが待受画面に戻ります。 
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トナ 力 トリツジ 


本製品に対応するキヤノン純正カートリッジの寿命は、約2,000ペー 
ジです。このページ数は、 HSO / IEC 19752 j * に基づき、工場出荷 
時の印字濃度設定のままで、 A 4 サイズの用紙に印刷した場合の値で 
す。トナー消費量は、印刷する書類の内容によって異なります。図、 
表、グラフなどを多用した、空白部分が少ない書類はトナー消費量が 
多くなるので、トナーカートリッジの寿命が短くなります。トナーカー 
トリッジの交換の際は、必ず本製品専用のトナーカートリッジを使用 
してください。 

*「 IS 0 /IEC 19752」とは、国際標準化機構 （International Organization for 
Standardization ) より発行された「印字可能枚数の測定方法」に関する国際 
標準です。 

トナーカートリッジ名： 

カートリッジ304 



機種名 

対応するキヤノン 
純正カートリッジ 

印字枚数 

MF 4270 

カートリッジ304 

A 4 サイズで 
約2,000枚 


〇 

戻る 
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トナーカートリッジの取り扱い 

• トナーカートリッジをコンピュータ画面やディスクドライブ、フ 
ロッピーディスクなどに近づけないでください。トナーカートリッ 
ジ内部のマグネットによって破損する恐れがあります。 

• トナーカートリッジは、高温多湿や急激に温度が変化するよラな場 
所および火気のある場所に保管しないでください。 

• トナーカートリッジを、直射日光や電灯の光に5分以上さらさないで 
ください。 

• トナーカートリッジは保護袋に入れて保管し、本製品に取り付ける 
まで保護袋から取り出さないでください。 

• トナーカートリッジの保護袋は保管しておいてください。本製品を 
移動するときなどに必要になります。 

• トナーカート リッジを、塩分を含んだ空気や、 エアゾールスプレー 
などから出る腐食性ガスが充満している場所に保管しないでくださ 
い。 

• 必要なとき以外は、トナーカートリッジを取り外さないでください。 

•トナーカートリッジのドラム保護シャッターを開けないでくださ 
い。ドラム表面を光にさらしたり、傷つけたりすると、プリント品 
質が低下する恐れがあります。 

• トナーカートリッジを取り扱う隙は、ドラム保護シャッターに触れ 
ないように必ず取っ手を持ってください。 

• トナーカートリッジを立てて置いたり、逆さにしたりしないでくだ 
さい。トナーカートリッジ内部でトナーが固まってしまい、振って 
も元に戻らなくなることがあります。 

• 使用済みトナーカートリッジを廃棄する場合は、トナー容器を保護 
袋に入れてトナーが飛び散らないようにし、自治体の指示に従って 
処理してください。 

• トナーカートリッジからトナーが漏れたときは、吸い込んだり直接 
皮膚につけたりしないように注意してください。皮膚についた場合 
は、石鹸を使い水で洗い流し、刺激が残る場合や吸い込んだ場合に 
は直ちに医師に相談してください。 



• トナーカートリッジを本体から取り外すときは、トナーが飛び散っ 
て目や口などにトナーが入らないように、丁寧に取り出してくださ 
い。トナーが目や口に入った場合は、直ちに水で洗い流し、医師と 
相談してください。 

•トナーなどの消耗品は幼児の手が届かないところへ保管してくださ 
い。もしトナーを飲んだ場合は、直ちに医師と相談してください。 

• トナーカートリッジは分解しないでください。トナーが飛び散って 
目や口などに入ることがあります。トナーが目や口に入った場合は、 
直ちに水で洗い流し、医師と相談してください。 

A 注意 

トナーが発火してやけどの原因になることがあるので、トナーカートリツジを 

火の中に投げ入れないでください。 
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トナー残量の確認 


消耗品のご購入相談窓口 


[トナー残量]を押して、トナーカートリッジのトナー残量を確認でき 
ます。トナー残量はディスプレイに4段階で表示されます。 

トナーカートリッジが寿命の場合は、トナーカートリッジを交換して 
ください。 

(—トナーカートリッジを交換す る： P .9-11) 

トナーカートリツジは充分に使用できる状態です。 


トナーサ*ンリョウ 

0 % ■■■■■■ 100 % 

通常に使用できる状態です。 

トナーサ*ンリヨウ 

0 % ■■■■□□ 100 % 


トナーカートリツジの寿命が近づいています。 

交換用のトナーカートリツジを用意してください。 


トナ -r 

ン y 3 ウ 


0 % 

■■□□□□ 

10 0 % 


お買い求めの販売店またはお近くのキヤノン販売店にてお買い求めく 
ださい。ご不明な場合は巻末のキヤノンお客様相談センター（巻末参 
照）までお問い合わせください。 


トナーカートリツジが寿命になりました。 
トナーカートリッジを交換してください。 


トナ -r 

ンリョウ 


0 % 

□□□□□□ 

10 0 % 


@ メモ 

待受画面に戻るには、[ストップ/リセット]を押します。 
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電話回線の種類 


電話回線の種類を設定する 

初期設定では、電話回線の種別は自動的に判別されるように設定され 
ています。電話回線の種別を自動的に判別する場合は、以下の設定を 
する必要はありません。 

なお、構内交換機 （ PBX )、 ホームテレ ホン、ビジネスホンに接続して 
いる場合は、電話回線の種別が自動的に判別されないことがあります。 
自動的に判別されない場合は、以下の手順に従い手動で設定してくだ 
さい。 

工場出荷時の初期値は<ジドウ>に設定されています。 

0 メモ 

電話回線の種別を自動的に判別する場合は、電話線コードを接続してから、電 
源を入れてください。電源を先に入れた場合、電話回線の種別は自動的に判別 
されません。 

1. [初期設定/登録]を押します。 

2. [◄-] または [+►] を押して<フアクスセツテイ> 
を選択し、 [0 K ] を押します。 

3. [◄-] または [+►] を押してくキホントウロク> 
を選択し、 [0 K ] を押します。 

4. [◄-] または [+►] を押してくカイセンシュル 
イセンタク>を選択し、 [0 K ] を押します。 

5. [◄-] または [+►] を押してくシュドウ>を選択 
し、 [0 K ] を押します。 


6. [◄_] または [+►] を押して電話回線の種類を選 
択し、 [0 K ] を押します。 

<プッシュカイセン>:お使いの電話が卜ーン回線の場合に選択します。 
<ダイヤルカイセン>:お使いの電話がパルス回線の場合に選択します。 
<ダイヤルカイセン>を選択した場合、回線速度を< 20 PPS >か 
< 10 PPS >から選択します。工場出荷時の初期値はく 20 PPS >に設定 
されています。 

@ メモ 

お使いの電話回線の種類が分からない場合は、ご利用の電話会社にお問 
い合わせくたさい。 

7. [ストップ/リセット]を押して待受画面に戻ります。 
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タイマー設定 


スリープモードを設定する 

本製品はある一定時間何も操作をしないと、自動的に節電状態に移行 
します（スリープモード）。スリープモードに移行すると、[節電]が 
グリーンに点灯し、他のランプやディスプレイの表示は消えた状態に 
なります。 

工場出荷時の初期値は< ON >と< 5フン>に設定されています。 

@ メモ 

以下の状態の場合は、スリープモードになりません。 

• 本製品が操作中の場合 

• 実行/メモリランプが点灯または点滅している場合 

• エラーメッセージがディスプレイに表示され、エラーランプが点滅している 
場合 

• 手差しトレイに用紙がセットされている場合 
• 本体内で紙づまりが発生している場合 
• 外付け電話機の受話器が外れている場合 

1. [初期設定/登録]を押します。 

2. [◄-] または [+►] を押して<タイマーセッテ 
イ>を選択し、 [0 K ] を押します。 

3. [◄-] または [+►] を押して<オートスリープ> 
を選択し、 [0 K ] を押します。 

4. [◄-] または [+►] を押して< ON >を選択し、 
[0 K ] を押します。 

5. [◄-] または [+►] を押して時間を選択し、 [0 K ] 
を押します。 

時間は3分〜30分の間で設定できます （1 分刻み)。 

テンキーを使って数値を入力することもできます。 

@ メモ 

初期値は5分に設定されています。 



6. [ストップ/リセット]を押して待受画面に戻ります。 

@ メモ 

• スリープモードに移行すると、[節電]がグリーンに点灯します。 

• スリープモードから復帰するには、[節電]を押してください。 

• 手動でスリープモードにするには、[節電]を押してください。 

• 以下の状態の場合は、スリープモードが解除されます。 

• [節電]が押された場合 
• ファクスを受信した場合 
• 外付け電話機の受話器が外れている場合 

• コンピュータからプリントジョブが送信され、プリントが開始され 
た場合 
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2 原稿と用紙の取り扱い 

使用可能な原稿 .2-2 

読み取0範囲 .2-3 

原稿をセツトする .2-4 

原稿台ガラスにセツトする .2-4 

ADF にセツトする .2-5 

使用可育 g な用紙 .2-6 

用紙サイズ .2-6 

用紙の種類 .2-7 

プ _ J ン S 範囲 .2-8 

用紙をセツトする .2-9 

手差しトレイにセツトする .2-9 

はがきをセツトする .2-10 

用紙のサイズと種類を設定する .2-13 
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使用可能な原稿 



原稿台ガラス 

ADF 

原稿の種類 

• 普通紙 
• 厚紙 
• 写首 
• 小型原稿 

(名刺サイズなど） 

• 特殊紙 

(トレーシングペーパー* 1 、 
〇 HP フイルム^ 1 など） 
•本（厚さ 24 mm までのも 
の） 

普通紙（同じサイズ、厚さ、 
重量の複数枚の原稿、または 

1枚の原稿） 

サイズ 
(巾虽 X 長さ） 

最大21 6 mm x 297 mm 

最大21 6 mm x 356 mm 
最小105 mm x 1 48.5 mm 

重量 

最大 2 kg 

40〜1 05 g / m 2 

枚数 

1 枚 

最大35枚< 


•のり、インク、修正液が完全に乾いてから、原稿をセットしてくだ 
さい 0 

• ADF 内で原稿がつまるのを防ぐために、以下のものは使用しないで 
ください。 

• しわや折り目のある原稿 
• カーボン紙やカーボンバック紙 
• カールした、または巻いた紙 
• コート紙 
• 破れた原稿 
• 薄質半透明紙や薄紙 

• ホッチキスの針またはクリップが付いた紙 
• 熱転写プリンタでプリントされた紙 
• 〇 HP フイルム 

• ADF で読み込むことができる原稿は片面のみです。両面原稿の読み 
込みはできません。 


トレーシングペーパーや〇 HP フイルムなどの透過原稿をコピーする場合は、原稿 
台ガラスに原稿を下向きにしてセツトし、白紙を原稿の上に重ねて置いてくださ 
い0 

* ど 80 g / m ^ の用紙 


2-2 































読み取り範囲 


原稿の文字や画像が、以下の図の淡色部分に収まっていることを確認 
してください。下記の余白は目安であり、実際とは異なる場合があり 
ます。 



> 2 mm 



> 2 mm 


2 mm 


2 mm 































原稿をセツトする 
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■ 原稿台ガラスにセツトする 
1. 原稿台ガラスカバーを開きます。 



2. 読み取る面を下にして、原稿を原稿台ガラスに置きま 
す。 



3. 用紙サイズマークに合わせて原稿をセツトしてくだ 
さい。 



原稿が用紙サイズマークに合わない場合は、原稿の中心線を矢印に合わ 
せてください。 

4. 原稿台ガラスカバーを静かに閉じます。 
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▲ 注意 

• 原稿台ガラスカバーを閉じるときは、指をはさまないよう注意してく 
ださい。けがをする恐れがあります。 

• 原稿台ガラスカバーを無理に閉じないでください。原稿台ガラスが破 
損してけがをする恐れがあります。 

邊メモ 

読み込みが完了したら、原稿台ガラスから原稿を取り出してください。 

■ ADF にセツトする 

轉メモ 

ADF で読み込むことができる原稿は片面のみです。両面原稿の読み込みはでき 
ません。 

1 . 原稿をさばいてから、平らな場所で原稿の縁をそろえ 
ます。 




2. 原稿ガイドを原稿の幅に合わせます。 



3. 読み取る面を上にして、 ADF に原稿をセツトします。 



⑱メモ 

• 読み込み中に原稿を追加したり、抜いたりしないでください。 

• すべての原稿が読み込まれたら、紙づまりを防ぐために原稿排紙トレ 
イから原稿を取り出してください。 

• 30回以上 ADF で同じ原稿を読み込まないでください。繰り返し読み 
込まれた原稿は、折りたたまれたり破れたりして、紙づまりを起こす 
ことがあります。 

• 鉛筆で書かれた原稿を読み込んで給紙ローラが汚れた場合は、清掃し 
てください。（―日常のお手入れ： P .9-2) 
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戻る 


前へ 


次へ 


使用可能な用紙 


■ 用紙サイズ 

使用できる用紙サイズは以下のとおりです。 

表中の◎は片面印刷と自動両面印刷が可能、〇は片面印刷のみ可能で 
す。 




用紙カセット 

手差しトレイ 

枚数 


最大 250 枚 
(積載局さ 

25 mm 以下） 

最大 1 

枚 

坪量 


60 〜 128 g / m 2 

60 〜 

163 g / m 2 

用紙 

サイズ 

A 4 

◎ *1*2*3 

〇 *3 


B 5 

〇 

〇 



A 5 

〇 

〇 



レター 

◎ *卜2*3 

〇 *3 



リーガル 

〇 *i 

〇 



エグゼクティブ 

〇 

〇 



郵便はがき 
(100 x 148 mm ) 

〇 

〇 



郵便往復はがき 
(148 x 200 mm ) 

〇 

〇 



封筒 4 洋形 4 号 

(105 x 235 mm ) 

〇 

〇 



洋形 2 号 
(114 x 162 mm ) 

〇 

〇 



オフイシオ 

〇 *1 

〇 



ブラジルーオフィシオ 

〇* 1 

〇 



メキシコー オフ イシ オ 

〇* 1 

〇 

フォリオ 

〇* 1 

〇 

ガヴァメントーレター 

〇* 1 

〇 

ガヴァメントーリーガル 

〇* 1 

〇 

FOOLSCAP 

〇* 1 

〇 

ューザ定義用紙 

〇* 5 

〇 *5 


* ] 受信文書およびレポートやリストの印刷が可能です。 

* 2 受信文書の両面印刷が可能です。自動両面印刷は、64〜80 g / m 2 の用紙のみ可 
能です。 

* 3 両面コピーが可能です。 

* 4 用紙カセット：105〜 128 g / m 2 、 手差しトレイ：105〜 163 g / m 2 
* 5 コンピュータからプリントするときに使用可能な用紙です。 

幅76〜 216 mm 、 長さ127〜 356 mm の用紙をセツトすることができます。 

❺メモ 

用紙サイズの初期値は A 4 です。別の用紙サイズを使用する場合は、用紙サイ 
ズの設定を変更してください。 

(―用紙のサイズと種類を設定する： P .2-13) 
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■ 用紙の種類 

使用できる用紙の種類は以下のとおりです。 

0 メモ 

<巳5 >、 < A 5>、 < エグゼクティブ>、< ヨウガタ4ゴウ >、< ヨウガタ 
2ゴウ >、<八ガキ>またはくオウフク八ガキ>を選択した場合は、本体の 
設定とプリンタドライパの設定は必要ありません。 


用紙の種類 

本体の設定 

プリンタドライ 
バの設定 

積載枚数 
(用紙力 
セット） 

積載枚数 
(手差し 
トレイ） 

普通紙 
(64 〜 
90 g / m 2 ) 

<フツウシ> 

[普通紙] 

170〜 
250枚* 2 

1枚 

<フツウシ L >1 

[普通紙 L ] 

厚紙 
(105 〜 

1 63 g / m 2 ) 

<ァツガミ>*3 

[厚紙] 

100〜 
170枚*2 

1枚 

<ァツガミ H >*3*4 

[厚紙 H ] 

再生紙 
(64 〜 
80 g / m 2 ) *5 

C フツウシ> 

[普通紙] 

100枚 

1枚 

<フツウシ L >*! 

[普通紙 L ] 

OHP フイノレ 

厶 *6 

< 0 HP フイルム> 

[0 HP フイルム] 

100枚 

1枚 

はがき* 7 

一 

一 

20枚 

1枚 

封筒 

一 

一 

20枚 

1枚 


«1 < フツ ウシ>を選択してフリントすると用紙がひどく力ールする場合は、< フツウ 
シ1_>を選択してください。 

* 2 普通紙と厚紙は坪量によって積載枚数が変わります。 

^用紙カセット：105〜 128 g / m 2 、 手差しトレイ：105〜 163 g / m 2 
* 4 くアツガミ > を選択してフリントすると文字が薄くなる場合は、くアツガミ H > 
を選択してください。 

* 5 再生紙は、古紙配合率100%の再生紙も使用できます。 

* 6 OHP フイルムは、しーザプリンタ用のものを使用してください。キヤノン機専用 
の OHP フイルムをお使いになるようお勧めします。 

* 7 インクジェット用の郵便はがき、郵便往復はがきを使用することはできません。 



• 紙づまりを防ぐため、以下の用紙は使用しないでください。 

-しわや折り目のある紙 
• 力ールした、または巻いた紙 
• コート紙 
• 破れた紙 
• 湿った紙 
• 非常に薄い紙 

-熱転写プリンタでプリントされた紙（裏面にコピーしないでくださ 
し、。） 

• 以下の用紙ではプリントが不鮮明になります。 

• 目の粗い紙 
• つるつるした紙 
• 光沢紙 

•用紙にほこり、糸くず、油のしみが付かないようにしてください。 
•用紙を大量に購入する際は、事前に用紙を試してください。 

事用紙は包装紙で包み、平らな場所で保管してください。開封した用 
紙は元の包装紙で包みなおし、涼しい乾燥した場所で保管してくだ 
さい。 

• 用紙は室温1 8° C 〜 24° C 、 相対湿度40%〜60%の場所で保管してく 
ださい。 
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プリント範囲 


淡色部分は、 A 4 サイズ用紙のプリント範囲の目安です。下記の余白は 
目安であり、実際とは異なる場合があります。 


> 6 mm 



y 6 mm 



5 mm 


5 mm 

































用紙をセツトする 


用紙カセットに用紙をセットする方法については、スタートアップガ 
イド「本製品のセットアップ』「用紙カセットを組み立て、用紙をセッ 
卜する」を参照してください。 


■ 手差しトレイにセットする 

用紙カセットにセットされている用紙と、種類やサイズが異なる用紙 
にコピーやプリントする場合は、手差しトレイを使います。手差し卜 
レイには用紙を1枚ずつセットします。 

@ メモ 

• 手差しトレイにセットされた用紙は、用紙カセットにセットされた用紙より 
も先に給紙されます。 

• 洋形4号、洋形2号の封筒を使用してください。 

• プリンタドライバで正しい用紙サイズを設定してください。( オンラインヘル 
之を参照してください。） 

• 受信した文書、レポート、リストのプリントは、用紙カセットからのみ給紙 
が可能です。手差しトレイに用紙がセットされている場合は、<テザシノ 
ヨウシヲジヨキヨ >と表示されます。 

1 . 手差しトレイ用紙ガイドの幅を紙幅より少し広めに 
セツトします。 




2. 用紙をセツトする場合は、プリントしたい面を上にし 
て手差しトレイにまっすぐに差し込みます。 



@ メモ 

ロゴがプリントされた用紙をセツトする場合は、プリントしたい面（口 
ゴ側）を上にして、用紙の上端から先に手差しトレイにセツトします。 



卜 


卜索引 
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封筒をセツトする場合は、プリントしたい面を上にして右端から先に封 
筒をまっすぐに手差しトレイに差し込みます。 



^注意 

封筒の短いほうの辺にフタがついている場合、必ずフタのついている側 
から手差しトレイに差し込んでください。この向きに入れないと紙づま 
りの原因になります。 

3. 手差しトレイ用紙ガイドを用紙の幅に合わせます。 



@ メモ 

ガイドが用紙のサイズに合っていないと、きちんとプリントされないこ 
とがあります。 


〇 〇 〇 

戻る 前へ 次へ 


4. セツトした用紙のサイズと種類を設定します。 

用紙のサイズと種類の設定方法については、「用紙のサイズと種類を設定 
する」 （— P .2-13) 

■ はがきをセツトする 

用紙カセツトにはがきをセツトする場合は、はがきが正しく給紙され 
るように、はがき用ガイドを使用します。はがきは「郵便はがき」と 
「郵便往復はがき」をプリントできます。 

1. 用紙カバーを用紙カセツトから取り外します。 



2. 用紙カセツトの前面部を開きます。 
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o o o 

戻る 前へ 次へ 

5. 印刷する面を上にして、はがきの上側を奥にセツトし 
ます。 



6. 用紙カセットから、はがき用ガイドを取り外します。 
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7. はがき用ガイドを用紙後端ガイドに差し込み、前方に 
倒します。 



8. 用紙後端ガイドをスライドさせ、はがき用ガイドをは 
がきの後端に合わせます。 



9. はがきの種類に合わせて、用紙のサイズを設定しま 
す。 

用紙のサイズの設定方法については、「用紙のサイズと種類を設定する」 
H P .2-13) を参照してください。 







































戻る 


前へ 


次へ 


用紙のサイズと種類を設定する 


初期値は、<フツウシ>と< A 4 >です。別の種類の用紙やサイズを 
セットする場合は、以下の手順に従って設定を変更してください。 

手順3と手順6で用紙カセットまたは手差しトレイを選択するのを除 
いて、用紙カセットと手差しトレイとで手順は同じです。 

1. [初期設定/登録]を押します。 

2. [◄_] または [+►] を押して<ヨウシセッテイ> 
を選択し、 [0 K ] を押します。 

3. [◄-] または [+►] を押して<カセット>または 
くテサシトレイ>を選択し、 [0 K ] を押します。 

4. [◄—] または [+ 卜]を押してくヨウシサイズ> 
を選択し、 [0 K ] を押します。 

5. [◄-] または [+►] を押して用紙のサイズを選択 
し、 [0 K ] を押します。 

以下の用紙サイズを選択できます。 

< A 4 >、< B 5 >、< A 5 >、< エグゼクティブ >、< ヨウガタ4ゴウ>、 
<彐ウガタ 2ゴウ>、く八ガキ〉、くオウフク八ガキ>、< OFICIO >、 

< BRAZIL - 〇 FICIO >、く MEXICO-OFICIO >、く FOLIO >、 

< GOVERNMENT-LETTER >、く GOVERNMENT-LEGAL >、く FOOL 
SCAP >、< LTR >、< LGL > 


7. [◄-] または [+►] を押してくヨウシノシュル 
イ>を選択し、 [0 K ] を押します。 

@ メモ 

手順5で、 < B 5>、 く A 5>、 くエグゼクティブ>、くヨウガタ4ゴ 
ウ>、< ヨウガタ2ゴウ >、< 八ガキ > または < オウフク八ガキ > を 
選択した場合は、<ヨウシノ シュルイ>は選択できませんので、手順 
9に進んでください。 

8. [◄-] または[+ ►] を押して用紙の種類を選択し、 
[0 K ] を押します。 

以下の紙種を選択することができます。 

普通紙 （64 g / m 2 〜 90 g / m 2 ) : くフツウシ〉、くフツウシ L > ベ 
厚紙または封筒（用紙カセット：1 05 g / m 2 〜1 28 g / m 2 、 

手差しトレイ：1 05 g / m 2 〜1 63 g / m 2 ) : 

<アツガミ >、< アツガミ H >* 2 
〇 HP フィルム： < 〇 HP フィルム> 

<フツウシ>を選択してプリントすると用紙がひどくカールする場合 
は、くフツウシ L >を選択してください。 

< アツガミ > を選択してプリントすると文字が薄くなる場合は、<ア 
ツガミ H >を選択してください。 

9. [ストップ/リセット]を押して待受画面に戻ります。 


6. [◄-] または [+►] を押して<カセツト>または 

くテサシトレイ>を選択し、 [0 K ] を押します。 
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3 コピー 


基本的なコピーの操作 .3-2 

コピーの 設定をする .3-3 

画質を調節する .3-3 

濃度を調節する .3-3 

倍率を設定する .3-4 

=1 3-5 

ソー h □ L — .3-5 

2 in 1 .3-6 

両面コ L — .3-6 

コピージョブの中止 .3-8 
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基本的なコピーの操作 


以下の手順に従ってコピーします。 

1 . 原稿をセツトします。 

原稿台ガラスまたは ADF に原稿をセツトします。 

使用できる原稿については「使用可能な原稿」（― P .2-2) を参照してく 
ださい。 

2. [コピー]を押します。 

3. テンキーを使ってコピー部数 （1 〜 99 ) を入力しま 
す。 

4. [スタート]を押します。 



























目次 



コピーの 設定をする 


[スタート]を押してコピーを開始する前に、読み込む原稿の種類に合 
わせて設定を調整することができます。1分間何も操作をしなかった 
場合、または[ストップ/リセット]を押した場合は、調整した設定 
は初期値に戻ります。 


■ 画質を調節する 

工場出荷時の初期値は<モジ/シャシン>に設定されています。 

1. [コピー]を押します。 

2. [画質]を繰り返し押して、原稿の種類を選択します。 

<モジ/シャシン>:文字と写真のある原稿に適しています。 

<モジ>:文字原稿に適しています。 

<シャシン>:細かい文字または写真のある原稿に適しています。 

<モジ/シャシン+>:細かい文字と写真のある原稿に適しています。 

@ メモ 

• 濃度が<ジドウ >に設定されている場合、[画質]を押すと濃度は自動 
的に手動設定に切り替わります。 

• すべての設定を取り消すには、[ストップ/リセット]を押します。 

• [ファクス]などを押し、モードを切り替えた場合も、設定が取り消さ 
れます。初期値として登録したい場合は、[初期設定/登録]—<コ 
ピーシヨウ セツ テイ >—< ヒヨウ ジュン モードノ ヘン コウ >— 
<ガシツ > で設定登録を行ってください。（―メニューの設定内容： 
P .11-4) 


■ 濃度を調節する 

自動または手動で、原稿に最適な濃度に調整できます。 

工場出荷時の初期値は<シュドウ> (5) に設定されています。 


通 




動調節 


1. [コピー]を押します。 

2. [濃度]を繰り返し押してくジドウ>を選択し、 [0 K ] 
を押します。 


邊メモ 

画質は自動的に<モジ>に設定されます。 


手動調節 


1. [コピー]を押します。 

2. [濃度]を繰り返し押して、手動モードを選択します。 

3. [◄-] または [+►] を押して濃度を選択し、 [0 K ] 
を押します。 

例） 

3ミトリノウド 

ーウスク 0□□□□■□□□口丨コク+ 


[◄-] :濃い原稿を薄くコピーします。 

[+ ►] :薄い原稿を濃くコピーします。 

@ メモ 

• すべての設定を取り消すには、[ストップ/リセット]を押します。 

• [ファクス]などを押し、モードを切り替えた場合も、設定が取り消さ 
れます。初期値として登録したい場合は、[初期設定/登録]—<コ 
ピー シ ヨウ セツ テイ >—< ヒヨ ウ ジュン モードノ ヘン コウ >— 

<ヨミトリ ノウド>—<シュドウ>で設定登録を行ってください。 
(―メニューの設定内容： P .11-4) 
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■ 倍率を設定する 

工場出荷時の初期値は< 100 % >に設定されています。 

定形変倍を使用して拡大/縮小する 

原稿を拡大または縮小して、別のサイズに変更できます。 

1. [コピー]を押します。 

2. [拡大/縮小]を押します。 

3. [◄_] または [+►] を押してコピー倍率を選択し、 
[ OK ] を押します。 

• 200% MAX . 

• 141% A 5 — A 4 
• 122% A5 — B5 
• 115% B 5 — A 4 
• 100 % 

• 86% A 4 ^ B 5 

• 81% B 5 — A 5 

• 70% A 4 ^ A 5 

• 50% MIN . 

@ メモ 

• くコピーシヨウセッテイ>の<サイズケイレツ>が<インチ> 
または< A >に設定されている場合は、定形コピー変倍は以下のよう 
になります。 

インチ： 50%、64%、78%、10096、129%、200% 

A : 50%, 70%、100%、141%、200% 

• すべての設定を取り消すには、[ストップ/リセット]を押します。 



^ ズーム変倍を使って拡大/縮小する 

1%刻みで任意のコピー倍率を指定し、画像を拡大または縮小できま 
す。コピー倍率は、 50% 〜 200% の範囲で指定できます。 


1. [コピー]を押します。 

2. [拡大/縮小]を2回押します。 

3. テンキーを使ってコピー倍率を入力し、 [ OK ] を押 
します。 


例) 


ス''ーム 

5 0 - 2 0 0 % 


- 

10 0 % 

+ 


[◄-] または [+►] を押してコピー倍率を調整することもできます。 
コピー倍率を大きくするには、[+ ►] を押します。コピー倍率を小さく 
するには、 [◄_] を押します。 

@ メモ 

コピー倍率を100%に戻すには、[拡大/縮小]を繰り返し押して 
<100%〉を選択し、 [ OK ] を押します。 
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コピ 応用機能 


■ ソー トコピー 

コピーをページ順にそろえることができます。この機能は、「両面コ 
ピー」（― P .3-6) および「2 ini 」（— P .3-6) の機能と一緒に使うこ 
とができます。 

1 . 原稿をセツトします。 

ADF を使用しない場合は、1枚目の原稿を原稿台ガラスにセツトします。 

2. [コピー]を押します。 

@ メモ 

<コピーシヨウセツテイ>の<ヒヨウジュンモード ヘン コウ>で 
<ジドウソート >が< ON >に設定されている場合は、手順4に進んで 
ください。 

3. [ソート/2 in 1] を繰り返し押してくソート>を選 
択し、 [0 K ] を押します。 

ソートコピー機能を「2 ini 」 P .3-6) と一緒に使いたい場合は、 

くソート+2 ini > を選択し、 [0 K ] を押します。 

「両面コピー」と一緒に使いたい場合は、 P .3-7 の手順3に進んでください。 

4. テンキーを使ってコピー部数 （1 〜 99) を入力します。 

5. [スタート]を押します。 

ADF を使っている場合は、ここで作業は完了です。 

原稿台ガラスを使っている場合は、手順6に進んでください。 

6. 原稿台ガラスに次のページをセツトして、[スタート] 
を押します。 

この手順を繰り返して、すべてのページを読み込みます。 


7. [0 K ] を押します。 

残りの部数がコピーされます。 

@ 〆 モ 

• すべての設定を取り消すには、[ストップ/リセット]を押します。 

• [ファクス]などを押し、モードを切り替えた場合も、設定が取り消さ 
れます。初期値として登録したい場合は、[初期設定/登録] 4<コ 
ピーシヨウセツテイ>4<ヒヨウジュンモードノ ヘンコウ>4 
<ジドウソート > — < ON >で設定登録を行ってください。 （4 メ 
ニューの設定内容： P .11-4) 

• 複数ページの原稿を読み込んでいるときにメモリがいっぱいになった 
場合は、ディスプレイに<メモリガイッパイデス>と表示されます。 
この場合は、 [0 K ] を押して待ち受け画面に戻り、メモリに蓄積され 
た原稿をプリントするか、送信するか、削除してください。 
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■ 2 in 1 


2 in 1 を使うと、 A 4 およびレターサイズに合うように2枚の原稿を 
自動的に縮小してコピーすることができます。この機能は、「ソートコ 
ピー」 P .3-5) および「両面コピー」（― P .3-6) の機能と一緒に利 
用できます。 

原稿 




コピー 



1. 原稿をセツトします。 

ADF を使用しない場合は、1枚目の原稿を原稿台ガラスにセツトします。 

2. [コピー]を押します。 

3. [ソート/ 2 in 1] を繰り返し押して< 2 in 1 >を選 
択し、 [0 K ] を押します。 

2 ini 機能を「ソートコピー』(-> P .3-5) と一緒に使いたい場合は、 

くソート+2 ini > を選択し、 [0 K ] を押します。 

「両面コピー」と一緒に使いたい場合は、 P .3-7 の手順3に進んでください。 

4. テンキーを使ってコピー部数 （1 〜 99) を入力します。 

5. [スタート]を押します。 

原稿台ガラスに原稿をセツトした場合は、原稿1枚ごとに[スタート] 
を押します。すべての原稿の読み込みが完了したら、 [0 K ] を押します。 

@ メモ 

• 2枚目の原稿を読み込まずに [0 K ] を押した場合は、1枚目の原稿の 
み用紙の左側にプリントされます。 

• 2 in 1でコピーすると、縮小された原稿間に最大で 4 mm の余白がで 
きます。 

• すべての設定を取り消すには、[ストップ/リセット]を押します。 



■ 両面コピー 

両面コピー機能を使って、片面の原稿から両面コピーをすることがで 
きます。この機能は、「ソートコピー」（― P .3-5) および 
「2 ini 」 （― P .3-6) の機能と一緒に使うことができます。 


縦原稿 



左右開き 

0 


0 


上下開き 


コピー 



コピー 



コピー 



@ メモ 

両面コピーには以下の用紙を使用してください。 
• 用紙サイズ： A 4 およびレター 
• 用紙の重さ： 64〜 80 g / m 2 
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原稿をセツトします。 

ADF を使用しない場合は、1枚目の原稿を原稿台ガラスにセツトします。 


@ メモ 

ADF で読み込むことができる原稿は片面のみです。両面原稿の読み込み 
はできません。 


2. [コピー]を押します。 

3. [両面]を繰り返し押して< ON >を選択し、 [0 K ] を 
押します。 

4. [◄-] または [+►] を押して<サユウビラキ>ま 
たはくジョウゲビラキ>を選択し、 [0 K ] を押しま 
す。 

<サユウビラキ>:コピーの表と裏の面の上下を同じ向きにします。 

<ジョウゲビラキ>:コピーの表と裏の面の上下を逆向きにします。 

㉘ メモ 

横原稿の場合、<サユウビラキ> を選択すると、コピーの表と裏の面の 
上下を逆向きにします。< ジョウゲビラキ > を選択すると、コピーの表 
と裏の面の上下を同じ向きにします。 

5. テンキーを使ってコピー部数 （1 〜 99) を入力しま 
す。 



6. [スタート]を押します。 

原稿台ガラスに原稿をセットした場合は、原稿1枚ごとに[スタート] 
を押します。両面原稿のときは、片面の読み込みが終了したら、もう一 
方の面をセットし[スタート]を押します。 

すべての原稿の読み込みが完了したら、自動的に両面コピーが始まりま 
す。 

@ メモ 

• すべての設定を取り消すには、[ストップ/リセット]を押します。 

• [ファクス]などを押し、モードを切り替えた場合も、設定が取り消さ 
れます。初期値として登録したい場合は、[初期設定/登録] 4<コ 
ピーシヨウセツテイ>4<ヒヨウジュンモードノ ヘンコウ>4 
くリヨウメン >—< ON >で設定登録を行ってください。 （4 メニュー 
の設定内容： P.11-4) 

• 手順4の代わりに、[〇 K] を押すだけで手順5に進めます。この場合 
は、<サユウビラキ>でコピーされます。 
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コピージョブの中止 

以下の手順で、原稿の読み込み操作や印刷操作を中止します。 

1. [ストツプ/リセツト]を押します。 

2. くコピーヲチュウシシマスカ？>と表示された 
ら、 [◄_] を押してく八イ>を選択します。 


コヒ° _ヲ 

チュウシシマスカ7 

< /H 

イイ I > 


ジョブが中止され、コピー部数がリセットされます。 




























4 送信と受信 


基本的な送信操作 .4-4 

読み込み設定 .4-5 

画質を調節する .4-5 

濃度を調節する .4-5 

宛先を登録/編集/削除する .4-6 

ワンタッチダイヤル/短縮ダイヤルを登録/ 

編集する .4-6 

グルーフダイヤルを登録/編集する .4-8 

宛先を指定する .4-11 

ワンタッチダイヤルを使用する .4-11 

短縮ダイヤルを使用する .4-11 

グループダイヤルを使用する .4-12 

宛先表を使用する .4-12 
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手動で送信する .4-14 

送信応用機能 .4-15 

同報送信 .4-15 

コンピュータからファクス送信する .4-16 

ファクスダイヤル機能 .4-17 

リダイヤル .4-17 

一時的に卜ーン発信へ切り替える .4-18 

ダイヤル時回線確認 .4-18 

海外にファクスを送る（ポーズの挿入) .4-1 9 

基本的な受信操作 .4-20 

受信応用機能 .4-21 

ファクス/ TEL 詳細設定 .4-21 

手動で受信する .4-22 

代行受信 .4-22 

メモ 1 >1受信 .4-24 

リモート受信 .4-25 

受信した文書のフリント方法を選択する .4-26 

DM 制限 .4-26 

特殊なファクス出力 .4-27 

送受信ジョブを中止する .4-28 
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基本的な送信操作 


以下の手順に従って原稿を送信してください。 4. [スタート]を押します。 

H f 一 ^ ^ 原稿台ガラスに原稿をセットした場合は、原稿1枚ごとに「スタート」を 

1 . 原稿をセツトします。 押します。すべての原稿の読み込みが完了したら [0 K ] を押します。 
ADF を使用しない場合は、1枚目の原稿を原稿台ガラスにセットします。 

2. [ファクス]を押します。 

必要に応じて画質と濃度を調整する場合は、「読み込み設定 j (— P .4-5) 

を参照してください。 

3. テンキーを使って相手先のファクス番号を入力しま 
す。 

ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルなど、スピードダイヤルを使って宛 
先を指定することもできます。（―宛先を指定する： P .4-11) 


例） 

S =012 XXXXXXX _ 
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戻る 


前へ 


次へ 


読み込み設定 


送信原稿の種類に合わせて、画質と濃度を調整できます。高い画質に 
設定すると、出力画像は鮮明になりますが、通信速度は遅くなります。 


■ 画質を調節する 

工場出荷時の初期値は<ファイン>に設定されています。 

1. [ファクス]を押します。 

2. [画質]を繰り返し押して希望の画質を選択し、 [0 K ] 
を押します。 

くヒヨウジュン〉：文字のみの原稿に適しています。 （200 x 100 dpi ) 
<ファイン> :文字の細かい原稿に適しています（解像度はくヒヨウジュ 
ン〉の2倍)。 (200 x 200 dpi ) 

<シヤシン>:写真を含む原稿に適しています（解像度は<ヒヨウジュ 
ン〉の2倍)。 (200 x 200 dpi ) 

くスーパーファイン> :細かい文字と画像を含む原稿に適しています（解 
像度はくヒヨウジュン〉の4倍)。 (200 x 400 dpi ) 


■ 濃度を調節する 

工場出荷時の初期値は （5) に設定されています。 

1. [ファクス]を押します。 

2. [濃度]を押します。 

3. [◄-] または [+►] を押して濃度を選択し、 [ OK ] 
を押します。 

例） 


3 S トリノウト* 

ーウスク a コク+ 


[4 一]:原稿の濃度を薄くします。 

[+►] :原稿の濃度を濃くします。 

@ メモ 

本手順で手動調整した場合は、読み込みが終了すると、設定値が初期値 
に戻ります。基本設定として登録したい場合は、[初期設定/登録] — 

くファクスセツテイ >— くキホントウロク >— くヒヨウジュンモードノ 
ヘンコウ >— くヨミトリ ノウド>で設定登録を行ってください。（― 
メニューの設定内容： P .11-4) 
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戻る 


前へ 


次へ 


宛先を登録/編集/削除する 


原稿の送信先はテンキー入力の他、宛先登録機能を使って指定できま 
す。テンキーでは宛先を1字ずつ入力するのに対し、宛先登録機能で 
はよく利用する宛先（ファクス/電話番号）をあらかじめ登録してお 
くことで原稿送信時に宛先を入力する手間を省くことができます。こ 
のように宛先をあらかじめ登録しておくことのできる機能を宛先表と 
呼び、宛先表を使って素早く簡単に宛先を指定する方法をスピードダ 
イヤルと呼びます。スピードダイヤルを使った宛先の指定方法は以下 
の種類があります。 

• ワンタッチダイヤル（―ワンタッチダイヤルを使用する： P .4-11) 

• 登録済みの宛先を1回のキー操作で呼び出す機能です。最大8件ま 
で宛先を登録できます。 

-原稿送信時は、登録先のワンタッチダイヤルキー （01 〜 08) を押 
すだけで宛先を指定できます。 

•短縮ダイヤル（―短縮ダイヤルを使用する： P .4-11) 

• 登録済みの宛先を短縮番号を使って呼び出す機能です。最大10◦件 
まで宛先を登録できます。 

• 原稿送信時は、[短縮ダイヤル]を押したあと、2桁の登録先番号 
(00 〜 99) を入力するだけで宛先を指定できます。 

•グループダイヤル（—グループダイヤルを使用す る： P .4-12) 

• ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルとして登録済みの各宛先を1つ 
のグループにまとめて登録する機能です。複数の宛先を1つの宛先 
として登録するため、1度に送信する相手先が多い場合でも宛先指 
定操作が簡単に行えます。 

• グループダイヤルの登録先は未登録のワンタッチダイヤルになりま 
す。1つのグループダイヤルには最大5◦件まで宛先を登録できます。 

• 原稿送信時の宛先指定操作はワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルと 
同様になります。 

•宛先表キーによる指定（―宛先表を使用す る： P .4-12) 

• ワンタッチダイヤル/短縮ダイヤル/グループダイヤルとして登録 
済みの宛先を相手先の名前から検索して指定できます。登録先を忘 
れてしまった場合などに便利な機能です。 

• 原稿送信時は、[宛先表]を押したあと、相手先の名前から検索して 
指定できます。 


@ メモ 

_文字入力のしかたについては、「文字の入力方法」（— P .1-8) を参照してく 
ださい。 

■ スピードダイヤルに登録した宛先は、お使いのコンビュータにファイルとし 
て保存したり、保存したファイルを本製品に取り込むことができます。詳細 
について は、「宛先表をファイルに保存する（エクスポート）」（— P .7-15) 
または「宛先表をファイルから読み込む（インポート）」（― P .7-16) を参照 
してください。 

■ 登録済みの宛先については、宛先一覧表を出力して参照できます。 

(―レポー ト設定: p . n -12) 

■ ワンタッチダイヤル/短縮ダイヤルを登録/ 
編集する 

L ワンタッチダイヤル/短縮ダイヤルを登録する 


1. [初期設定/登録]を押します。 

2. [◄_] または [+►] を押して<アテサキヒヨウ 
シヨウセッテイ〉を選択し、 [ OK ] を押します。 

3. [◄-] または [+►] を押してくワンタッチダイ 
ヤル>または<タンシュクダイヤル>を選択し、 
[ OK ] を押します。 
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4. [◄-] または [+►] を押して登録するワンタッチ 
ダイヤル （01 〜 08) または短縮ダイヤル （00 〜 
99) を選択し、 [ OK ] を押します。 

操作パネル上の以下のキーを使って選択することもできます。 

ワンタッチダイヤル：ワンタッチダイヤルキ ー（01 〜 08) を押します。 
短縮ダイヤル：[短縮ダイヤル]を押したあと、テンキーを使って2桁の 
番号 （00 〜 99) を入力します。 

5. テンキーを使って相手先の名前（スペースを含め最大 
20文字）を入力し、 [ OK ] を押します。 

例） 


ナマエ 
キヤ Z 


6. テンキーを使って登録するファクス/電話番号（ス 
ペースとポーズを含め最大50桁）を入力し、 [ OK ] 
を押します。 


例） 


7 # ンワ八 • ンコウ 

012 XXXXXXX 


続けて新しいワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルを登録する場合 
は、手順4からの操作を繰り返し行ってください。 


[ストップ/リセット]を押して待受画面に戻ります。 


ンタツチダイヤル/短縮ダイヤルを編集する 


1. [初期設定/登録]を押します。 

2. [◄_] または [+►] を押して<アテサキヒヨウ 
シヨウセッテイ〉を選択し、 [ OK ] を押します。 

3. [◄-] または [+►] を押してくワンタッチダイ 
ヤル>または<タンシュクダイヤル>を選択し、 
[ OK ] を押します。 

4. [◄-] または [+►] を押して編集するワンタッチ 
ダイヤル （01 〜 08) または短縮ダイヤル （00 〜 
99) を選択し、 [ OK ] を押します。 

操作パネル上の以下のキーを使って選択することもできます。 

ワンタッチダイヤル：ワンタッチダイヤルキ ー（01 〜 08) を押します。 
短縮ダイヤル：[短縮ダイヤル]を押したあと、テンキーを使って2桁の 
番号 （00 〜 99) を入力します。 

5. [+ ►] を押して変更する文字にカーソルを移動し、 
[クリア]を押します。 

入力内容をすべて消去する場合は、[クリア]を長押しします。 

6. テンキーを使って新しい名前を入力し、 [ OK ] を押 
します。 

7. [+ ►] を押して変更する文字にカーソルを移動し、 
[クリア]を押します。 

入力内容をすべて消去する場合は、[クリア]を長押しします。 

8. テンキーを使って新しい番号を入力し、 [ OK ] を押 
します。 

9. [ストップ/リセット]を押して待受画面に戻ります。 
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b ンタツチダイヤル/短縮ダイヤルを削除する 


1. [初期設定/登録]を押します。 

2. [◄-] または [+►] を押して<アテサキヒヨウ 
シヨウセッテイ〉を選択し、 [0 K ] を押します。 

3. [◄-] または [+►] を押してくワンタッチダイ 
ヤル>またはくタンシュクダイヤル>を選択し、 
[0 K ] を押します。 

4. [◄-] または [+►] を押して削除するワンタッチ 
ダイヤル （01 〜 08) または短縮ダイヤル （00 〜 
99) を選択し、 [ OK ] を押します。 

操作パネル上の以下のキーを使って選択することもできます。 

ワンタッチダイヤル：ワンタッチダイヤルキー （01 〜 08) を押します。 
短縮ダイヤル：[短縮ダイヤル]を押したあと、テンキーを使って2桁の 
番号 （00 〜 99) を入力します。 

5. [クリア]を長押しして名前を削除し、 [ OK ] を押し 
ます。 

6. [クリア]を長押しして番号を削除し、 [ OK ] を押し 
ます。 

㊣ メモ 

ファクス/電話番号を消去した場合は、相手先の名前も自動的に消去さ 
れます。 

7. [ストップ/リセット]を押して待受画面に戻ります。 


■ グループダイヤルを登録/編集する 

@ メモ 

グループダイヤルを登録する際は、ワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルに 
宛先を登録しておいてください。 


グループダイヤルに宛先を登録する 


1. [初期設定/登録]を押します。 

2. [◄_] または [+►] を押して<アテサキヒヨウ 
シヨウセッテイ〉を選択し、 [ OK ] を押します。 

3. [◄-] または [+►] を押して<グループダイヤ 
ル>を選択し、 [ OK ] を押します。 

4. グループダイヤルの登録先を指定し、 [ OK ] を押し 
ます。 

未登録のワンタッチダイヤルを登録先として指定します。 

[◄-] または [+►] を押して登録先を選択します。また、ワンタッチ 
ダイヤルキー （01 〜 08) を押して選択することもできます。 

5. テンキーを使ってグループの名前（スペースを含め最 
大20文字）を入力し、 [ OK ] を押します。 

例） 


ナマエ 

キヤノンク • ル-フ 


6. グループダイヤルに登録する宛先（最大50件）をす 
ベて指定し、 [ OK ] を押します。 

登録済みのワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルを宛先として指定し 
ます。 

ワンタッチダイヤルを指定する場合：ワンタッチダイヤルキ ー（01 〜 
08) を押します。 

短縮ダイヤルを指定する場合：[短縮ダイヤル]を押したあと、2桁の番 
号 （00 〜 99) を入力します。複数指定する場合は、1つの宛先を指定 
するごとに[短縮ダイヤル]を押します。 

@ メモ 

[-«-] または [+►] を押すと指定した宛先を確認できます。 

7. [ストップ/リセット]を押して待受画面に戻ります。 
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宛先を追加する 


1. [初期設定/登録]を押します。 

2. [◄-] または [+►] を押して<アテサキヒヨウ 
シヨウセッテイ〉を選択し、 [0 K ] を押します。 

3. [◄-] または [+►] を押して<グループダイヤ 
ル>を選択し、 [0 K ] を押します。 

4. 宛先を追加するグループダイヤルを指定し、 [0 K ] を 
押します。 

グループダイヤルは、操作パネル上の対応するワンタッチダイヤルキー 
(01 〜 08) を押して選択することもできます。 

5. テンキーを使って新しい名前を入力し、 [ OK ] を押 
します。 

6. グループダイヤルに追加する宛先を指定し、 [ OK ] を 
押します。 

指定操作方法については、「グルーフダイヤルに宛先を登録する J (― P .4-8) 
を参照してください。 

7■[ストップ/リセット]を押して待受画面に戻ります。 


[ 宛先を消去する 

1. [初期設定/登録]を押します。 

2. [◄_] または [+►] を押して<アテサキヒヨウ 
シヨウセッテイ〉を選択し、 [ OK ] を押します。 

3. [◄-] または [+►] を押して<グループダイヤ 
ル>を選択し、 [ OK ] を押します。 

4. 宛先を消去するグループダイヤルを指定し、 [ OK ] を 
押します。 

グループダイヤルは、操作パネル上の対応するワンタッチダイヤルキー 
(01 〜 08) を押して選択することもできます。 

5. グループ名が表示されたら、 [ OK ] を押します。 

6. [◄-] または [+ 卜]を押して消去する宛先を選択 
し、[クリア]を押します。 

続けて別の宛先を消去する場合は、本手順を繰り返します。 

7. [ OK ] を押します。 

8. [ストップ/リセット]を押して待受画面に戻ります。 


4-9 


























1 グループ名を変更する 


1. [初期設定/登録]を押します。 

2. [◄-] または [+►] を押して<アテサキヒヨウ 
シヨウセッテイ〉を選択し、 [0 K ] を押します。 

3. [◄-] または [+►] を押して<グループダイヤ 
ル>を選択し、 [0 K ] を押します。 

4. グループ 名を変更する グループ ダイヤルを指定し、 
[0 K ] を押します。 

グループダイヤルは、操作パネル上の対応するワンタッチダイヤルキー 
(01 〜 08) を押して選択することもできます。 

5. [+ ►] を押して変更する文字にカーソルを移動し、 
[クリア]を押します。 

名前全体を消去する場合は、[クリア]を長押しします。 

6. テンキーを使って新しい名前を入力し、 [ OK ] を押 
します。 

7. [ OK ] を押します。 

8■[ストツプ/リセット]を押して待受画面に戻ります。 


グループダイヤルを消去する 

1. [初期設定/登録]を押します。 

2. [◄_] または [+►] を押して<アテサキヒヨウ 
シヨウセッテイ〉を選択し、 [ OK ] を押します。 

3. [◄-] または [+►] を押して<グループダイヤ 
ル>を選択し、 [ OK ] を押します。 

4. 宛先を消去するグループダイヤルを指定し、 [ OK ] を 
押します。 

グループダイヤルは、操作パネル上の対応するワンタッチダイヤルキー 
(01 〜 08) を押して選択することもできます。 

5. グループ名が表示されたら、 [ OK ] を押します。 

6. [クリア]押して登録済みの宛先を1件ずつすベて消 
去し、 [ OK ] を押します。 

參メモ 

• 宛先をすべて消去すると、グループ名は自動的に消去されます。 

• 登録した宛先の数のみ[クリア]を押してください。登録した宛先数を 
超えて[クリア]を押すと、ディスプレイの表示はくアテサキヒヨウ 
シヨウセッテイ > に戻り、グループダイヤルは消去されません。この場 
合は、手順2からの操作を繰り返し行ってください。 

7. [ストップ/リセット]を押して待受画面に戻ります。 
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■ 短縮ダイヤルを使用する 

@ メモ 

お使いになる場合は、宛先をあらかじめ登録しておいてください。 （-> 宛先を登 
緑/編集/削除する： P .4-6) 

1 . 原稿をセツトします。 

ADF を使用しない場合は、1枚目の原稿を原稿台ガラスにセツトします。 

2. [ファクス]を押します。 

必要に応じて画質と濃度を調整する場合は、「読み込み設定 j P .4-5) 

を参照してください。 

3. [短縮ダイヤル]を押します。 

4. テンキーを使って2桁の登録先番号 (00 〜 99) を入 
力します。 

例） 


間違ったキーを押した場合は、[ストップ/リセット]を押したあと、手 
J 瞑2から操作をやりなおしてください。 

5. [スタート]を押します。 

原稿台ガラスに原稿をセットした場合は、原稿1枚ごとに「スタート」を 
押します。すべての原稿の読み込みが完了したら [ OK ] を押します。 


宛先を指定する 


スピードダイヤルを使って原稿を送信します。 

■ ワンタッチダイヤルを使用する 

@ メモ 

お使いになる場合は、宛先をあらかじめ登録しておいてください。（—宛先を登 
緑/編集/削除する： P .4-6) 

1 ■ 原稿をセットします。 

ADF を使用しない場合は、1枚目の原稿を原稿台ガラスにセットします。 

2. [ファクス]を押します。 

必要に応じて画質と濃度を調整する場合は、「読み込み設定」（― P .4-5) 
を参照してください。 

3. 登録先のワンタッチダイヤルキー （01 〜 08) を押し 
ます。 

間違ったキーを押した場合は、[ストップ/リセット]を押したあと、手 
j 頃2から操作をやりなおしてください。 

例） 


4. [スタート]を押します。 

原稿台ガラスに原稿をセットした場合は、原稿1枚ごとに「スタート」を 
押します。すべての原稿の読み込みが完了したら [ OK ] を押します。 
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■ グループダイヤルを使用する 


@ メモ 

お使いになる場合は、宛先をあらかじめ登録しておいてください。 （4 宛先を登 
緑/編集/削除する： P .4-6) 

1. 原稿をセットします。 

ADF を使用しない場合は、1枚目の原稿を原稿台ガラスにセットします。 

2. [ファクス]を押します。 

必要に応じて画質と濃度を調整する場合は、「読み込み設定」 （— P .4-5) 
を参照してください。 

3. グループダイヤルの登録先のワンタッチダイヤル 
キー （01 〜 08) を押します。 

間違ったキーを押した場合は、[ストップ/リセット]を押したあと、手 
J 瞑2から操作をやりなおしてください。 

例）_ 

ク^ル - フ °夕^イヤル 
[01] キヤノンク ルーフ° 


4. [スタート]を押します。 

原稿台ガラスに原稿をセツトした場合は、原稿1枚ごとに「スタート」を 
押します。すべての原稿の読み込みが完了したら [ OK ] を押します。 



■ 宛先表を使用する 

宛先表を使うと、登録済みの宛先を宛先表から検索できます。どのワ 
ンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルに宛先を登録したか忘れてし 
まった場合に便利です。 

登録したすべての宛先を通して探す（くアテサキリストヒヨウジ >) 
こともできますし、宛先を名前で検索する（くアテサキケンサク >) 
こともできます。 

㊣ メモ 

宛先を登録する場合は、「宛先を登録/編集/削除する」（― P .4-6) を参照し 
てください。 

宛先リスト表示 


1. 原稿をセツトします。 

ADF を使用しない場合は、1枚目の原稿を原稿台ガラスにセツトします。 

2. [ファクス]を押します。 

必要に応じて画質と濃度を調整する場合は、「読み込み設定」（― P .4-5) 
を参照してください。 

3. [宛先表]を押します。 

宛先が登録されていない場合は、<ミトウロクデス>と表示されます。 

4. [◄-] または [+►] を押して<アテサキリスト 
ヒヨウジ>を選択し、 [ OK ] を押します。 

5. [◄-] または [+ 卜]を押して宛先を選択します。 

例） 


キヤノンホンシヤ 


宛先はワンタッチダイヤルキー （01 〜08)、短縮ダイヤル （00 〜 
99) の順に表示されます。 

ワンタッチダイヤルキーと短縮ダイヤルに宛先の名前が登録されてい 
ない場合は、ファクス番号が表示されます。 
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6. [スタート]を押します。 

原稿台ガラスに原稿をセツトした場合は、原稿1枚ごとに「スタート」を 
押します。すべての原稿の読み込みが完了したら [0 K ] を押します。 


Lf 目手先の名称を検索する 

1. 原稿をセツトします。 

ADF を使用しない場合は、1枚目の原稿を原稿台ガラスにセツトします。 

2. [ファクス]を押します。 

必要に応じて画質と濃度を調整する場合は、「読み込み設定」（― P .4-5) 
を参照してください。 

3. [宛先表]を押します。 

宛先が登録されていない場合は、<ミトウロクデス>と表示されます。 

4. [◄-] または [+►] を押して<アテサキケンサ 
ク>を選択し、 [0 K ] を押します。 

5. テンキーを使って、検索する名称の最初の文字を入力 
し、 [0 K ] を押します。 

たとえば、「ア」で始まる相手先の名称を検索する場合は、 [1]( ア）を 
押します。 

入カモードを切り替える場合は、[木]を押してください。ディスプレイ 
右上に入カモードを示す<ア> (カタカナ入力）、< A > (アルファベツ 
卜入力）または< 1 > (数字入力）が表示されます。 

例） 


• 検索可能な文字数は最大10文字です。 

• アルファべツトで検索する場合は、大文字と小文字は区別されます。 
大文字で登録した宛先を検索するには大文字で、小文字で登録した宛 
先を検索するには小文字で入力してください。 

• 検索が完了すると、入力した文字に一致する宛先の数が括弧の中に表 
示されます。 

• 新しく検索しなおすには[クリア]を押します。 


クン 

サノ 

ンャ 

ケキ 


Q 〇 (J 

戻る 前へ 次へ 

[◄-] または [+►] を押して宛先を選択します。 
[スタート]を押します。 

原稿台ガラスに原稿をセツトした場合は、原稿1枚ごとに「スタート」を 
押します。すべての原稿の読み込みが完了したら [0 K ] を押します。 
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手動で送信する 


原稿を送信する前に相手と話をしたい場合、または相手先のファクス 
機が自動受信できない場合は、手動で送信してください。 

@ メモ 

• 手動送信では、原稿台ガラスは使用できません。 

• 手動送信では、グループダイヤルは使用できません。 

1. 外付け電話機を本製品に接続します。 

外付け電話機の接続方法については、スタートアップガイド「本製品の 
セットアップ」「電話回線を接続する」を参照してください。 

@ メモ 

本製品に接続する電話機が、黒電話* (600 型、601型など）を含む、金 
属ベル内蔵電話機の場合は、呼び出し音が小さかったり、呼び出し音が 
鳴らない可能性があります。 

* 黒電話とは、以前に一般家庭で普及していた、旧式の黒い電話機の総称 
です。 

2. ADF に原稿をセットします。 

3. [ファクス]を押します。 

必要に応じて原稿の設定を調整する場合は、「読み込み設定」 （— P .4-5) 
を参照してください。 

4. [オンフック]を押すか、外付け電話機の受話器を取 
ります。 

[オンフック]を押すと、一時期に通信音量を [◄-] または [+►] を 
押して調整できます。 


5. 相手先のファクス/電話番号をダイヤルします。 

@ メモ 

ファクス/電話番号を入力する前に、発信音を確認してください。発信 
音を確認する前に番号を入力すると、通じなかったり、間違った番号に 
かかったりすることがあります。 

6. 受話器で相手と話します。 

手順4で[オンフック]を押した場合は、相手先の声が聞こえたら受話 
器を取ります。 

相手先の声ではなく「ピー」という音が聞こえた場合は、手順8に進ん 
でください。 

7. ファクスの受信準備をするよう相手先に依頼します。 

8. 「ピー j という音が聞こえたら[スタート]を押し、 
受話器を置きます。 
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送信応用機能 


本製品には送信応用機能として、同報送信があります。 


■ 同報送信 

1 回の操作で複数の宛先（最大 124 件）に同じ原稿を送信できます。 

@ メモ 

• 1度に指定できる宛先数は最大124件です。124件のうち、テンキーを使っ 
て指定できる宛先数は最大16件です。グループダイヤルを使用する場合、宛 
先件数はグループ単位ではなく、グループに登録されている宛先数単位で計 
算されます。たとえば、1 つの グループに10件の宛先が登録されている場 
合、宛先件数は1件ではなく10件と計算されます。 

• 複数の宛先に送信する機会が頻繁にある場合は、グループダイヤルとして宛 
先を登録しておくと便利です。 

1 . 原稿をセツトします。 

ADF を使用しない場合は、1枚目の原稿を原稿台ガラスにセツトします。 

2. [初期設定/登録]を押します。 

3. [◄-] または [+►] を押してくドウホウ>を選択 
し、 [ OK ] を押します。 


通 




4. テンキーまたはスピードダイヤルを使って複数の宛 
先（最大124件）を指定し、 [ OK ] を押します。 

テンキーを使う場合：テンキーを使って宛先を入力したあと、[〇 K ] を 
押します。最大16件まで宛先を指定できます。 

ワンタッチダイヤルを使う場合：ワンタッチダイヤルキー （01 〜 08) 
を押します。 

短縮ダイヤルを使う場合：[短縮ダイヤル]を押したあと、2桁の番号 
(00 〜 99) を入力します。複数指定する場合は、1つの宛先を指定する 
ごとに[短縮ダイヤル]を押します。 

宛先表を使う場合：[宛先表]を押したあと、 [◄_] または [+►] を押 
して<アテサキリストヒヨウジ>またはくアテサキケンサク>を選 
択し、 [ OK ] を押します。くアテサキケンサク〉を選択した場合は、検 
索する相手先の名称の最初の文字を入力し、 [ OK ] を押します。 [◄-] 
または [+►] を押して宛先を選択します。検索可能な文字数は最大10 
文字です。 

@ メモ 

続けて新しいワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルを登録する場合 
は、手順4からの操作を繰り返し行ってください。 

5. [スタート]を押します。 

原稿台ガラスに原稿をセットした場合は、原稿1枚ごとに「スタート」を 
押します。すべての原稿の読み込みが完了したら [ OK ] を押します。 
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コンピュータからファクス送信する 


以下の手順で、コンピュータからファクスを送信します。 

ファクスドライバがインストールされていることを確認してくださ 
い。確認方法は、スタートアップガイド「コンピュータでのソフトウェ 
ア設定」「ネットワーク接続」または「コンピュータでのソフトウェア 
設定」 「 USB 接続 j を参照してください。 

ファクスドライバの設定については、 オンラインヘルプ を参照してく 
ださい。 

㉘メモ 

0 S やアプリケーションによっては、手順や画面に表示される項目が異なる場合 
があります。 

1. アプリケーションで開いている文書から、[ファイル] 
— [印刷]をクリックします。 

2. フアクスアイコン （Canon MF 4200 Series (FAX)) 
を選択し、[印刷]または [0K] をクリックします。 

3. [送信の設定]タブで名前とファクス番号を指定し、 
[相手先一覧に追加]をクリックします。 

4. [0K] をクリックします。 


























戻る 


前へ 


次へ 


ファクスダイヤル機能 


■ リダイヤル 

手動リダイヤルと自動リダイヤルがあります。自動リダイヤルでは、リ 
ダイヤルの回数と間隔を設定することができます。 


手動リダイヤル 


1 . 原稿をセツトします。 

ADF を使用しない場合は、1枚目の原稿を原稿台ガラスにセツトします。 

2. [ファクス]を押します。 

3. [リダイヤル/ポーズ]を押します。 

4. [スタート]を押します。 

原稿台ガラスに原稿をセツトした場合は、原稿1枚こ'とに[スタート] 
を押します。すべての原稿の読み込みが完了したら、 [0 K ] を押します。 

@ メモ 

<システムカンリセツテイ>の<ソウシンキノウノ セイゲン>で 
<リダイヤルノセイゲン>が< ON >に設定されている場合は、リダ 
イヤルは使用できません。 


自動リダイヤル 


工場出荷時の初期値は次のように設定されています。 
<ジドウリダイヤル >:< ON > 

くリダイヤルカイスウ〉： <2カイ〉 

<リダイヤルカンカク〉：<2フン〉 


3. [◄-] または [+ 卜]を押して<ソウシンキノウ 

セツテイ>を選択し、 [0 K ] を押します。 

4. [◄-] または [+►] を押してく ジ ドウリダイヤ 
ル〉を選択し、 [0 K ] を押します。 

5. [◄-] または [+►] を押して< ON >を選択し、 
[0 K ] を押します。 

6. [◄-] または [+►] を押してリダイヤルする回数 
を入力し、 [0 K ] を押します。 

例） 

リタ*イヤルカイスウ 

2カイ 


テンキーを使って数値を入力することもできます。 

7. [◄-] または [+►] を押してリダイヤルする間隔 
(分）を入力し、 [ OK ] を押します。 

例）_ 

リタ^ィャルカンカク 

2フン 


テンキーを使って数値を入力することもできます。 

8. [ストップ/リセット]を押して待受画面に戻ります。 


1. [初期設定/登録]を押します。 

2. [◄-] または [+►] を押して<フアクスセツテイ> 

を選択し、 [ OK ] を押します。 
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■ 一時的に!-ーン発信へ切り替える 

銀行や航空会社、ホテルなどが提供するプッシュホンサービスの中に 
は、プッシュ回線での利用を前提とするものがあります。本製品がダ 
イヤル回線に接続されている場合は、以下の手順で一時的にI-ーン信 
号を送出することができます。 

@ メモ 

通話するには、外付け電話機を本製品に接続する必要があります。 

1. [ファクス]を押します。 

2. [オンフック]を押します。 

@ メモ 

ファクス番号を入力する前に、発信音を確認します。発信音を確認する 
前に番号を入力した場合、通じなかったり、間違った番号にかかったり 
することがあります。 

3. テンキーを使って、情報サービスにダイヤルします。 

4. 情報サービスの録音メッセージが応答したら、[ I -一 
ン]を押して!^ーン発信に切り替えます。 

5. テンキーを使って、情報サービスに必要な番号を入力 
します。 

6. ファクスを受信する場合は、[スタート]を押します。 

終了すると通信を自動的に切断し、回線は元の設定に戻ります。 


■ ダイヤル時回線確認 

この機能を使うと、ダイヤル時に回線がつながっているかどうか確認 
することができます。 

工場出荷時の初期値は< OFF >に設定されています。 

1. [初期設定/登録]を押します。 

2. [◄-] または [+►] を押して<フアクスセツテイ> 
を選択し、 [0 K ] を押します。 

3. [◄-] または [+►] を押して<ソウシンキノウ 
セツテイ>を選択し、 [0 K ] を押します。 

4. [◄_] または [+►] を押してくダイヤルジカイセ 
ンカクニン〉を選択し、 [0 K ] を押します。 

5. [◄-] または [+►] を押して< ON >を選択し、 
[0 K ] を押します。 

6. [ストップ/リセット]を押して待受画面に戻ります。 


4-18 



























■ 海外にファクスを送る（ポーズの挿入） 

海外へのファクス送信時、ファクス番号にポーズの挿入が必要な場合 
があります。 

1 . 原稿をセツトします。 

ADF を使用しない場合は、1枚目の原稿を原稿台ガラスにセツトします。 

2. [ファクス]を押します。 

必要に応じて原稿の設定を調整する場合は、「読み込み設定」（― P .4-5) 
を参照してください。 

3. テンキーを使って国際アクセス番号を入力します。 

国際アクセス番号の詳細については、最寄りの電話会社にお問い合わせ 
ください。 

4. 必要に応じて[リダイヤル/ポーズ]を押し、ポーズ 
を入力します。 

例） 


3= 12 3 P 


• ポーズを意味する< P >が番号の途中に表示されます。 

• 番号の途中に入れるポーズ時間の長さは 2.5 秒です。 

• ポーズを連続して入れる場合は、もう一度[リダイヤル/ポーズ]を 
押してください。 

5. テンキーを使って相手先の国番号、エリア番号、ファ 
クス/電話番号を入力します。 


〇 〇 〇 

戻る 前へ 次へ 


6. 必要に応じてファクス/電話番号の末尾に、[リダイ 
ヤル/ポーズ]を押してポーズを入力します。 

• ポーズを意味する< P >が番号の末尾に表示されます。 

7. [スタート]を押します。 

原稿台ガラスに原稿をセツトした場合は、原稿1枚ごとに「スタート j を 
押します。すべての原稿の読み込みが完了したら [0 K ] を押します。 
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基本的な受信操作 


以下の手順に従って、ファクスの受信を設定します。 

工場出荷時の初期値は< ジドウ >に設定されています。 

@ メモ 

以下の用紙を使用してください。 

• 用紙サイズ： A 4、 オフイシオ、ブラジルーオフイシオ、メキシコーオフイシ 
才、フォリオ、ガヴァメントーレター、ガヴァメントーリーガル、 FOOLSCAP 、 
レター、リーガル 

1. [初期設定/登録]を押します。 

2. [◄-] または [+►] を押して<ファクスセッテイ> 
を選択し、 [0 K ] を押します。 

3. [◄-] または [+►] を押して<ジュシンモード> 
を選択し、 [0 K ] を押します。 

4. [◄-] または [+►] を押して受信モードを選択し、 
[0 K ] を押します。 

<ジドウ> :すべての着信をファクスとして受信します。 

<ルス TEL > :ファクスの場合は自動的に受信し、電話の場合は留守番 
電話機が用件を録音します。 

< FAX/TEL > :外付け電話機が接続されている場合は、ファクスと電 
話を自動的に切り替えます。（―ファクス / TEL 詳細設定： P .4-21) 
くシュドウ> :着信に応答しません。手動でファクスを受信してくださ 
い。（―手動で受信する： P .4-22) 

㉘ メモ 

•く FAX/TEL >またはくシュドウ >の場合は、外付け電話機を本製品 
に接続してください。 

• <ルス TEL > の場合は、留守番電話機を本製品に接続してください。 

5. [ストップ/リセット]を押して待受画面に戻ります。 

























戻る 


前へ 


次へ 


受信応用機能 

受信に関する応用的機能として、以下の項目を説明します。 

鲁受信モード （< FAX / TEL >) の詳細設定 

• ファクス手動受信の操作方法 

• 代行受信機能 

•メモリ受信設定 

• リモート受信設定 

•受信原稿のプリント設定 

• DM 制限設定 

• 受信画像の両面印刷設定 

• 受信画像の縮小設定 

■ ファクス /TEL 詳細設定 

くファクスセツテイ〉のくジユシンモード〉でく FAX/TEL >を選択 
した場合は、以下の項目を設定できます。 

1. [初期設定/登録]を押します。 

2. [◄-] または [+►] を押して<ファクスセツテイ> 
を選択し、 [0 K ] を押します。 

3 . [◄-] または [+►] を押して<ジユシンキノウ 

セツテイ>を選択し、 [0 K ] を押します。 

4 . [◄_] または [+►] を押して< F/T シヨウサイ 

セツテイ>を選択し、 [0 K ] を押します。 


5 . くヨビダシカイシジカン>を設定する場合は、 
[◄_]、[+►]、またはテンキーを使って着信してか 
ら呼び出し音を鳴らす前に、本製品がファクスかどう 
かを検出する時間 （4 秒〜30秒）を選択し、 [ OK ] 
を押します。 

設定した時間が短いと、ファクス受信時にファクスと検出されず、外付 
け電話機の呼び出し音が鳴る場合があります。呼び出し音が鳴っても 
ファクスは受信できますが、ファクス受信時に呼び出し音が鳴ってしま 
う場合は、<ヨビダシカイシジカン > を長く設定してください。 
設定した時間は、相手側は呼び出し音が何も聞こえない状態になります。 
設定した時間が長いと、相手側の無音状態が長くなります。 

工場出荷時の初期値は< 6ビョウ>に設定されています。 

6. <ヨビダシジカン>を設定する場合は、 [◄_] 、 
[+►]、またはテンキーを使って呼び出し音を鳴らす 
時間 （10 秒〜45秒）を選択し、 [ OK ] を押します。 

本製品がファクスを受信すると、呼び出し音が鳴らずに自動的に受信さ 
れます。 

工場出荷時の初期値は< 22ビョウ>に設定されています。 

7 . くヨビダシゴノ ドウサ〉を設定する場合は、 [◄-] 
または [+►] を押して、呼び出し終了後の本製品の 
動作を選択し、 [ OK ] を押します。 

工場出荷時の初期値は<ジュシン>に設定されています。 

くジュシン〉：ファクスを受信します。 

くシュウリョウ>:通信を切断します。 

8. [ストップ/リセット]を押して待受画面に戻ります。 
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■ 手動で受信する 

くジュシンモード>で<シュドウ>を選択した場合は、以下の手順で 
ファクスを受信します。 

1. 着信音が鳴ったら、外付け電話機の受話器を取りま 
す0 

2. [ファクス]を押します。 

3. ビープ音が聞こえたら[スタート]を押します。 

4. 受話器を置きます。 

■ 代行受信 

トナー切れや用紙切れなどでプリントができない場合、本製品は受信 
した文書をいったんメモリに蓄積します。この機能を代行受信と呼び 
ます。 

@ メモ 

• 本体のメモリは、最大で256ジョブまたは約256ページ分のデータを蓄積 
できます。* 

* 相手側のファクスが Canon Satera MF 4270 で、 ITU - T チヤート No . l を 
標準モードで送信した場合のページ数です。メモリに蓄積できる最大の 
ページ数は、送信側のファクスによって異なります。 

• 蓄積されたページはプリントされるとメモリから削除されます。 

• メモリがいっぱいになると、残りのページは受信できません。相手に残りの 
ページを再送信してくれるよう連絡してください。 


〇 〇 〇 


戻る 


前へ 


次へ 



エラーランプが点灯し、メッセージが交互に表示され 
ます。 

メモリ代行受信した場合は、ディスプレイに<ジュシンデータプリント 
テキマセン/エラーカイジョゴプリント > と交互に以下のメッセージ 
が表示されます。 

例） 


原因：コピーやプリント時、受信文書のプリント時に用紙カセットまた 
は手差しトレイに用紙がセットされていない。 

処置：用紙をセットしてください。用紙カセットの場合は、用紙をセッ 
卜したあとに [0 K ] を押してください。 

詳細を確認する場合は「ディスプレイの表示」 （— P .10-11) を参照して 
ください。 


原因：本体内で紙づまりが起きた。 

処置：つまった用紙を取り除いて（―用紙がつまったときには： P . 1 0-3) 、 
用紙カセツトまたは手差しトレイに用紙をセツトしなおしてください。 
次にカバーを開閉して実行中のジョブを再開してください。 

例） 


原因：用紙カセツトまたは手差しトレイにある用紙のサイズが<ヨウシ 
セツテイ〉メニューのくカセツト〉またはくテザシトレイ〉で指定し 
た用紙と違う。 

処置：用紙をセツトしなおすかくヨウシセツテイ>メニューで指定し 
た用紙サイズを変更してください。（―くタダシイヨウシヲセツトシテ 
クダサイ>と表示された場合： P .10-19) 


タタ # シイヨウシヲセツトシテクタ'' サイ 
カセツト ： B 5 


ヨウシヲホキユウシテクタ'' サイ 
カセツト ： B 5 
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原因：トナーカバーが完全に閉じていない。 

処置：トナーカバーが完全に閉じているか確認してください。 


原因：手差しトレイに用紙がセツトされている。 

処置：手差しトレイにセツトされている用紙を取り除いてください。手 
差しトレイに用紙がセツトされていると、ファクス、レポートおよびリ 
ストはプリントされずにメモリに蓄積されます。 


原因：プリントに適切な用紙サイズが設定されていない。 

処置：レポート、リスト、受信したデータをプリントする場合は、<ヨ 
ウシセッテイ >の< カセット >を< A 4 >、< OFICIO >、< BRAZIL - 
OFICIO >. < MEXICO - OFICI 〇 >、< FOLIO >, < GOVERNMENT - 
LETTER >>< GOVERNMENT-LEGAL >、く FOOLSCAP >、く LTR >、 
またはく LGL >に設定してください。（―用紙のサイズと種類を設定す 
る： P .2-13) 

詳細を確認する場合は「ディスプレイの表示」 （— P .10-11) を参照して 
ください。 


原因：本体内で紙づまりが起きた。 

処置：つまった用紙を取り除いて（―用紙がつまったときには： P . 1 0-3) 、 
用紙カセツトまたは手差しトレイに用紙をセツトしなおしてください。 
次にトナーカバーを開閉して本製品をリセットしてください。 


テサ*シノヨウシヲシ # ヨキヨ 
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テクタ # サイ 



ヨウシヲセツトシナオシテクタ^サイ 
トナーヲセツトシナオシテクタ*サイ 


原因：用紙が正しくセットされていないか、トナーカートリッジが正し 
くセットされていない。 

処置：用紙カセットと手差しトレイからセットされている用紙を取り除 
いてください。そのあと、用紙をセットしなおしてください。 

トナーカートリッジを正しくセットしてください。 

詳細を確認する場合は「ディスプレイの表示」 （— P .10-11) を參照して 
ください。 


トナーカ*ナクナリマシタ 
トナーヲコウカンシテクタ'' サイ 


原因：トナーがなくなった。 

処置：トナーを均一にならしてください。（―トナーを均一にならす： 
P .9-8) メッセージが引き続き表示された場合は、新しいトナーカート 
リッジに交換してください。 

詳細を確認する場合は「ディスプレイの表示」 （— P .10-11) を参照して 
ください。 

2. エラーを解消すると、受信文書がプリントされます。 
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■ メモリ受信 

受信した文書をプリントせずにメモリに保存するように設定しておく 
ことができます。この機能をメモリ受信と呼びます。メモリ受信機能 
を解除すると、保存された文書はプリントされます。（—メモリ受信し 
た文書をプリントする： P .4-25) 

工場出荷時の初期値は< OFF >に設定されています。 

1. [初期設定/登録]を押します。 

2. [◄-] または [+►] を押して<システムカンリ 

セツテイ>を選択し、 [0 K ] を押します。 

システム管理暗証番号が設定されている場合は、テンキーを使って番号 
を入力したあと、 [0 K ] を押します。 

3. [◄-] または [+►] を押して<ツウシンカンリ 
セツテイ>を選択し、 [0 K ] を押します。 

4. [◄-] または [+►] を押して<メモリジユシン 
セツテイ>を選択し、 [0 K ] を押します。 

メモリ受信の暗証番号が設定されている場合は、テンキーを使って番号 
を入力したあと、[〇 K ] を押します。 

5. [◄-] または [+►] を押して< ON >を選択し、 
[0 K ] を押します。 

@ メモ 

メモリに保存されている文書がある場合、< OFF >を選択すると保存さ 
れている文書がプリントされます。 

6. <パスワード>を設定する場合は、 [◄_] または 
[+►] を押してくパスワード〉を選択し、 [0 K ] を 
押します。 

パスワードを指定しない場合は、手順8に進んでください。 


〇 〇 〇 

戻る 前へ 次へ 


7. テンキーを使ってメモリ受信の暗証番号（最大7桁) 
を入力し、 [0 K ] を押します。 

例） 


八。スワ-ド 

1 2 3 4 5 6 7 


8. <ジカンシテイ>を設定する場合は、 [◄_] また 
は [+►] を押して<ジカンシテイ>を選択し、 
[0 K ] を押します。 

メモリ受信の開始時刻と終了時刻を指定できます。開始時刻になると自 
動的にメモリ受信に切り替わり、終了時刻になると解除されます。 

9. [◄-] または [+►] を押して< ON >を選択し、 
[0 K ] を押します。 

時刻を指定しない場合は、< OFF >を選択し手順12に進んでください。 

10■くカイシジコク > を設定する場合は、テンキーを使つ 
て開始時刻 （24 時間制）を入力し、 [ OK ] を押します。 

例）_ 

カイシシ*コク 

0 0:00 


11.くシュウリョウジコク >を設定する場合は、テンキー 
を使って終了時刻 （24 時間制）を入力し、 [ OK ] を 
押します。 

例） 


シュウリヨウシ*コク 

0 0:00 


12■[ストップ/リセット]を押して待受画面に戻ります。 
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メモリ受信した文書をプリントする 


1. [初期設定/登録]を押します。 

2. [◄-] または [+►] を押して<システムカンリ 

セツテイ>を選択し、 [0 K ] を押します。 

システム管理暗証番号が設定されている場合は、テンキーを使って番号 
を入力したあと、[〇 K ] を押します。 

3. [◄-] または [+►] を押して<ツウシンカンリ 
セツテイ>を選択し、 [0 K ] を押します。 

4. [◄-] または [+►] を押して<メモリ ジュシン 
セツテイ>を選択し、 [0 K ] を押します。 

メモリ受信の暗証番号が設定されている場合は、テンキーを使って番号 
を入力したあと、[〇 K ] を押します。 

5. [◄—] または [+►] を押して< OFF >を選択し、 
[0 K ] を押します。 

メモリに保存されている文書がプリントされます。 

6■[ストップ/リセット]を押して待受画面に戻ります。 


■ リモート受信 

リモート受信機能を使うと、本製品に接続された外付け電話機から 
フアクスを手動で受信することができます。本製品が離れた場所にあ 
る場合、または本製品が使用中の場合に便利です。 

工場出荷時の初期値は< ON >、くリモートジユシン旧>は<25> 
に設定されています。 

リモート受信 ID を登録する 


初期設定 リモート 受信 ID (初期値： 25) を変更する場合は、以下の手 
順を実行します。 

1. [初期設定/登録]を押します。 

2. [◄-] または [+►] を押して<フアクスセツテイ> 
を選択し、 [0 K ] を押します。 

3. [◄-] または [+►] を押して<ジュシンキノウ 
セツテイ>を選択し、 [0 K ] を押します。 

4. [◄-] または [+►] を押して<リモートジュシ 
ン>を選択し、 [0 K ] を押します。 

5. [◄-] または [+►] を押して< ON >を選択し、 
[0 K ] を押します。 

6. テンキーを使って新しいリモート受信 ID (00 〜 99) 
を入力し、 [0 K ] を押します。 

7. [ストップ/リセット]を押して待受画面に戻ります。 
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L ファクスをリモート受信する 


1. 着信があったら、外付け電話機の受話器を取ります。 

2. テンキーを使って、2桁のリモート受信 ID を入力し、 
受信を開始します。 

@ メモ 

外付け電話機の回線設定がダイヤル回線になっている場合は、リモート 
受信 ID を入力する前に、[ I ン]を押してプッシュ回線に切り替えて 
ください。 

3. 受信が完了したら、受話器を置きます。 

■ 受信した文書のプリント方法を選択する 

受信した文書をすべてメモリに保存してからプリントするか、受信と 
同時に各ページをプリントするかを選択できます。 

1. [初期設定/登録]を押します。 

2. [◄-] または [+►] を押して<フアクスセッテイ> 
を選択し、 [0 K ] を押します。 

3. [◄-] または [+►] を押して<ジュシンキノウ 

セッテイ>を選択し、 [0 K ] を押します。 

4. [◄-] または [+►] を押して<ジュシンプリン 
卜>を選択し、 [0 K ] を押します。 

5. [◄-] または [+►] を押してプリント方法を選択 
し、 [0 K ] を押します。 

<メモリジュシン>:受信した文書をすべてメモリに保存してからプリ 
ントします。 

<プリントジュシン>:受信と同時に各ページをプリントします。 

6. [ストップ/リセット]を押して待受画面に戻ります。 


■ DM 制限 

番号非通知のファクスの受信を拒否できます。工場出荷時の初期値は 
< OFF >に設定されています。 

1. [初期設定/登録]を押します。 

2. [◄-] または [+►] を押して<ファクスセツテイ> 
を選択し、 [0 K ] を押します。 

3. [◄-] または [+►] を押して<ジユシンキノウ 

セツテイ>を選択し、 [0 K ] を押します。 

4. [◄—] または [+ 卜]を押してく DM セイゲン>を 
選択し、 [0 K ] を押します。 

5. [◄—] または [+►] を押して< ON >を選択し、 
[0 K ] を押します。 

6. [ストップ/リセット]を押して待受画面に戻ります。 


4-26 
























■ 特殊なファクス出力 

両面印刷機能、受信画像縮小があります。 


面印刷 


受信した画像を用紙の両面にプリントできます。 

工場出荷時の初期値は< OFF >に設定されています。 

@ メモ 

両面印刷の対応用紙サイズは< A 4 >またはく LTR >です。両面印刷をお使い 
になる場合は、くヨウシサイズ〉をく A 4 >または< l_TR >に設定してくだ 
さい。（—用紙のサイズと種類を設定する： P .2-13) 

1. [初期設定/登録]を押します。 

2. [◄-] または [+►] を押して<フアクスセツテイ> 
を選択し、 [0 K ] を押します。 

3. [◄-] または [+ 卜]を押して<プリントセツテ 
イ>を選択し、 [0 K ] を押します。 

4. [◄-] または [+►] を押して<リヨウメンキロク> 
を選択し、 [0 K ] を押します。 

5. [◄-] または [+►] を押してく ON >を選択し、 
[0 K ] を押します。 

6■[ストップ/リセット]を押して待受画面に戻ります。 


L 受信画像の縮小 


原稿を数ページに分けて受信した場合、ページ下部 8 mm 以内に含ま 
れるデータは、読みやすいように次のページの先頭に重複してプリン 
卜されます。また、縮小してプリントしたり、用紙サイズからはみ出 
した部分を省略してプリントしたりすることもできます。 

工場出荷時の初期値は< ON >に設定されています。 

1. [初期設定/登録]を押します。 

2. [◄-] または [+►] を押して<フアクスセツテイ> 
を選択し、 [0 K ] を押します。 

3. [◄-] または [+►] を押して<プリントセツテ 
イ>を選択し、 [0 K ] を押します。 

4. [◄_] または [+►] を押して<ガゾウシュクショ 
ウ>を選択し、 [0 K ] を押します。 

5. [◄-] または[+ ►] を押して縮小の仕方を選択し、 
[0 K ] を押します。 

< ON > :受信した文書の長さに合わせて自動的に縮小してプリントし 
ます。 

< OFF > ：縮小しないでプリントします。 

<ガゾウショウリャク>:1ページに収まらない文書の末尾を最大 
24 mm まで省略します。収まらない部分が 24 mm を超える場合は、省 
略されないで次のページにプリントされます。 

6. [ストップ/リセット]を押して待受画面に戻ります。 
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送受信ジョブを中止する 

原稿の読み込み操作や送受信操作を 中止 します。 

1. [ファクス]を押します。 

2. [ストツプ/リセツト]を押します。 

3. くツウシンヲチュウシシマスカ？>と表示され 
たら、[4_]を押してく八イ>を選択します。 

ツウシンヲチュウシシマスカ了 
<八イ イイエ〉 

㊣ メモ 

• ADF に原稿が残っている場合は、取り除いてください。 



























メモリ内の送受信ジヨブを確認/操作する 


戻る 


前へ 


次へ 


[システムモニタ]を押して、送受信履歴を確認したり送信中または送 
信待機中のジョブを確認/削除できます。 

■ 送受信履歴を確認する 

1 . [システムモニタ]を押します。 

2. [◄-] または [+►] を押して<ツウシンリレキ> 
を選択し、 [0 K ] を押します。 

3. [◄-] または [+►] を押して送受信履歴を表示し 
ます。 

4■[ストツプ/リセット]を押して待受画面に戻ります。 


■ 送信中または送信待機中のジョブを確認/削 
除する 

1 . [システムモニタ]を押します。 

2. [◄-] または [+►] を押して<ツウシンジョウ 
キョウ>を選択し、 [0 K ] を押します。 

3. [◄-] または [+►] を押してメモリ内にある送受 
信ジョブを確認します。 

ジョブを削除する場合は、手順4に進んでください。削除しない場合は、 
[ストップ/リセット]を押して待受画面に戻ります。 

4. ジョブを削除する場合は、 [◄_] または [+►] を 
押して削除するジョブを選択し、 [0 K ] を押します。 

@ メモ 

<ドウホウ>の場合は、ジョブに設定されたすベての宛先への送信が 
キャンセルされます。 

5. [◄-] を押してく八イ>を選択します。 

削除操作を中止する場合は、 [+►] を押して<イイエ>を選択します。 

6. [ストップ/リセット]を押して待受画面に戻ります。 
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5 プリントとスキヤン 

コンピュータからプリントする .5-2 

プリント応用機能 .5-3 

ソートフリント .5-3 

2 in 1 .5-3 

両面プリント .5-4 

コンピュータからスキヤンする （ USB 接続のみ） .5-5 

スキヤンジョブの中止 .5-6 

コンピュータへのスキヤンジョブを中止する .5-6 

ジョブの確認と削除 .5-7 

フリント状況を確認/削除する .5-7 



































コンピュータからプリントする 


以下の手順で、コンピュータからプリントします。 

プリンタドライバがインストールされていることを確認してくださ 
い。確認方法は、スタートアップガイド「コンピュータでのソフトウェ 
ア設定」「ネットワーク接続 J または「コンピュータでのソフトウェア 
設定」 「 USB 接続」を参照してください。プリンタドライバの設定に 
ついては、 オンラインヘルプ を参照してください。 

@ メモ 

0 S やアプリケーションによっては、手順や画面に表示される項目が異なる場合 
があります。 

1. アプリケーションで開いている文書から、[ファイル] 
4 [印刷]をクリックします。 

2. プリンタアイコン （Canon MF 4200 

Series CARPS 2) を選択したあと、[詳細設定]ま 
たは[プロパティ]をクリックして、画面を開きます。 

3. 設定が終了したら、 [0 K ] をクリックします。 

4. [印刷]または [0 K ] をクリックします。 

























戻る 


前へ 


次へ 


プリント応用機能 


■ ソー トプリント 

プリントをページ順にそろえることができます。例えば、プリントし 
た3ページの原稿の束を1、2、3、1、2、3とページ順に排紙します。 

1. アプリケーションで開いている文書から、[ファイル] 
— [印刷]をクリックします。 

2. プリンタアイコン （Canon MF 4200 Series 
CARPS 2) を選択したあと、[詳細設定]または[プ 
ロパティ]をクリックして、画面を開きます。 

3. [仕上げ]タブをクリックします。 

4. [排紙方法]を選択し、[ソート]を押したあと、 [0 K ] 
をクリックします。 

5. [印刷]または [0 K ] をクリックします。 


■ 2 in 1 

2 in 1は、2枚の原稿を自動的に縮小して指定サイズにプリントしま 


原稿 




プリント 




@ 



@ 



@ 



@ 



@ 



1. アプリケーションで開いている文書から、[ファイル] 
-> [印刷]をクリックします。 

2. プリンタアイコン （Canon MF 4200 Series 
CARPS 2) を選択したあと、[詳細設定]または[プ 
ロパテイ]をクリックして、画面を開きます。 

3. [ページ設定]タブをクリックします。 

4. [ページレイアウト]の [2 ページ/枚]を選択し、 
[0 K ] をクリックします。 

5. [印刷]または [0 K ] をクリックします。 

0 メモ 

• [2 ページ/枚]の他に、 [4 ページ/枚]、 [6 ページ/枚]、 [8 ページ/枚]、 
[9 ページ/枚]、 [16 ページ/枚]の中から選択することができます。[ポ 
スター （2 x 2)]、[ポスター （3 x 3)]、[ポスター （4 x 4)]を選 
択すると、複数枚の原稿を貼り合わせたポスターを出力することがで 
きます。 

• 複数の原稿を指定のサイズに縮小する場合、プルダウンメニューの[配 
置順]でレイアウト内容を選択することもできます。 
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■ 両面プリント 

両面プリント機能を使って、片面の原稿から両面プリントをすること 
ができます。 

㉘ メモ 

両面プリントには以下の用紙を使用してください。 

• 用紙サイズ： A 4 およびレター 
• 用紙の重さ： 64〜 80 g / m ビ 


1. アプリケーションで開いている文書から、[ファイル] 
—[印刷]をクリックします。 

2. プリンタアイコン （Canon MF 4200 Series 
CARPS 2) を選択したあと、[詳細設定]または[プ 
ロパティ]をクリックして、画面を開きます。 

3. [仕上げ]タブをクリックします。 


プリント 


縦原稿 



0 


0 

短辺とじ 
(上） 



プリント 



プリント 



4. [印刷方法]の[両面印刷]を選択し、 [0 K ] をク 
リックします。 

5. [印刷]または [0 K ] をクリックします。 
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戻る 


コンピュータからスキヤンする （ USB 接続のみ) 


以下の手順で、 USB で接続されたコンピュータに原稿を読み込みます。 
スキヤナドライバがインストールされていることを確認してくださ 
い。確認方法は、スタートアップガイド「コンピュータでのソフトウェ 
ア設定」 「 USB 接続」を参照してください。 

スキヤナドライバの設定については、スキヤナドライバガイド（付属 
の CD - ROM に収録されています）を参照してください。 

1. 原稿をセットします。 

2. [スキヤン]を押します。 

3. MF Toolbox を起動し、マークを選択するボタン 
の上にドラッグして、スキヤン形式を設定します。 

選択したボタンの上にマークが表示されます。 

4. [スタート]を押します。 

























スキャンジョブの中止 

以下の手順で、進行中のジョブを中止します。 

■ コンピュータへのスキャンジョブを中止する 

1. [ストップ/リセット]を押します。 

2. コンピュータ画面上の [0 K ] をクリックします。 
























ジョブの確認と削除 


[システムモニタ]を押して、処理中のプリントジョブの状態を確認/ 
削除できます。 

@ メモ 

実行/メモリランプが点灯していることを確認してください。実行/メモリラ 
ンプが消灯している場合は、メモリに保存されているプリントジョブはすべて 
消えています。 

■ プリント状況を確認/削除する 

1. [システムモニタ]を押します。 

2. [◄-] または [+►] を押して<プリントジョウ 
キョウ>を選択し、 [0 K ] を押します。 

3. [◄-] または [+►] を押してメモリ内にあるプリ 
ント中のジョブを確認します。 

ジョブを削除する場合は、手順3に進んでください。削除しない場合は、 
[ストップ/リセット]を押して待受画面に戻ります。 

4. [◄-] または[+ ►] を押して削除するジョブを選 
択し、 [0 K ] を押します。 

5. [◄_] を押してく八イ>を選択します。 

削除操作を中止する場合は、 [+►] を押して<イイエ>を選択します。 

6■[ストップ/リセット]を押して待受画面に戻ります。 


〇 

戻る 
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6 ネツトワーク 


贿環境 .6-2 

コンピュータからプリントまたはファクス送信する. •• 6-2 

ネットワーク環境で使用するために必、要な作業 .6-3 

IP アドレス設定 .6-3 

インタフ: l _ スの設定 .6-4 

通信環境の設定 .6-5 

プリント/ファクス送信の設定 .6-7 

本製品の設定 .6-7 

コンピュータの設定 .6-8 

プリントサーバを設定する .6-10 

その他のネットワーク設定 .6-11 

TCP/IP 設定 .6-1 1 

起動時間の設定 .6-12 

ネットワーク設定の確認' .6-13 

本製品を管理する .6-14 

リモート UI を使って本製品を管理する .6-14 

NetSpot Device Installer を使って管理する .6-1 4 


6-1 









































動作環境 


本製品をネットワーク環境で使用する場合に必要なシステム環境を説明します。 

■ コンピュータからプリントまたはファクス送信する 

コンピュータからプリントまたはファクス送信するには、以下のシステム環境が必要です。 

• 対応している 0 S 

• Microsoft Windows 2000 Server 日本語版 

• Microsoft Windows 2000 Professional 日本語版 

• Microsoft Windows XP Professional 日本語版 

• Microsoft Windows XP Home Edition 日本語版 

• Microsoft Windows Server 2003日本語版 

• Microsoft Windows Vista 日本語版 
• 対応しているコンピュータ 

• Windows 機、旧 M PC 互換 機 
籲対応しているプロトコル 

• TCP/IP 

@ メモ 

Windows 2000をお使いのときは、 ServicePack 4 以降をインス!ルしてください。 

























戻る 


前へ 


次へ 


ネットワーク環境で使用するために必要な作業 


本製品をネットワーク環境で使用する場合に必要となる基本的なネッ 
トワーク設定について説明します。はじめに以下の作業/設定が済ん 
でいるか確認してください。 

•ネットワークケーブルの接続 

ネットワークケープルで本製品をネットワークに接続します。 

(—スタートアップガイド「コンピュータでのソフトウェア設定」 
「ネットワーク接続」） 

• TCP / IP の基本的な設定 

本製品とネットワーク上のコンピュータが通信できるように、本製 
品の IP アドレスなどを設定します。（—スタートアップガイド「コ 
ンピュータでのソフトウェア設定 j 「ネットワーク接続」） 

確認が済んだらこれから基本的なネットワーク設定を行います。設定 
が完了したら以下を参照の上、各機能を使用するために必要となる設 
定操作を行ってください。 

• コンピュータからプリントまたはファクス送信する 
(—プリント/ファクス送信の設定： P .6-7) 

@ メモ 

各種設定操作はネットワーク管理者が行うことをおすすめします。 


■ IP アドレス設定 

本製品は、 DHCP を使用して IP アドレスを自動で取得できるように初 
期設定されています。 

取得した IP アドレスを確認するには、スタートアップガイド「コンピュー 
夕でのソフトウェア設定」「ネットワーク接続」を参照してください。 
IP アドレスを自動で取得できない場合や、手動で設定する場合は、以 
下の手順で設定します。 

@ メモ 

DHCP で IP アドレスを取得できるように設定されている場合は、ネットワーク 
ケーブルを接続し、本製品の電源を入れるだけで自動的に IP アドレスを取得で 
きます。 

1. [初期設定/登録]を押します。 

2. [◄-] または [+►] を押して<システムカンリ 

セッテイ>を選択し、 [0 K ] を押します。 

3. [◄_] または [+►] を押して<ネットワークセッ 
テイ>を選択し、 [0 K ] を押します。 

4. [◄-] または[+ ►] を押してく TCP/IP セッテイ〉 
を選択し、 [0 K ] を押します。 

5. [◄_] または [+►] を押して< IP アドレスジド 
ウシュトク>を選択し、 [0 K ] を押します。 

6. [◄—] または [+►] を押してく OFF >を選択し、 
[0 K ] を押します。 

7. [◄—] または [+►] を押して< IP アドレス>を選 
択し、 [0 K ] を押します。 
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8. テンキーを使って IP アドレスを入力し、 [0 K ] を押 
します。 

例） 


I P アト # レス 

192.168 . 001 . 021 


9. [◄-] または [+►] を押して< TCP / IP セッテイ> 
を選択し、 [ OK ] を押します。 

10. [^-]または [+►] を押して<サブネットマス 
ク>を選択し、 [ OK ] を押します。 

11 ■テンキーを使ってサブネットマスクを入力し、 [ OK ] 
を押します。 

例） 


サフ0ネットマスク 

255.255 . 255 . 000 


12. [^-]または [+►] を押して< TCP / IP セツテイ> 
を選択し、 [ OK ] を押します。 

13. [^-]または [+►] を押してくゲートウェイアド 
レス>を選択し、 [ OK ] を押します。 

14 ■テンキーを使ってゲートウェイアドレスを入力し、 
[ OK ] を押します。 

例） 


ケ*一 トウェイアト'、レス 

192.168 . 001 . 254 


15 ■[ストツプ/リセツト]を押して待受画面に戻ります。 
16■主電源を入れなおします。 


■ インタフェースの設定 


ETHERNET ドライバ 


通信方法と ETHERNET 接続の種類を設定します。 

工場出荷時の初期値は <ジ ドウケンシュツ>に設定されています。 

1. [初期設定/登録]を押します。 

2. [◄-] または [+ 卜]を押して<システムカンリ 
セツテイ>を選択し、 [ OK ] を押します。 

システム管理暗証番号が設定されている場合は、テンキーを使って番号 
を入力したあと、 [ OK ] を押します。 

3. [◄-] または [+►] を押して<ネツトワークセツ 
テイ>を選択し、 [ OK ] を押します。 

4. [◄-] または [+►] を押してく ETHERNET ドラ 
イバ>を選択し、 [ OK ] を押します。 

5. [◄-] または [+►] を押して<ジドウケンシユ 
ツ>を選択し、 [ OK ] を押します。 

6. [◄-] または[+ ►] を押して検出方法を選択し、 
[ OK ] を押します。 

<ジドウ> :通信モード（半二重/全二重）および ETHERNET の種類 
(10 Base - T /100 Base - TX ) が白動的に検出されます。手順11に進ん 
でください。 

<シュドウ> :通信モードと ETHERNET の種類を手動で設定します。 

@ メモ 

電源を入れたままネツトワークケーブルを再接続する場合（別の 
ETHERNET 八ブにケーブルを接続しなおす場合など）、くジドウケン 
シュツ>を<ジドウ>に設定していても、自動検出機能は動作しません。 
(電源を切った状態でケーブルを接続してください。） 
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7. 手順 6 でくシュドウ〉を選択した場合は、 [◄—] ま 
たは [+►] を押して<ツウシンホウシキ>を選択 
し、 [0 K ] を押します。 

8. [◄-] または[+ ►] を押して通信方式を選択し、 
[0 K ] を押します。 

<ゼンニジュウ>:同時に送信/受信します。 

<八ンニジュウ>:交互に送信/受信します。 

9. [◄-] または [+►] を押してく ETHERNET ノシユ 
ルイ>を選択し、 [0 K ] を押します。 

10. [^-]または [+►] を押して ETHERNET の通信 
種類を選択し、 [0 K ] を押します。 

<100 BASE-TX > :100 Base-TX ネットヮーク接続を設定します。 
<10 BASE-T > :10巳 ase-T ネットワーク接続を設定します。 

11■[ストップ/リセット]を押して待受画面に戻ります。 
12■主電源を入れなおします。 


■ 通信環境の設定 

本製品とネットワーク上のコンピュータの通信環境を設定します。 


SNMP 


SNMP を使うと、本製品の状態の監視や、本製品の情報の入手が簡単 
にできます。工場出荷時の初期値は< ON >に設定されています。以 
下の2項目を設定できます。 

<コミュニティメイ>: 

SNMP の コミュニティ 名を設定します。 コミュニティ 名は2つまで設 
定できます。 

工場出荷時の初期値はくコミュニティメイ1>に< public >が設定さ 
れています。 

< SNMP カキコミカノウ> : 

ネツトワーク上のコンピュータから本製品にアクセスし、有効になっ 
ている設定を変更できます。各コミュニティに対して別々に設定でき 
ます。 

工場出荷時の初期値はく SNMP カキコミカノウ1>に<〇[\1> 
が、< SNMP カキコミカノウ2 >に< OFF >が設定されていま 
す 。 

1. [初期設定/登録]を押します。 

2. [◄-] または [+►] を押して<システムカンリ 
セツテイ〉を選択し、 [0 K ] を押します。 

システム管理暗証番号が設定されている場合は、テンキーを使って番号 
を入力したあと、 [0 K ] を押します。 

3. [◄_] または [+►] を押して<ネツトワークセツ 
テイ>を選択し、 [0 K ] を押します。 

4. [◄_] または [+►] を押してく SNMP セツテイ〉 
を選択し、 [0 K ] を押します。 
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5. く SNMP ヲシヨウ>と表示されていることを確認 
し、 [0 K ] を押します。 

6. [◄-] または [+►] を押して< ON >または 

< OFF >を選択し、 [0 K ] を押します。 

< ON > ：本製品の各項目を設定または確認する場合、 SNMP を使用す 
る ユーティリティで 情報を取得します。 

< OFF > ： SNMP ユーティリティを使用しません。手順19に進んでく 
ださい。 

❺メモ 

キヤノンのプリンタドライバを使用する場合は、< ON >を選択してく 
ださい。 

7. [◄-] または [+►] を押してく SNMP セツテイ〉 
を選択し、 [0 K ] を押します。 

8. くコミュニティメイ1 >と表示されていることを確 
認し、 [0 K ] を押します。 

9. テンキーを使って 「 public 」 以外のコミュニティ名 
を入力し、 [0 K ] を押します。 

10. [◄-] または [+►] を押してく SNMP セツテイ〉 
を選択し、 [ OK ] を押します。 

11■くコミュニティメイ2 >を設定する場合は、 [◄_] ま 
たは [+►] を押してくコミュニティメイ2 >を選 
択し、 [ OK ] を押します。 

くコミュニティメイ2 >を設定しない場合は、手順14に進んでください。 

12■テンキーを使ってコミュニティ名を入力し、 [ OK ] を 
押します。 

13. [◄-] または [+►] を押してく SNMP セツテイ〉 
を選択し、 [ OK ] を押します。 

14. [^-]または [+►] を押して< SNMP カキコミ 

カノウ1 >を選択し、 [ OK ] を押します。 


〇 〇 〇 

戻る 前へ 次へ 


15.[^-]または [+►] を押して< ON >を選択し、 
[ OK ] を押します。 

16■く SNMP カキコミカノウ2 > を設定する場合は、 
[◄_] または [+►] を押して< SNMP セツテイ> 
を選択し、 [ OK ] を押します。 

< SNMP カキコミカノウ2 >を設定しない場合は、手順19に進ん 
でください。 

17. [^-]または [+►] を押して< SNMP カキコミ 

カノウ2 >を選択し、 [ OK ] を押します。 

18. [^-]または [+►] を押して< ON >を選択し、 
[ OK ] を押します。 

19■[ストップ/リセット]を押して待受画面に戻ります。 
20■主電源を入れなおします。 
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戻る 


前へ 


次へ 


プリント/ファクス送信の設定 


プリントやファクス送信するために必要な本製品のネットワーク設定 
およびコンピュータの設定をします。 

プリントやファクス送信の設定の前に、以下を設定しておく必要があ 
ります。 

②メモ 

各種設定操作はネットワーク管理者が行うことをおすすめします。 

1. ネットワークケーブルを本製品に接続します。（->ス 
タートアップガイド 1 ■コンピュータでのソフトウェア 
設定」「ネットワーク接続」） 

ネットワークケーブルで本製品をネットワークに接続します。 

2. TCP / IP の基本的な設定をします。 （— IP アドレス設 
定： P .6-3 またはスタートアップガイド「コンピュー 
夕でのソフトウェア設定」「ネットワーク接続」） 

本製品とネットワーク上のコンピュータが通信できるように、本製品の 
IP アドレスなどを設定します。設定には以下を使用します。 

• 本製品の操作パネル（[初期設定/登録]) 

• NetSpot Device Installer (付属の CD - ROM に収録されているキヤ 
ノンユーテイリテイソフトウェア） 

3. 基本的なネットワークの設定をします。 

確認が済んだらこれから基本的なネットワーク設定を行います。設定に 
は以下を使用します。 

• 本製品の操作パネル 
• ウェブブラウザ（リモート UI ) 


■ 本製品の設定 

TCP / IP ネットワークを使用する場合のプリント方法を設定します。 
工場出荷時の初期値は、く LPD インサツ > と< RAW インサツ〉が 
< ON >に設定されています。 

1. [初期設定/登録]を押します。 

2. [◄-] または [+►] を押して<システムカンリ 
セッテイ〉を選択し、 [0 K ] を押します。 

システム管理暗証番号が設定されている場合は、テンキーを使って番号 
を入力したあと、[〇 K ] を押します。 

3. [◄_] または [+►] を押して<ネットワークセッ 
テイ>を選択し、 [0 K ] を押します。 

4. [◄-] または [+►] を押して< TCP/IP セッテイ> 
を選択し、 [0 K ] を押します。 

5. [◄-] または [+►] を押して< LPD インサツ>を 
選択し、 [0 K ] を押します。 

6. [◄-] または [+►] を押してく ON >またはく OFF > 
を選択し、 [0 K ] を押します。 

< ON > ：フリント用アプリケーシヨンに LPD を使用します。 

< OFF > ： LPD 印刷を使用しません。 

7. [◄-] または [+►] を押して< TCP/IP セッテイ> 
を選択し、 [0 K ] を押します。 

8. [◄_] または [+►] を押して< RAW インサツ>を 
選択し、 [0 K ] を押します。 


6-7 


























9. [◄-] または [+►] を押してく ON >またはく OFF > 
を選択し、 [0 K ] を押します。 

< ON > ：プリント用アプリケーションに RAW を使用します。 

< OFF > ： RAW 印刷を使用しません。手順10に進んでください。 

10■[ストップ/リセット]を押して待受画面に戻ります。 
11■主電源を入れなおします。 


■ コンピュータの設定 

• TCP / IP ネットワークに接続する 


本製品を使用するすべてのコンピュータに TCP / IP クライアントソフ 
トウェアがインストールされ、 TCP / IP ネットワークが利用可能な状態 
である必要があります。詳細については、オペレーティングシステム 
の取扱説明書を参照してください。 

•プリンタドライバのインス!^ールおよび接続先を設定する 

コンビュータからプリントするには、プリンタドライバをインストー 
ルし、接続先を設定する必要があります。インストール方法は、スター 
トアップガイド「コンピュータでのソフトウェア設定」「ネットワーク 
接続」を参照してください。接続先設定は、プリント用アプリケーショ 
ンによって異なります。以下の情報を基に、お使いになるプリント用 
アプリケーションを決定し、必要な手順を実行してください。 

LPD : TCP / IP で通常使用するアプリケーションです。 

Raw : Windows 2000 / XP/Server 2003 /Vista で使用するアプリ 
ケーションです。 LPD より高速でプリントできます。 

@ メモ 

手順中の画面や項目名は、 Windows XP のものです。 OS の種類によっては、 
項目名が異なることがあります。 



1. プリンタのプロパティ画面を開きます。 

• Windows Vista の場合は、 Windows のタスクバーの[スタート]— • 
[コントロールパネル] — [八ードウェアとサウンド] — [プリンタ] 
をクリックします。 

• Windows 2000の場合は、 Windows のタスクバーの[スタート]— • 
[設定]—[プリンタ]をクリックします。 

• Windows XP Professional/Server 2003の場合は、 Windows の 
タスクバーの[スタート] — [プリンタと FAX ] をクリックします。 

• Windows XP Home Edition の場合は、 Windows のタスクバーの 
[スタート]—[コントロールパネル] — [プリンタとその他の八ード 
ウェア] — [プリンタと FAX ] をクリックします。 

2. [Canon MF 4200 Series CARPS 2] または [Canon 

MF 4200 Series ( FAX )] を右クリックし、[プロパ 

ティ]を選択します。 

3. [ポート]タブをクリックして[ポート]のぺージを 

表示させます。 



4■[ポートの追加]をクリックして[プリンタポート] 
画面を開きます。 

5. [利用可能なポートの種類]から、 [Standard TCP / 
IP Port ] を選択し、[新しいポート]をクリックし 
ます。 

標準 TCP/IP プリンタポートの追加ウイザードが起動します。 
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6. [次へ]をクリックします。 

7. [プリンタ名または IP アドレス]で、本製品の IP アド 
レスかホスト名を入力し、[次へ]をクリックします。 



本製品に割り当てた IP アドレスを入力してから[次へ]をクリックする 
と、[標準 TCP / IP プリンタポートの追加ウィザードの完了]ウィンドウ 
が表示されます。 

8. [完了]をクリックします。 

ダイアログボックスに[ポート情報がさらに必要です。]と表示された場 
合は、画面の手順に従って再検出を行うか、[標準]をクリックします。 
プルダウンリストから [Canon Network Printing Device with P 9100] 
をクリックし、[次へ]をクリックします。 

9. [閉じる]をクリックして[プリンタポート]画面を 
閉じます。 


〇 〇 〇 

戻る 前へ 次へ 


10■プリンタのプロパティボックスで、[ポートの構成] 
をクリックします。[プロトコル]で [ LPR ] をク 
リックし、 [ LPR 設定]で[キュー名]にプリント 
キューを入力します。 

Raw 印刷をお使いになる場合は、[プロトコル]で [ Raw ] が選択され 
ていることを確認し、手順11に進んでください。 




@ メモ 

[キュー名]にプリントキューを設定できます。以下の3つのプリント 
キューが利用できます。 

LP :スプール設定のとおりにプリントします。通常はこの設定を選択し 
ます。 

SPOOL :スフール設定に関係なく、八ードディスク上のプリントジョブ 
をスプールしてからのみプリントします。 

DIRECT :スプール設定に関係なく、八ードディスク上のプリントジョブ 
をスプールしないでプリントします。 

11 .[ OK ] をクリックします。 

12■[閉じる]をクリックします。 
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■ プリント サーバを設定する 

ネットワーク上の Windows 2000 / XP/Server 2003 /Vista をプ 1 J 
ントサーバに設定することで、ネットワークプリンタを効率よく管理 
できるようになります。プリントサーバを設定すると、プリントジョ 
ブはプリントサーバによって管理されます。また、あらかじめプリン 
トサーバに代替ドライバをインストールしておくと、各パソコンはプ 
リンタドライバをネットワークからインストールできるようになりま 
す 。 

1. プリンタドライバのプロパティ画面を表示します。 

• Windows Vista の場合は、 Windows のタスクバーの[スタート] — 
[コントロールパネル] — [八ードウェアとサウンド] — [プリンタ] 
をクリックします。 

• Windows 2000の場合は、 Windows のタスクバーの[スタート]— • 
[設定]—[プリンタ]をクリックします。 

• Windows XP Professional/Server 2003の場合は、 Windows の 
タスクバーの[スタート]—[プリンタと FAX ] をクリックします。 

• Windows XP Home Edition の場合は、 Windows のタスクバーの 
[スタート]—[コントロールパネル] — [プリンタとその他の八ード 
ウェア] — [プリンタと FAX ] をクリックします。 

2. 本製品のプリンタドライバアイコンを右クリックし、 

[共有]を選択します。 

3 . Windows Vista の場合は、[共有オプションの変更] 

をクリックします。 

他の OS をお使いの場合は、手順4に進んでください。 

㉘メモ 

[ユーザーアカウント制御]ダイアログボックスが表示された場合は、 

[続行]をクリックしてください。 



4 . [このプリンタを共有する ] (Windows 2000の場合 
は[共有する])を選択して、任意の共有名を入力し 
ます。 

5 . 本商品を Windows 2000 / XP/Server 2003以外 
のパソコンと共有するときは、[追加ドライバ]をク 
リックします。 

選択した OS 用のプリンタドライバインス!-ールの画面が表示されます。 
プリンタドライバのファイルの場所を入力して、画面の指示に従ってく 
ださい。 

@ メモ 

他のパソコンにプリンタドライバをインストールするときは、[プリンタ 
の追加ウィザード]のプリンタの接続先を選択する画面で[ネットワー 
クプリンタ]を選択して、プリントサーバに設定したパソコンの共有プ 
リンタを選択してください。 

6. [ OK ] をクリックします。 

共有プリンタの設定が完了しました。 
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戻る 


前へ 


次へ 


その他のネットワーク設定 


お使いのネットワーク環境や用途に応じて必要となるネットワーク設 
定について説明します。 

@ メモ 

各種設定操作はネットワーク管理者が行うことをおすすめします。 

■ TCP/IP 設定 


HTTP 設定 


HTTP を使用するかどうかを設定します。 HTTP はウェブブラウザ（リ 
モート UI ) を使用する場合に必要です。 

工場出荷時の初期値は< ON >に設定されています。 

1. [初期設定/登録]を押します。 

2. [◄-] または [+►] を押して<システムカンリ 

セツテイ>を選択し、 [0 K ] を押します。 

システム管理暗証番号が設定されている場合は、テンキーを使って番号 
を入力したあと、 [0 K ] を押します。 

3 . [◄_] または [+►] を押して<ネツトワークセツ 
テイ>を選択し、 [0 K ] を押します。 

4 . [◄_] または [+►] を押してく TCP/IP セツテイ> 
を選択し、 [0 K ] を押します。 

5 . [◄_] または [+►] を押してく HTTP ヲシヨウ> 
を選択し、 [0 K ] を押します。 

6. [◄-] または [+►] を押して< ON >を選択し、 
[0 K ] を押します。 

7■[ストップ/リセット]を押して待受画面に戻ります。 


8. 主電源を入れなおします。 


ポート番号の設定 


お使いの環境に応じて各種プロトコルのポート番号を変更します。 

1. [初期設定/登録]を押します。 

2. [◄-] または [+►] を押して<システムカンリ 

セッテイ>を選択し、 [0 K ] を押します。 

システム管理暗証番号が設定されている場合は、テンキーを使って番号 
を入力したあと、 [0 K ] を押します。 

3 . [◄_] または [+►] を押して<ネットワークセッ 
テイ>を選択し、 [0 K ] を押します。 

4 . [◄-] または [+►] を押してく TCP/IP セッテイ〉 
を選択し、 [0 K ] を押します。 

5 . [◄—] または [+►] を押してくポートバンゴウ 
セッテイ>を選択し、 [0 K ] を押します。 

6. [◄-] または [+►] を押してポート番号を変更す 
るプロトコルを選択し、 [0 K ] を押します。 

7 . テンキーを使ってポート番号を入力し、 [0 K ] を押 
します。 

8. [ストップ/リセット]を押して待受画面に戻ります。 

9 . 主電源を入れなおします。 
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■ 起動時間の設定 

本製品をスイッチング八プなどに接続している場合は、ネットワーク 
の設定が正しくてもネットワークへの接続ができないことがありま 
す。これは、スイッチング八プ間でのスバニングツリー処理により、本 
製品をスイッチング八プに接続した直後は本製品とスイッチング八プ 
間の通信ができないためです。この場合は、本製品の通信開始を待機 
させる必要があります。 

工場出荷時の初期値は< 60ビヨウ>に設定されています。 

1. [初期設定/登録]を押します。 

2. [◄-] または [+►] を押して<システムカンリ 

セッテイ>を選択し、 [ OK ] を押します。 

システム管理暗証番号が設定されている場合は、テンキーを使って番号 
を入力したあと、 [ OK ] を押します。 

3 . [◄_] または [+►] を押して<ネットワークセッ 
テイ>を選択し、 [ OK ] を押します。 

4 . [◄-] または [+►] を押して<キドウジカンノ 
セッテイ>を選択し、 [ OK ] を押します。 

5 . [◄—] x [+►] 、 またはテンキーを使って本製品の 
ネットワーク部の起動時間 （0 秒〜300秒）を設定 
し、 [ OK ] を押します。 

6■[ストップ/リセット]を押して待受画面に戻ります。 
7 . 主電源を入れなおします。 


〇 

戻る 
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ネットワーク設定の確認 


ネットワークの設定内容 （ IP アドレス/サブネットマスク/ゲート 
ウェイアドレス）を確認できます。 

1. [初期設定/登録]を押します。 

2. [◄-] または [+►] を押して<システムカンリ 

セッテイ>を選択し、 [0 K ] を押します。 

システム管理暗証番号が設定されている場合は、テンキーを使って番号 
を入力したあと、 [0 K ] を押します。 

3 . [◄_] または [+►] を押して<ネットワークセッ 
テイ>を選択し、 [0 K ] を押します。 

4 . [◄_] または [+►] を押して< IP アドレスカク 
ニン>を選択し、 [0 K ] を押します。 

5 . [◄-] または [+►] を押して確認する設定項目を 
選択し、 [0 K ] を押します。 

6■[ストップ/リセット]を押して待受画面に戻ります。 


























戻る 


前へ 


次へ 


本製品を管理する 


以下のソフトウェアを使って、コンピュータから本製品の状態の確認 
や設定をすることができます。 

• リモート UI 

• Nets pot Device Installer (付属の CD - ROM に収録されているキ 
ヤノンユーテイリテイソフトウェア） 


リモート ui を使って本製品を管理する 

本製品にインス！ルされているリモート UI を使って、ウェブブラウ 
ザから本製品を管理できます。 

リモート UI の起動方法については、 

「リモート UI を使うには」（― P .7-3) を参照してください。 


NetSpot Device Installer を使って管理す 
る 

NetSpot Device Installer は、ネットワークに接続されているキヤノ 
ン製品の初期設定をするユーティリティソフトウェアです 。 NetSpot 
Device Installer は CD-ROM に収録されています 。 NetSpot Device 
Installer をインス!ルすることにより、キヤノン製品のネットワー 
クの初期設定を簡単にすばやく行うことができます。 

NetSpot Device Installer の使いかたについては 、 NetSport Device 
Installer のオンラインヘルプを参照してください。 
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動作環境 


リモート UI を使用するには、以下のシステムおよびネットワーク環境 
が必要です。 

•オペレーティングシステム 

• Microsoft Windows 2000 Professional 

• Microsoft Windows XP 

• Microsoft Windows Vista 
• ウェブブラウザ 

• Microsoft Internet Explorer 5.01 SP 4 以降 （Internet Explorer 
6.0 以降を推奨） 

























リモート UI を使うには 


リモート ui ソフトウェアを使って、ウェブブラウザからネットワーク 
に接続された本製品へのアクセスと管理ができます。 

• ネットワーク上のパソコンから本製品の状況を確認できます 
• パソコンから本製品の設定や操作ができます 


■ リモート UI を起動する 

@ メモ 

• リモート ui を起動する前に、くシステムカンリセッテイ>にあるくネット 
ワークセッテイ〉の< ip アドレスカク ニン〉 を選択し、本製品の ip アドレ 
スを確認します。 ip アドレスがわからない場合は、ネットワーク管理者にお問い 
合わせください。（—ネットワーク設定の確認： P .6-13) 

• リモート UI には、プロキシサーバ経由では接続できません。プロキシサーバ 
をお使いの環境では、ウェブブラウザでプロキシを使用しないアドレスに本 
製品の IP アドレスを設定してください。 

1. ウェブブラウザを起動します。 


3. ログオンするモードを選択します。 

[管理者モード]:[管理者モード]を選択し、システム管理暗証番号を入 
力します。システム管理暗証番号を設定していない場合は、入力する必 
要はありません。 

[ 一 般 ユーザモード]: [ —般 ユーザモード] を選択し、 ユーザ 名を入力し 
ます。 

システム管理暗証番号については、「システム管理暗証番号を設定す 
る」 （— P .8-2) を参照してください。 


2. アドレスバーに本製品の IP アドレスを入力し、キー 
ボードの [ Enter ] キーを押します。 

リモ_卜 UI 画面が表示されます。 
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本製品の現在の状態などを表示します。 
リモート UI のトップページに戻ります。 


リモート UI のオンラインヘルプを表示しま 
す。 

現在のプリントジョブなどの状態を表示し 
ます。 

表示中のページのトップに戻ります。 

本製品の設定リストなどを表示します。 

本製品に登録されている宛先表の各宛先 
(ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤルなど） 
を表示します。 
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戻る 


前へ 


次へ 


本製品の状態と情報を表示する 


リモート UI を使って、本製品の現在の状態、管理者、設置場所、各種 
設定などの情報を表示することができます。 

1. [デバイス]をクリックし、メニューから表示したい 
項目を選択します。 



[状態] 本製品の現在の状態とエラーメッセージ 

が表示されます。エラーの詳細を確認する 
には、[エラー情報]をクリックします。 


[情報] 管理者についての情報や設置場所などの、 

本製品に関する情報が表示されます。 

[装備] 現 g のシステム設定で使用可能な機能が 

表^!^されます。 

[ネツトワーク]利用できるネツトワークインタフェース 
とネツトワークプロトコルについての情 
報が表示されます。管理者モードでログオ 
ンした場合は、これらの設定を変更するこ 
ともできます。 


[カウンタ確認]今までにプリント、コピー、受信印刷ジヨ 
プで印刷された総排紙枚数が表示されま 
す。 


@ X モ 

ネットワーク設定の変更は、本製品の主電源スイッチを入れなおしたあ 
とに有効になります。設定を変更したあと、一度本製品の主電源を切り、 
10秒後に電源を入れなおしてください。 
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ジョブを管理する 


リモート UI から、プリントジョブを管理することができます。また、 
送受信の結果を表示することもできます。 


■ プリントジョブを管理する 

リモート UI から印刷中や待機中のプリントジョブを管理できます。 

@ メモ 

一般ユーザモードでログオンした場合、[初期設定/登録] 4 [システム管理] 
4 [編集]—[暗証番号の登録]で[一般ユーザによるジョブ操作を許可する] 
にチェックマークがついていないときは、印刷ジョブを削除できません。[一般 
ユーザによるジョブ操作を許可する]にチェックマークがついているときは、口 
グオンするときに入力したユーザ名と「ユーザ名」が一致するジョブのみ、削 
除することができます。 （4 システム管理の設定をする： P .7-12) 

1. [ジョブ]をクリックし、メニューから[印刷ジョブ] 
を選択します。 

印刷中や待機中のジョブの一覧が表示されます。 


'.J Si - • . 

.wt tmzAi c - . .j a 


■h 

X 

編! DM>gn MF4ZT0 [jj 


印期プ 

r シ、プ I 

還 Mst- メモ EnB)|4i leerl 

1>1 2007 12/31 133228 

(M] 


£1 










2■プリントジョブを削除する場合は、削除したいジョブ 
の[消去]をクリックします。 




M® «5W ftWEM® 卜*® 

OIR - _ - :; . «* OTUiVlJ <■* - . li 

X 

a — ® 

MM-f 

印 物 プ as ； 

ジ 3 プ 

iJ 1M 印 期 中 u~rt 1»1 2007 12/31 133226 1 l*S|J 

• ItStlsi 

T^l lilllllM 

a 



@ メモ 

削除したジョブは、元に戻せません。 
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通信履歴を表示する 

リモート UI を使って、送受信ジョブの通信履歴を表示できます。通信 
履歴には最新の送受信ジョブが60件まで表示されます。 

1. [ジョブ]をクリックし、メニューから[通信ジョブ] 
を選択します。 

[通信ジョブ]が表示され、通信済みの送受信ジョブの情報を確認できま 
す0 



〇 

戻る 
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宛先表を表示/操作する 


リモート UI から、宛先表の各宛先の追加や編集をすることができます。 


• 登録済みの宛先を表示/編集するには： 


@ メモ 

• [ワンタッチダイヤル]と[短縮ダイヤル]は、本製品のパネルからも設定で 
きます。詳細については、「各種機能を登録/設定する」 （— P .11-3) を参照 
してください。 

• 管理者モードでログオンした場合のみ、設定を変更できます。 


[アドレス]をクリックし、メニューから[ワンタッ 
チダイヤル]または[短縮ダイヤル]を選択します。 





フ7*ス 
フ T クス 
フ •rt? ス 


01234567** 
12345678♦申 
23436789** 
34587880** 


現在の宛先を表示するには、番号または名称をクリックします。 



登録内容を編集するには、[編集]をクリックします。 


■aiaia 


77-U® SS© S*(U) li«EW» "尸ル® ヘルプ® 

〇 » - 〇 - a a ft p«* ★iiai'.o e | 



a 信の漏：フ?クス 

名称： トウ ta ウ 

ファクス番 e : 01234567** 












































































[編集]をクリックします。 



ファクス番号を登録するには、プルダウンリストから[ファクス]を選 
択し、必要な項目を設定して、 [0 K ] をクリックします。 
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グループダイヤルを登録するには、プルダウンリストから[グループ]を 
選択し、[選択]をクリックします。 



[グループ名]に名称を入力して、[宛先表]をクリックします。 




プルダウンリストから[ワンタッチダイヤル]または[短縮ダイヤル]を 
選択し、グループに登録する番号のチェックボックスを選択して[〇 K ] 
をクリックします。 



[メンバーリスト]に登録した宛先が表示されていることを確認し、 [0 K ] 
をクリックします。 


ialila 


X 


II 新規宛先の登録 .. 


1 uo フルーノ 

| グルーブ名 



| JO パ-リスト 

1 

01. 

02 it ン] >[>5 ス] 

03. 作【フ7*ス] 
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システム管理の設定をする 


■ システム管理情報の設定をする 


2. 必要な項目を設定し、 [0 K ] をクリックします。 


リモート ui から、本製品のシステムを管理する情報を設定できます。 

㉘ メモ 

[システム管理]は、本製品の操作パネルからも設定できます。詳細については、 
「各種機能を登録/設定する」 （— P .11-3) を参照してください。 

1. [初期設定/登録]をクリックし、メニューから[シ 
ステム管理]をクリックして、[編集]をクリックし 
ます。 






































































• 宛先の制限を設定するには： 



必要な項目を設定して、 [0 K ] をクリックします。 




• システム管理暗証番号を設定するには： 

[暗証番号の登録]をクリックします。 



必要な項目を設定して、 [0 K ] をクリックします。 
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暗証番号を設定する： 


システム管理暗証番 

口 . 

万- 


確認入力： 


システム管理暗証番号を設定するに 
は、このチェックボックスを選択し 
ます。 

数字（最大7桁）を入力します。 


暗証番号を再度入力します。もし入 
力した数字が[システム管理暗証番 
号]に入力した数字と違っている場 
合、エラーのダイアログボックスが 
表71^されます0 


一般ユーザによる本製品が一般ユーザモードのとき、 


ジョブ操作を許可す 
る： 


ログインしたユーザ名の印刷ジョブ 
の削除を許可するには、このチエッ 
クボックスを選択します。 


〇 

戻る 
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戻る 


前へ 


次へ 


宛先表の情報をファイルに保存する/ファイルから読み込む 


リモート UI を使って、本製品に登録されている宛先表の情報をバソコ 
ンのファイルに保存したり、ファイルから読み込んで本製品に登録し 
たりすることができます。インポート/エクスポートはデータの交換 
を目的としたもので、リモート UI のみの機能です。 

注意 

インポート/エクスポートは動作が完了するまでに数分かかることがありま 
す。動作が完了するまで、本製品の主電源を切らないでください。本製品が故 
障する恐れがあります。 

@ メモ 

• 本製品がスリープモードの場合は、インポートする前に操作パネルの[節電] 
を押し、スリープモードを解除してください。 

• エクスポートの動作中は、動作が完了するまで、画面は変わりません。砂時 
計やポインタが動作中を示している間は、画面上のボタンをクリックしない 
でください。 

• [インポート/エクスポート]は、管理者モードでログオンした場合のみ表示 
されます。 


■ 宛先表をファイルに保存する（エクスポート） 

宛先表の情報をファイルとしてパソコンに保存できます。 

1. [初期設定/登録]をクリックし、メニューから[イ 
ンポート/ェクスポート]をクリックします。 
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戻る 


前へ 


次へ 


2. [エクスポート開始]をクリックします。 


BS® *SCi> ヘルプ M 

OSi - 〇 a ■) Iff ,'S* か 》SI：Afl e 



臟 sa / 雖 I 


3. 画面の指示に従って、ファイルの保存場所を指定しま 
す。 

指定した場所に宛先表が保存されます。 


宛先表をファイルから読み込む（インポート） 

パソコンに保存したファイルから、宛先表の情報を本製品に読み込む 
ことができます。 

@ メモ 

• 新しいファイルの内容を登録すると、現在登録されている宛先に新しい宛先 
表が上書きされます。 

• 宛先表には最大108件の宛先を登録できます。宛先はそれぞれの情報が1件 
として扱われます。 

1. [初期設定/登録]をクリックし、メニューから[イ 
ンポート/エクスポート]をクリックします。 
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2. [インポート]をクリックします。 


フ ?«£) SS® SSOO ツ -«D "JWM 

〇 B5 - 〇 a a 6 <〇«* *»w： 入り e — i ■ - y a 










宛先表®デ- 5® インポ-卜する EH. [インポ-卜_讨5!ンをりリ〇*します。 

宛? ES ®?-96 エりスボ-卜す 5 EB 、 [ I りスポ-卜開始 W 5> SM » J りし*1 


3. [参照]をクリックしてインポートするファイルを選 
択し、 [ OK ] をクリックします。 


■aiiaid 


X 








[参照® 'W 力してイ斗したい想してくだ So。 
[〇|^3リ的す！！と .M 在^されてい5宛こ新しい宛先£上君きします • 
上舌き SI15 宛先 g 獅してぃ紋つ 1 ?!®®!)宛先 fc±SS され执 

【3ホル 9 A ® パス： 


@ メモ 

他のジョブを実行中は、インポートを行わないでください。 


〇 

戻る 
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デバイスの仕様設定をする 


リモート UI から、デバイスの仕様を設定することができます。 


2. 各項目を設定したあと、 [0 K ] をクリックします。 


@ メモ 

[仕様設定]は、本製品の操作パネルからも設定できます。詳細については、「各 
種機能を登録/設定する j (—P.11-3) を参照してください。 


1. [初期設定/登録]をクリックし、メニューから[仕 
様設定]をクリックして、設定する項目をクリックし 
ます。 




共通仕様設定画面 



























































8 システム管理設定 

システム管理暗証番号を設定する .8-2 

宛先操作/送信機能を制限する .8-3 

送信前にファクス番号を再度確認する .8-3 

リダイヤノレ機能を制限する .8-3 




























戻る 
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システム管理暗証番号を設定する 


本製品のシステム管理暗証番号を設定します。システム管理暗証番号 
を設定すると、番号を入力した場合のみ<システムカンリセツテ 
イ>メニューを操作することができます。 

1. [初期設定/登録]を押します。 

2. [◄-] または [+►] を押して<システムカンリ 
セツテイ>を選択し、 [0 K ] を押します。 

システム管理暗証番号が設定されている場合は、テンキーを使って番号 
を入力したあと、[〇 K ] を押します。 


3. [◄-] または [+►] を押して<システムカンリシャ 
セツテイ>を選択し、 [0 K ] を押します。 

4. [◄-] または [+►] を押して<カン 1 J アンシヨ 
ウバンゴウ〉を選択し、 [0 K ] を押します。 

5. テンキーを使ってシステム管理暗証番号を入力し、 
[0 K ] を押します。 

@ メモ 

入力内容を消去する場合は、[クリア]を押してください。入力内容をす 
ベて消去できます。 


6. [ストップ/リセット]を押して待受画面に戻ります。 
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戻る 


前へ 


次へ 


宛先操作/送信機能を制限する 


宛先に関する操作や送信時に使える機能を制限します。設定できる内 
容は以下のとおりです。 

• 送信前にファクス番号を再度確認する 
• リダイヤル機能を制限する 


■ 送信前にファクス番号を再度確認する 

ファクス送信の宛先指定時に、ファクス番号の再入力画面を表示させ 
るかどうかの設定をします。ファクス番号を2度入力することで、指 
定した宛先に誤りがないことを再度確認してから原稿を送信すること 
ができます。ファクス番号の再入力画面はテンキーを使って宛先を指 
定した場合に表示されます。 

工場出荷時の初期値は< OFF >に設定されています。 

1. [初期設定/登録]を押します。 

2. [◄-] または [+►] を押して<システムカンリ 
セツテイ>を選択し、 [0 K ] を押します。 

システム管理暗証番号が設定されている場合は、テンキーを使って番号 
を入力したあと、 [0 K ] を押します。 

3. [◄-] または [+►] を押して<ソウシンキノウノ 
セイゲン>を選択し、 [0 K ] を押します。 

4. [◄-] または [+►] を押して<ファクス N 0■カク 
ニンニユウリヨク>を選択し、 [0 K ] を押します。 

5. [◄-] または [+►] を押して< 0 N >または 

< OFF >を選択し、 [0 K ] を押します。 

< OFF > :ファクス番号の再入力画面は表示されません。 

< ON > ：ファクス番号の再入力画面が表示されます。 

6■[ストップ/リセット]を押して待受画面に戻ります。 


■ リダイヤル機能を制限する 

リダイヤル機能の使用を許可するかどうかの設定をします。制限機能 
を有効にすると、以前に指定した宛先を[リダイヤル/ポーズ]を押 
して呼ぶ出すことができなくなります。 

工場出荷時の初期値は< OFF >に設定されています。 

1. [初期設定/登録]を押します。 

2. [◄-] または [+►] を押して<システムカンリ 
セツテイ>を選択し、 [0 K ] を押します。 

システム管理暗証番号が設定されている場合は、テンキーを使って番号 
を入力したあと、 [0 K ] を押します。 

3. [◄-] または [+►] を押して<ソウシンキノウノ 
セイゲン>を選択し、 [0 K ] を押します。 

4. [◄_] または [+►] を押してくリダイヤルノセ 
イゲン>を選択し、 [0 K ] を押します。 

5. [◄-] または [+ 卜]を押して< ON >または 
< OFF >を選択し、 [0 K ] を押します。 

6. [ストップ/リセット]を押して待受画面に戻ります。 
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9 日常のメンテナンス 


日常のお手入れ .9-2 

本体のお手入れ .9-2 

内部のお^-入れ . 9-乙 

定着器のお手入れ .9-5 

読み取りエリアのお手入れ .9-6 

トナーカートリツジの交換時期 .9-8 

h ナ _ を均一にならす .9-8 

トナ_力_トリツジを交換する .9-11 

本製品を移動するとき .9-15 


9-1 


































戻る 


前へ 


次へ 


日常のお手入れ 


本製品のお手入れをする前に、以下を確認してください。 

• メモリにジョブが蓄積されていないことを確認してから、主電源ス 
イッチを切り、電源コードを抜いてください。 

• 本製品に傷が付かないよう、柔らかい布をお使いください。 

-ティッシュべーパー、紙タオルなどは使わないでください。内部の 
部品に付着したり、静電気発生の原因になったりすることがありま 
す。 

▲ 注意 

シンナーやベンジン、アセトンなどの溶剤、およびその他の化学クリーナーは 
絶対に使わないでください。本体内部の部品を損傷する恐れがあります。 


■ 本体のお手入れ 

1. 主電源スイッチを切り、電源コードを抜きます。 

2. 水または薄めた中性洗剤を含ませてかたく絞った布 
で、本体の表面を拭きます。 

3. 乾いてから電源コードを接続し、主電源スイッチを入 
れます。 


■ 内部のお手入れ 

プリントエリアを定期的に清掃し、トナーの粉や紙ぼこりがたまらな 
いよラにしてください。 

1. 主電源スイッチを切り、電源コードを抜きます。 

2. 操作パネル部の両端を両手で持ちます。 



3. 操作パネル部 （ A ) をロックされるまで両手で持ち上 
げます。（かちりという音がします。） 
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6. トナーカートリッジを取り出します。 



▲ 注意 

• 「注意高温」の表示がある部分とローラ部は高温になっています。内部 
を点検するときは、触れないように注意してください。やけどの原因 
になることがあります。 

• トナーカートリッジを光に当てないよう、保護袋に入れるか厚手の布 
で包んでください。 

• トナーカートリッジのドラム保護シャッター （A) を開けないでくださ 
い。ドラムの表面に光が当たったり傷が付いたりすると、印字の質が 
低下することがあります。 



@ メモ 

トナーカートリッジを取り扱うときは、必ず取っ手を持ってください。 


卜 


卜索引 
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戻る 


前へ 


次へ 


7. 清潔で柔らかい、乾いた、糸くずの出ない布で、内部 
からトナーの粉や紙ぼこりを取り除きます。 

注意 

• 定着器 （ A) は使用中に熱くなります。触らないように注意してくださ 
い0 

• 本製品を損傷することがありますので、搬送口ーラ （B) に触らないで 
ください。 



• 手や衣類にトナーが付着した場合は、冷水で洗ってください。温水を 
使うとトナーが定着し、落ちなくなります。 

8. トナーカートリッジの取っ手を持ちます。 

矢印 （A) を本体に向けてください。 



9. トナーカートリツジの右端の突起 （ A ) を本体内部の 
ガイド （ B ) の下側に合わせ、ガイドに沿って収めま 
す。 



10. トナーカートリツジが完全に本体に収まるまで手で 
押し込みます。 
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11. トナーカバーの右手前にあるつまみ （ A ) を持ちます。 





13■操作パネル部を下げます。 



^注意 

• 指をはさまないよう注意してください。 

• トナーカバーが閉まらない場合は、無理に閉めないでください。トナー 
カバーを開けて、トナーカートリッジが正しくセットされているかを 
確認してください。 

14■電源コードを接続し、主電源スイッチを入れます。 

■ 定着器のお手入れ 

プリントされた用紙に黒いスジが現れる場合は、定着器が汚れている 
可能性があります。このような場合は、以下の手順で定着器をクリー 
ニン グしてください。トナーカートリッジを交換したときにもクリー 
ニン グしてください。 A 4 の白紙を手差しトレイにセットし、クリ ーニ 
ングを開始します。 

@ メモ 

クリーニングには約130秒かかります。 

1. [初期設定/登録]を押します。 

2. [◄-] または [+►] を押して<チョウセイ/ク 
リーニング>を選択し、 [ OK ] を押します。 
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3. A 4 の白紙を 1 枚、手差しトレイにセツトします。 



4. [◄-] または [+►] を押して<テイチヤクキノ 
クリーニング>を選択し、 [0 K ] を押します。 

ク リーニン グが開始されます。 

@ メモ 

• クリーニング用の用紙は普通紙を使用してください。 

• クリーニングに使用した用紙は、クリーニング終了後、廃棄してくだ 
さしヽ〇 


■ 読み取りエリアのお手入れ 

コピーや送信ファクスの品質を保つため、読み取りエリアを清掃して 
ください。 

原稿台ガラス 


1. 原稿台ガラスカバーを開きます。 



〇 〇 〇 

戻る 前へ 次へ 


2. 水を含ませてかたく絞った布で、原稿台ガラスと原稿 
台ガラスカバーの下面を拭きます。次に、乾いた柔ら 
かい布で拭きます。 



水分を含ませすぎた布で拭くと、原稿が破れたり、本製品を損傷したり 
する可能性があります。布はかたく絞ってください。 

3. 原稿台ガラスカバーを閉じます。 



指をはさまないよう注意してくださし、。 
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| ADF 


ADF を使ってコピーすると、黒いスジが出る場合があります。これは、 
ADF の読み取り部分に付着したのり、インク、修正液などが原因です。 
柔らかく清潔な布で、読み取り部分を拭いてください。 

1. 主電源スイッチを切り、電源コードを抜きます。 

2. ADF を開きます。 



3. 水を含ませた布で、 ADF 内部のローラ （ A ) を拭きま 
す。次に、乾いた柔らかい布で拭きます。 




4. ADF を閉じます。 



A 注意 

指をはさまないよう注意してください。 

5. 電源コードを接続し、主電源スイッチを入れます。 


@ メモ 

水分を含ませすぎた布で拭くと、原稿が破れたり、本製品を損傷したり 
する可能性があります。布はかたく絞ってください。 


[目次 


卜索引 
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戻る 


前へ 


次へ 


トナ 力 トリツジの交換時期 


トナーが残り少なくなってくると、ディスプレイに<トナーショウ（ケ 
イゾクプリントカ）/トナージュンビ>と表示されます。この場合は、 
トナーを均一にならしてください。トナーがなくなった場合にすぐに交 
換できるように、新しいトナーカートリッジを用意しておくことをおす 
すめします。 

<トナーガナクナリマシタ/トナーヲコウカンシテクダサイ>と 
表示された場合には、トナーを均一にならしてください。メッセージが 
引き続き表示された場合は、新しいトナーカートリッジに交換してくだ 
さい。コピー中およびプリント中にこのメッセージが表示されると、実 
行中のコピーまたはプリントは継続して印刷されます。ファクス受信中 
にこのメッセージが表示されると、受信したファクスはプリントされず 
にメモリに保存されます。 

交換用のトナーカートリッジが手元にはなく、取り急ぎトナーカート 
リッジを交換しないで、受信したデータやレポートをプリントしたい場 
合は、<フアクスセツテイ>の<プリントセツテイ>で<インジケイ 
ゾク>を< ON >に設定してください。工場出荷時の初期値はく OFF 
>に設定されています。トナー交換後は<インジケイゾク>を< OFF > 
に戻しておくことをおすすめします。（—メニューの設定内容： P . 11 -4) 

▲ 注意 

• <インジケイゾク >を< ON >に設定した場合、途中で印字が薄くなったり、 
かすれて読み取りができなかったりすることがあります。しかしメモリ内の 
受信データはフリントと同時に消えるため、再度、プリントすることができ 
ません。 

• 「注意高温」の表示がある部分と口ーラ部は高温になっています。内部を点検 
するときは、触れないように注意してください。やけどの原因になることが 
あります。 

@ メモ 

[トナー残量]を押し、トナーカートリッジが寿命の場合も、トナーカートリッ 
ジを交換してください。（―トナー残量の確認： P .1-13) 


■ トナーを均一にならす 

1. 操作パネル部の両端を両手で持ちます。 



2. 操作パネル部 （ A ) をロックされるまで両手で持ち上 
げます。（かちりという音がします。） 
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3. トナーカバーの右手前にあるつまみ （ A ) を持ちます。 


5. トナーカートリッジを取り出します。 
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トナーカートリッジの取っ手 （ A ) を持ちます。 



▲ 注意 

トナーカートリツジのドラム保護シャツタ ー（ A ) を開けないでください。 
ドラムの表面に光が当たったり傷が付いたりした場合、印字の質が低 
下することがあります。 



㉘ メモ 

トナーカートリッジを取り扱うときは、必ず取っ手を持ってください。 


8. トナーカートリツジの右端の突起 （ A ) を本体内部の 
ガイド （ B ) の下側に合わせ、ガイドに沿って収めま 
す。 



9. トナーカートリツジが完全に本体に収まるまで手で 
押し込みます。 



10. トナーカバーの右手前にあるつまみ （ A ) を持ちます。 
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11 .トナーカバーを 閉じます。 



12■操作パネル部を下げます。 



A 注意 

• 指をはさまないよう注意してください。 

• トナーカバーが閉まらない場合は、無理に閉めないでください。トナー 
カバーを開けて、トナーカートリツジが正しくセツトされているかを 
確認してください。 


〇 〇 〇 

戻る 前へ 次へ 

■ トナーカートリッジを交換する 

1. 操作パネル部の両端を両手で持ちます。 



2. 操作パネル部 （ A ) をロックされるまで両手で持ち上 
げます。 



3. トナーカバーの右手前にあるつまみ （ A ) を持ちます。 
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4. トナーカバーを開けます0 @ メモ 

保護袋は保存しておいてください。後で本製品からトナーカートリッジ 
を取り外す際に必要となります。 

A 注意 

トナーカートリッジのドラム保護シャッター （ A ) を開けないでくださ 
い。ドラムの表面に光が当たったり傷が付いたりした場合、印字の質が 
低下することがあります。 


5. トナーカートリッジを取り出します。 


7. トナーカートリッジをゆっくりと数回振り、トナーを 
均一にならします。 


6. 保護袋から新しいトナーカートリッジを取り出しま 
す0 
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8. トナーカートリッジを平らな場所におき、片手で卜 
ナーカートリツジを押さえながら、シーリングテープ 
を完全に引き抜きます。 



@ メモ 

シーリングテープはまっすぐに引き抜いてください。 

ム 注意 



引き抜いたシーリングテープには、トナーが付着していることがあり 
ます。手や衣服を汚さないように注意してください。 

手や衣類にトナーが付着した場合は、冷水で洗ってください。温水を 
使うと、トナーが定着し、落ちなくなります。 



9. トナーカートリッジの取っ手 （ A ) を持ちます。 



▲ 注意 

トナーカートリッジのドラム保護シャッター （ A ) を開けないでくださ 
い。ドラムの表面に光が当たったり傷が付いたりした場合、印字の質が 
低下することがあります。 



㊣ メモ 

トナーカートリッジを取り扱うときは、必ず取っ手を持ってください。 


卜 


卜索引 
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10. トナーカートリツジの右端の突起 （ A ) を本体内部の 
ガイド （ B ) の下側に合わせ、ガイドに沿って収めま 
す0 



11■トナーカートリツジが完全に本体に収まるまで手で 
押し込みます。 



12. トナーカバーの右手前にあるつまみ （ A ) を持ちます。 



1 G ■トナーカバーを閉じます。 



14■操作パネル部を下げます。 



指をはさまないよう注意してください。 

トナーカバーが閉まらない場合は、無理に閉めないでください。トナー 
カバーを開けて、トナーカートリッジが正しくセツトされているかを 
確認してください。 
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戻る 


前へ 


次へ 


本製品を移動するとき 

本製品を長距離移動する場合などは、振動による損傷を防ぐため、以 
下の手順に従ってください。 

1. 主電源スイッチを切ります。 

2. 電源コード、およびすベてのケーブルを本製品の背面 
から外します。 

3. 排紙補助トレイを使用している場合は、排紙ストッ 
バーを折りたたみ、排紙補助トレイを本体内部に押し 
込みます。 



4. 操作パネル部の両端を両手で持ちます。 



5. 操作パネル部 （ A ) をロックされるまで両手で持ち上 
げます。（かちりという音がします。） 



6. トナーカバーの右手前にあるつまみ （ A ) を持ちます。 
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▲ 注意 

• トナーカートリッジを光に当てないよう、保護袋に入れるか厚手の布 
で包んでください。 

• トナーカートリッジのドラム保護シャッター （ A ) を開けないでくださ 
い。ドラムの表面に光が当たったり傷が付いたりした場合、印字の質 
が低下することがあります。 



㉘ メモ 

トナーカートリッジを取り扱うときは、必ず取っ手を持ってください。 

9. トナーカバーの右手前にあるつまみ （ A ) を持ちます。 
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10 ■トナーカバーを閉じます。 



11■操作パネル部を下げます。 



指をはさまないよう注意してください。 


〇 〇 〇 

戻る 前へ 次へ 

12■用紙カバーを用紙カセツトから取り外します。 



13■用紙カセツトの前面部を開きます。 



14■用紙カセツトから用紙を取り出します。 
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戻る 


前へ 


次へ 


15.用紙カセットの前面部を持ち上げ、手前に引いて取り 
外します。 


16■原稿給紙トレイを取り外します。 


17. すべてのカバーが閉じていることを確認します。 


18■左右にある取っ手を使って、本製品を持ち上げます。 



付属品を持って本製品を持ち上げないでください。本製品を落とすと、 
けがをする恐れがあります。 

腰が悪い方は、持ち上げる前に本製品の重さを確認してください。 

(—操作ガイド（基本編）「第13章付録」「主な仕様」） 




llglal I 
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10 困ったときには 
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コピーのトラブル .10-29 

プリントのトラブル .10-31 

電話のトラブル .10-34 

ネットワークのトラブル .10-35 

電力供糸合が止まったら . 1 0-36 

トラブルが解決しない場合 .10-37 
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戻る 


前へ 


次へ 


用紙がつまったときには 


デイスプレイに<ゲンコウヲテンケンシテクダサイ>、<ヨウシ 

ガツマリマシタ>、または<ヨウシガツマリマシタ/ウシロカ 

バーヲアケテクダサイ > と表示された場合は、 ADF か本体内部で紙 

づまりが起きています。つまった原稿や用紙を取り除いてください。用 

紙カセツトや手差しトレイにも用紙がつまっていたら、それも取り除 

いてください。 

紙づまりが繰り返し起こる場合は、以下を確認してください。 

• 本製品に用紙をセットする前に、平らな場所でそろえてください。 

• お使いの用紙が本製品に適しているか、確認してください。 

(—使用可能な用紙： P.2-6) 

• つまった用紙の切れ端が本体内部に残っていないか、確認してくだ 
さい。 

A 注意 

• つまった原稿や用紙を取り除くときは、原稿や用紙の端で手を切らないよう 
注意してください。 

• つまった用紙を取り除くときや、本体内部を点検するときは、ネックレス、 
ブレスしットなどの金属製品が本体内部の部品と接触しないようにしてくだ 
さい。やけどや感電の恐れがあります。 

• 用紙が破れた場合は、切れ端がつまらないように、すべて取り除いてくださ 
い。 

• 手や衣類にトナーが付着した場合は、冷水で洗ってください。温水で洗うと 
トナーが定着し、落ちなくなります。 

• つまった原稿や用紙を本体から無理に取り除かないでください。問題が解決 
できない場合は、お近くのキヤノン販売店またはキヤノンお客様相談セン 
夕一にご連絡ください。 


■ ADF につまった原稿を取り除く 

ディスプレイに<ゲンコウヲテンケンシテクダサイ>と表示され 
た場合は、 ADF からつまった原稿を取り除いてください。 

1. ADF を開きます。 



2. つまった原稿の両端を持って、 ADF から静かに取り 
除きます。 



@ メモ 

原稿を強く引っ張らないでください。原稿が破れることがあります。 


10-3 

































戻る 


前へ 


次へ 


3. つまった原稿の両端を持って、排紙トレイから静かに 
取り除きます。 




指をはさまないよう注意してください。 


5. 原稿台ガラスカバーを開き、つまった原稿を取り除き 
ます。 



6. 原稿台ガラスカバーを閉じます。 



指をはさまないよう注意してください。 


■ 本体内部につまった用紙を取り除く 

ディスプレイに<ヨウシガツマリマシタ>またはくヨウシガツマ 
リマシタ/ウシロカバーヲアケテクダサイ>と表示された場合は、 
本体内部からつまった用紙を取り除いてください。用紙カセットや手 
差しトレイにも用紙がつまっていたら、それも取り除きます。 

1. 操作パネル部の両端を両手で持ちます。 
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2. 操作パネル部 （ A ) をロックされるまで両手で持ち上 
げます。（かちりという音がします。） 



3. トナーカバーの右手前にあるつまみ （ A ) を持ちます。 



4. トナーカバーを開けます。 




5. トナーカートリッジを取り出します。 



▲ 注意 

• 「注意高温」の表示がある部分とローラ部は高温になっています。内部 
を点検するときは、触れないように注意してください。やけどの原因 
になることがあります。 

• 本体内部に触れる際は、時計、ブレスレット、指輪などを外しておい 
てください。内部の部品と接触して、損傷する場合があります。 

• トナーカートリッジを光に当てないよう、保護袋に入れるか厚手の布 
で包んでください。 

• トナーカートリッジのドラム保護シャッター （ A ) を開けないでくださ 
い。ドラムの表面に光が当たったり傷が付いたりした場合、印字の質 
が低下することがあります。 



卜欠 


卜索引 
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@ メモ 

トナーカートリッジを取り扱うときは、必ず取っ手を持ってください。 



^注意 

• 定着器 （ A ) は使用中に熱くなります。触らないように注意してくださ 
い0 

• 本製品を損傷することがありますので、搬送口ーラ （ B ) に触らないで 
ください。 

6. つまった用紙の両端を持って、静かに引き出します。 




7. 定着器と搬送ローラの間につまった用紙を、先端が見 
えるまで静かに引き出します。 



A 注意 

• 定着器 （ A ) は使用中に熱くなります。触らないように注意してくださ 
い0 

• 本製品を損傷することがありますので、搬送口ーラ （ B ) に触らないで 
ください。 

8. つまった用紙をゆつくりと引き出します。 



卜 


卜索引 
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9. トナーカートリッジの取っ手 （ A ) を持ちます。 



^注意 

トナーカートリッジのドラム保護シャッター （ A ) を開けないでくださ 
い。ドラムの表面に光が当たったり傷が付いたりした場合、印字の質が 
低下することがあります。 



@ メモ 

トナーカートリッジを取り扱うときは、必ず取っ手を持ってください。 


10. トナーカートリツジの右端の突起 （ A ) を本体内部の 
ガイド （ B ) の下側に合わせ、ガイドに沿って収めま 
す。 



11. トナーカートリツジが完全に本体に収まるまで手で 
押し込みます。 



12. トナーカバーの右手前にあるつまみ （ A ) を持ちます。 
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1 G ■トナーカバーを閉じます。 



14■操作パネル部を下げます。 



指をはさまないよう注意してください。 

トナーカバーが閉まらない場合は、無理に閉めないでください。トナー 
カバーを開けて、トナーカートリッジが正しくセツトされているかを 
確認してください。 


戻る 前へ 次へ 

15■用紙カセツトから用紙カバーを取り除きます。 



16■用紙カセツトの前面部を開きます。 



17 ■用紙カセツトの用紙を取り除きます。 
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18 .つまった用紙の両端を持って、静かに矢印の方向に引 
き出します。 

• 用紙カセツトから給紙している場合 



•手差し卜しイから給紙している場合 



19■用紙カセツトに用紙をセツトします。 



20■用紙カセツトの前面部を閉じます。 



21■用紙カバーを用紙カセツトに合わせます。 



22■後ろ カバーを 開きます。 

この手順は、デイスフしイに<ウシロカパーヲアケテクダサイ>と表 
示されたときだけ、必要です。 
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23 .つまった用紙の両端を持って、静かに上方に引き出し 
ます。 

この手)瞑は、ディスプレイに< ウシロカバーヲアケテクダサイ > と表 
示されたときだけ、必要です。 



つまった用紙がひどく折れ曲がっている場合は、用紙を伸ばしてから引 
き抜いてください。 




24■後ろカバーを閉じます。 

この手順は、ディスプレイにくウシロカバーヲアケテクダサイ>と表 
示されたときだけ、必要です。 



▲ 注意 

指をはさまないよう注意してください。 

背面につまつた用紙を取り除いた後は、トナーカバーを開閉して本製品 
をリセットしてください。 
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o o 

民る 前へ 



デイスプレイの表示 


ディスプレイに表示されるエラーメッセージについては、以下の表を参照してください。 


アテサキヲカクニンシテクダサイ 

コノキノウハ 

シヨウデキマセン 





原因 

2回目に入力したファクス番号が1回目に入力した番 

原因 

[リダイヤル/ポーズ]を使ってのリダイヤルはできない。 


号と異なる。くファクスセツテイ〉のくソウシンキノ 
ウセツテイ>で<ダイヤルジカイセンカクニン> 

が< ON >に設定されているときに表示される。 


<シスァムカンリセツァイ>の<ソウシンキノウノ 
セイゲン>で<リダイヤルノセイゲン>が < ON > 
に設定されているときに表示される。 

処置 

ファクス番号が正しいかどうか、確認してください。[ス 

処置 

くリダイヤルノセイゲン>を < OFF > に設定するか、 


タート]を押してから、 1 回目に入力した番号と同じ番 
号を入力してください。 


手動でタイヤルしてください。 


コレイジヨウ 

トウロクデキマセン 

ガゾウガウシナワレマシタ 





原因 

入力した同報送信の相手先が最大件数 (124) に達した。 

原因 

バックアップ時間を超えたため、本体の電源を入れたと 




きに、メモリに蓄積されていたデータが失われた。 

処置 

数回に分けて送信してください。 





処置 

2秒後に自動的にエラーが解除され、メモリクリアレ 

原因 

登録したグループダイヤルの相手先が最大件数 （50) に 


ポートがプリントされます。 

達した。 





カバーヲシメテクダサイ 

処置 

別のワンタッチダイヤルキーに登録してください。 

トナーカバー 









システム エフ ー 

原因 

トナーカバーが完全に閉じていない。 

EXXX 






処置 

トナーカバーが完全に閉じているか確認してください。 

原因 

本体に何らかのエラーが発生している。 < xxx > はエ 




ラーの種類に応じた3桁の番号を示す。 

ゲンコウヲテンケンシテクダサイ 





処置 

主電源スイッチを切り、10秒以上待ち、再度主電源ス 

原因 

ADF 内で原稿がつまっている。 


イッチを入れます。これで問題が解消しない場合は、主 
電源スイッチを切り、電源コードをコンセントから抜い 




処置 

つまった原稿を ADF から取り除いてください。 


て、キヤノンお客様相談センターにご連絡ください。 


>用紙がつまったときには： P .10-3) 
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シバラクオマチクダサイ 


原因 主電源スイッチを入れたとき、またはプリントの準備が 

できていない場合に表示される。 


処置 メツセージが消えるまでお待ちください。 


ジユシンデータプリントデキマセン 
エラーカイジョゴプリント 


原因 何らかのエラーが発生したため、受信データをメモリに 

一時的に保存した。 

このエラーメッセージは以下のエラーメッセージと交互 
に表 7 K される。 

• <カバーヲシメテクダサイ/トナーカバー> 

• くタダシイヨウシヲセットシテクダサイ〉 

• くテザシノ ヨウシヲジヨキヨ〉 

• <トウロクサイズヲヘンコウ/->ヨウシセッテイ> 

• <トナーガナクナリマシタ/トナーヲコウカン 
シテクダサイ> 

• <パネルヲモチアゲテクダサイ/トナーカバーヲ 

アケテクダサイ> 

• <ヨウシガツマリマシタ> 

• くヨウシガツマリマシタ/ウシロカバーヲアケ 
テクダサイ> 

• くヨウシヲセットシナオシテクダサイ/卜 
ナーヲセットシナオシテクダサイ> 

• <ヨウシヲホキュウシテクダサイ> 


処置 このエラーメツセージは他のエラーメツセージと交互に 

表示されます。エラーが解消された後、受信データはプ 
リントされます。対処方法については、一緒に表示され 
るメッセージの対処方法を参照してください。 


ジュワキヲオイテクダサイ 


原因 外付け電話機の受話器が外れている。 


処置 受話器を置いてください。 



スデニトウロクサレテイマス 



グループダイヤル登録中に、すでに登録済みのワンタツ 
チダイヤル、または短縮ダイヤルを登録しようとした。 


同報送信入力中に、すでに入力済みのワンタッチダイヤ 
ル、または短縮ダイヤルを入力しようとした。 


使用する前にワンタッチダイヤル、または短縮ダイヤル 
に登録されている情報を確認してください。 


タダシイヨウシヲセツトシテクダサイ 


原因 


処置 


用紙カセツトまたは手差しトレイにある用紙のサイズが 
<ヨウシセツテイ>メニューの<カセツト>または 
<テザシトレイ >で指定した用紙と違う。 


用紙をセツトしなおすかくヨウシセツテイ〉メニュー 
で指定した用紙サイズを変更してください。（—< タダシ 
イヨウシヲセツトシテクダサイ>と表示された場合： 
P .10-19) 


テザシノ ヨウシヲジヨキヨ 


原因 手差しトレイに用紙がセツトされている。 


処置 手差しトレイにセツトされている用紙を取り除いてくだ 

さい。手差しトレイに用紙がセツトされていると、ファ 
クス、レポートおよびリストはプリントされずにメモリ 
に蓄積されます。 
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トウロクサイズヲ ヘン コウ 
-> ヨウシ セツ テイ 


原因 プリントに適切な用紙サイズが設定されていない。 


処置 • レポート、リスト、受信したデータをプリントする場 

合は、くヨウシセツテイ〉のくカセツト >を< A 4>、 

< OFICIO >、く BRAZIL - 〇 FICIO >、く MEXICO - 
OFICI 〇 >、< FOU 〇 >、< GOVERNMENT-LETTER >、 

< GOVERNMENT-LEGAL >、< FOOLSCAP >、 

< l_TR >、またはく LGL > に設定してくださし、。 
(—用紙のサイズと種類を設定する： P .2-13) 

• 受信したデータを両面印刷する場合は、<ヨウシセツ 
テイ >の<カセツト >を< A 4 >または< LTR >に 
設定してください。（―用紙のサイズと種類を設定す 
る： P .2-13) 

• 両面コピーする場合は、<ヨウシセツテイ >の< 力 
セツト>またはくテザシトレイ>を< A 4 >または 

< LTR >に設定してください。（—用紙のサイズと種 
類を設定する： P .2-13) 


トウロクチュウノキーデス 
トウロクデキマセン 


原因 


処置 


グループダイヤル登録中に、グループダイヤルとして割 
り当てようとしているワンタッチダイヤルキー自体を指 
定した。 


他のワンタツチダイヤル、または短縮ダイヤルを指定し 
てください。 



トナーガナクナリマシタ 
トナーヲコウカンシテクダサイ 


原因 トナーがなくなった。 


処置 トナーを均一にならしてください。（—トナーを均一にな 

らす： P .9-8) メッセージが引き続き表示された場合は、 
新しいトナーカートリッジに交換してください。コピー 
中およびプリント中にこのメッセージが表示されると、 
実行中のジョブは継続して印刷されます。ファクス受信 
中にこのメッセージが表示されると、受信したファクス 
はプリントされずにメモリに保存されます。トナーカー 
トリッジの交換をしないで受信したファクスをプリント 
する場合は、くファクスセッテイ>の<プリントセッ 
テイ>で<インジケイゾク>を< ON >に設定してくだ 
さい。トナー交換後はくインジケイゾク >を< OFF >に 
戻しておくことをおすすめします。（—メニューの設定内 

容： P .11-4) 


トナーショウ（ケイゾクプリントカ) 
トナージュンビ 


原因 トナーが残り少なくなっている。 


処置 トナーを均一にならしてください。（—トナーを均一にな 

らす： P .9-8) トナーがなくなった場合にすぐに交換で 
きるように、新しいトナーカートリッジを用意してくだ 
さい0 


ニユウリヨクシタニチジガチガイマス 


原因 くタイマーセツテイ>の<ヒツケ/ジコクセツテイ> 

で、無効な数値が入力された。 


処置 正しい数値を入力してください。 
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パスワードガチガイマス 


原因 メモリ受信パスワードまたはシステムパスワードが正し 

くありません。 


処置 正しいパスワードを入力してください。（—メモリ受信： 

P .4-24、 システム管理暗証番号を設定する： P .8-2) 


パネルヲモチアゲテクダサイ 
トナーカバーヲアケテクダサイ 


原因 何らかのエラーが発生した。 


処置 このエラーメッセージは、他のエラーメッセージと交互 

に表示されます。対処方法は一緒に表示されるエラー 
メッセージの対処方法を参照してください。 

(例えば< ヨウシヲセットシナオシテクダサイ/ 
トナーヲセツトシナオシテクダサイ>。） 


プリンタ データエラー 

プリンタヲテンケンシテクダサイ 


原因 本体に何らかのエラーが発生している。 


処置 主電源スイッチを切り、10秒ほど待ち、再度主電源ス 

イッチを入れます。これで問題が解消しない場合は、主 
電源スイッチを切り、電源コードをコンセントから抜い 
て、キヤノンお客様相談センターにご連絡ください。 



ミトウロクデス 


原因 指定したワンタッチダイヤルキーや短縮ダイヤルに、宛 

先が登録されていない。 


処置 スピードダイヤルに、宛先を登録してください。詳細に 

ついては、「ワンタッチダイヤル/短縮ダイヤルを登録/ 
編集する」 （— P .4-6) を参照してください。 


ムコウデス 


原因 • ワンタッチダイヤルの登録中に、すでにグループダイ 

ヤルとして登録済みのワンタッチダイヤルキーに登 
録しようとした。 

• グループダイヤルの登録中に、すでにワンタッチダイ 
ヤルとして登録済みのワンタッチダイヤルキーに登 
録しようとした。 


処置 未使用のワンタッチダイヤルキーに登録してください。 


メモリサンリヨウ 


原因 利用できるメモリ残量のメッセージで、送信時に原稿を 

ADF にセツトすると表示される。 


処置 メモリ容量が不足する場合は、メモリ内の文書が送信さ 

れるまでお待ちください。メモリに保存されている原稿 
をプリント、送信、または削除してください。 
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メモリガイツパイデス 


原因 


処置 


• ジョブがいっぱいになった。 

• メモリに保存できる送受信ジョブ数が最大件数に達 
した。 


• メモリに保存されている原稿をプリント、送信、また 
は削除してください。 

• 原稿または画像データを分割して送信してみてくだ 
さい。 

• 解像度を下げて送信してください。 

• 本製品のメモリに保存できるジョブ数は、送受信ジョ 
プ合わせて256です（相手側のファクスが Canon 
Satera MF 4270 で、 ITU-T チヤート No . l を標準 
モードで送信した場合のジョブ数）。メモリ内の文書 
が送信されるまでお待ちください。または、メモリに 
保存されている原稿をプリント、送信、または削除し 
てください。 


ヨウシガツマリマシタ 


原因 本体内で紙づまりが起きた。 

このエラーメッセージは<パネルヲモチアゲテクダサ 
イ/トナーカバーヲアケテクダサイ>のエラーメツ 
セージと交互に表示される。 


処置 つまった用紙を取り除いて（—用紙がつまったときには： 

P .10-3) 、用紙カセットまたは手差しトレイに用紙を 
セットしなおしてください。次にカバーを開閉して実行 
中のジョブを再開してください。 



ヨウシガツマリマシタ 
ウシロカバーヲアケテクダサイ 


原因 本体内で紙づまりが起きた。 

このエラーメッセージは<パネルヲモチアゲテクダサ 
イ/トナーカバーヲアケテクダサイ>のエラーメツ 
セージと交互に表示される。 


処置 つまった用紙を取り除いて（—用紙がつまったときには: 

P .10-3) s 用紙カセットまたは手差しトレイに用紙を 
セットしなおしてください。次にトナーカバーを開閉し 
て本製品をリセットしてください。 


ヨウシヲセツトシナオシテクダサイ 
トナーヲセツトシナオシテクダサイ 


原因 用紙が正しくセツトされていないか、トナーカートリツ 

ジが正しくセツトされていない。 


処置 用紙カセットと手差しトレイからセットされている用紙 

を取り除いてください。そのあと、用紙をセットしなお 
してください。用紙カセットに用紙をセットする方法に 
ついては、スタートアップガイド「本製品のセットアッ 
プ」「用紙カセットを組み立て、用紙をセットする」を参 
照してください。手差しトレイに用紙をセットする方法 
については、「手差しトレイにセットする」（— P .2-9) 
を参照してください。 

トナーカートリッジを正しくセットしてください。（—ス 
夕一トアップガイド「本製品のセットアップ」「トナー 
力一トリッジをセツトする」） 
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ヨウシヲホキュウシテクダサイ 


原因 • コピーまたはプリント時に用紙カセットまたは手差 

しトレイに用紙がセットされていない。 

• 受信文書のプリント時に用紙カセットまたは手差し 
トレイに用紙がセットされていない。また、レポート 
やリストのプリント時に適切な用紙サイズが設定さ 
れていない。このエラーメッセージは< トウロクサイ 
ズヲ ヘン コウ/->ヨウシセッテイ>またはくジュ 
シン データ プリントデキマセン/エラーカイジョゴ 
プリント>のエラーメッセージと交互に表示され 
る。 


処置 • 用紙をセットしてください。用紙カセットの場合は、 

用紙をセットしたあとに[〇 K ] を押してください。 

• 用紙をセットしてください。用紙カセットの場合は、 
用紙をセットしたあとに[〇 K ] を押してくださし、。 
レポートやリストのプリント時の場合は、用紙サイズ 
をく A 4 >、く 〇 FICIO >、く BRAZIL-OFICIO >、 

< MEXICO-OFICIO >> < FOLIO >、 

< GOVERNMENT-LETTER >、< GOVERNMENT - 
LEGAL >,< FOOLSCAP >、 < じ TR >、または 

< LGL > に設定し、設定したサイズの用紙をセット 
してください。 
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戻る 


前へ 


次へ 


エフ コ 卜 


エラーコードは、エラーが起きた場合にエラー送信レポートまたはエラー受信レポートに記録される 4 桁のコードです。 

200712/31 15:50 123 XXXXXXX キヤノン_ P . 001 


*** エラーソウシンレホ。ート *** 

* 木木: (e:|c 氺*本;!:;I：氺:):木木;):: |c:|: 木:):氺氺氺木氺氺木木:)::(:木本:木:):; |e:|: 氺*氺:)： 


ウケッケ N 0. 

ッウシンモ-卜 ， 

N 0. 

アイテサキ 

カイシ 〆 コク 

へ 、〆 

ツウシンケッカ 

0001 

ソウシン G 3 

001 

キヤノンホンシャ 

111 XXXXXXX 

12/31 15:50 

000 

STOP 00,00 


IQ 0 A 0 I : 、ノウシンヲチュウシシマシタ 


エフー J — 卜 

詳細については、 1 ■レポートを自動でプリントする j (― P .11-17) を参照してください。 
エラーコードについては、以下の表を参照してください。 


エラーコード 

原因 

処置 

0001 

相手先のファクスが G 3 ファクスではな 
い0 

先方が対応できるモードまたは通信速 
度で原稿を送ってください。 

0070 

受信を手動で中止した。 

相手先に連絡して、再度送信してもらっ 
てください。 

0071 

メモリがいっぱいになった。 

メモリ内に蓄積されているジョブをプ 
リント、送信、または削除してください。 

0080 

相手先のファクスから 35 秒以内に応答 
がない。 

もう一度原稿を送ってください。相手先 
に連絡して、先方のファクスをチェック 
してもらってください。海外に送信する 
場合は、ファクス/電話番号の前にポー 
ズを入れてください。 

008 D 

相手機が用紙切れで送信できない。 

用紙を補給するよう、相手先に連絡して 
ください。 

00 A 0 

送信を手動で中止した。 

再度送信してください。 

00 A 1 

原稿がつまった。 

つまった原稿を取り除いてください。 
(->用紙がつまったときには： P .10-3) 


10-17 












































































戻る 


前へ 


次へ 


<タダシイヨウシヲセツトシテクダサイ>と表示された場合 


<ヨウシセッテイ>メニューの<カセット>または<テザシトレイ> 
に設定されている用紙サイズと、用紙カセットまたは手差しトレイに 
セットされている用紙サイズが異なる場合に表示されるメッセージで 
す。このメッセージが表示された場合は、<ヨウシセッテイ>メニュー 
に設定されているサイズの用紙をセットするか、<ヨウシセッテイ> 
メニューに設定されているサイズをセットされている用紙サイズに合わ 
せて変更してください。 

@ メモ 

プリントジョブの場合は、本製品ではなくコンピュータ側で用紙サイズを指定 
してください。 

■ 用紙をセットしなおす 

1. ディスプレイに表示されているサイズの用紙をセッ 
卜します。 

用紙カセットに用紙をセットした場合は、 [0 K ] を押すとプリントが再 
開されます。 

手差しトレイに用紙をセツトした場合は、そのままプリントが再開され 
ます。 


■ 用紙サイズ設定を変更する 

1. [初期設定/登録]を押します。 

㉘ メモ 

コピー中に<タダシイヨウシヲセツトシテクダサイ>と表示された場 
合は、<ヨウシセツテイ>メニューの設定を変更できません。この場合 
は、ジョブを中止してから、[初期設定/登録]を押して用紙のサイズを 
変更してください。コピージョブの中止の詳細については「コピージョ 
ブの中止」（― P .3-8) を参照してください。 

2. [◄—] または [+►] を押して<ヨウシセツテイ> 
を選択し、 [0 K ] を押します。 

3. [◄-] または [+►] を押して<カセツト>または 
くテサシトレイ>を選択し、 [0 K ] を押します。 

4. [◄-] または [+►] を押してくヨウシサイズ> 
を選択し、 [0 K ] を押します。 

5. [◄-] または [+►] を押してセツトされている用 
紙のサイズを選択し、 [0 K ] を押します。 


6. [ストップ/リセット]を押して待受画面に戻ります。 

これで原稿をコピーする準備ができました。 

ファクスジョブの場合は、手順7に進んでください。 

7. [0 K ] を押してジョブを再開します。 

これで操作は完了です。 
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一般的なトラブル 


〇 〇 〇 

戻る 前へ 次へ 



電源が入らない 


Q 電源コードは確実に差し込まれていますか？ 


A 電源コードが、本製品とコンセントに確実に差し込まれ 

ているか確認してください。本製品が電源タツプに接続 
されている場合は、電源タップがコンセントに接続され、 
スイッチが入っているか確認してください。 


A 紙づまりが起きていない場合や用紙が用紙カセットまた 

は手差しトレイにセットされている場合は、本製品の主 
電源スイッチをオフにし、10秒以上待ってからスイッ 
チをオンにしてください。問題が解決するとエラーラン 
プが消え、ディスプレイは待受画面に戻ります。エラー 
ランプが点滅したままの場合は、電源コードを抜き、お 
近くのキヤノン販売店またはキヤノンお客様相談セン 
ターに ご連絡ください。 



電源コードから電気は供給されていますか？ 

別の電源コードを使うか、コードが途中で切れていない 
か電圧計で確認してください。 

主電源スイッチは入っていますか？ 

主電源スイツチをオンにしてください。 


エラーランプが点滅する 


Q 本製品に用紙が正しくセツトされていますか？用紙力 

セツトまたは手差しトレイに用紙がありますか？ 


A 紙づまりが起きている場合は、つまった用紙を取り除い 

てください。（―用紙がつまったときには： P .10-3) 用 
紙カセットまたは手差しトレイに用紙がない場合は、用 
紙を補給してください。（—スタートアップガイド「本製 
品のセットアップ」「用紙カセットを組み立て、用紙を 
セツトする」） 


ディスプレイに何も表示されない 


Q 電源コードは確実に差し込まれていますか？ 


A 電源コードが、本製品とコンセントに確実に差し込まれ 

ているか確認してください。本製品が電源タツプに接続 
されている場合は、電源タツプがコンセントに接続され、 
スイッチが入っているか確認してください。 



主電源スイッチは入っていますか？ 

主電源スイッチをオンにしてください。 

スリープモードになっていませんか？ 

操作パネルの[節電]を押して、スリープモードを解除 
してください。 
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戻る 


前へ 


次へ 


給紙のトラブル 


正常に給紙されない 

Q 

用紙は正しくセットされていますか？ 

A 

用紙が正しくセットされているか確認してください。 

(―スタートアップガイド 1 ■本製品のセットアップ」「用 
紙カセットを組み立て、用紙をセットする」） 

Q 

用紙を入れすぎていませんか？ 

A 

用紙の枚数が適切か確認してください。使用可能な用 
紙： P .2-6) 

用紙が重なって送られる 

Q 

用紙は正しくセットされていますか？ 

A 

用紙が正しくセットされているか確認してください。 

(―スタートアップガイド 1 ■本製品のセットアップ」 1 "用 
紙カセットを組み立て、用紙をセットする」） 

Q 

用紙を入れすぎていませんか？ 

A 

用紙の枚数が適切か確認してください。使用可能な用 
紙： P .2-6) 



セツトされた用紙は1種類だけですか？ 

1種類の用紙のみをセツトしてください。 

本製品に適した用紙がセツトされているか確認してくだ 
さい。（—使用可能な用紙： P .2-6) 

用紙がなくなってから補給してください。異なつた用紙 
を混ぜないでください。 


紙づまりが繰り返し起こる 


Q 正しい用紙がセツトされていますか？ 


A 本製品に適した用紙がセツトされているか確認してくだ 

さい。（—使用可能な用紙： P .2-6) 
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フアクスのトラブル 


〇 〇 

民る 前へ 



■ 送信時のトラブル 


ファクスが送信できない 


主電源スイツチを入れたばかりですか？ 


原稿の読み込みができる状態になるまで、しばらくお待 
ちください。 


Q 電話回線の種類（ダイヤル/プッシュ）は正しく設定さ 

れていますか？ 


A 電話回線の種別は自動的に判別されるように設定されて 

います。自動的に判別するには、<カイセンシュルイ 
センタク >が<ジドウ>に設定されているか確認し、 
電源を入れなおしてください。そのあと、ファクスを送 
信してください。 

上記の手順を行ってもファクスが送信できない場合は、 
電話回線の種別を手動で設定してください。（―電話回線 
の種類を設定する： P .1-14) 


Q 


A 


Q 


A 


Q 


A 


A 


ファクスモードになっていますか？ 


[ファクス]を押して、ファクスモードに切り替えてくだ 
さい。 


原稿は正しくセツトされていますか？ 


原稿が正しくセツトされているか確認してください。 

(—原稿をセツトする： P .2-4) 

操作ノ V° ネル部と後ろカノ く一が確実に閉じられていること 
を確認してください。（—本体内部につまった用紙を取り 
除く： P .10-4) 



入力したワンタッチダイヤルキーまたは短縮ダイヤル番 
号は正しく登録されていますか？ 


ワンタッチダイヤルキーまたは短縮ダイヤル番号が正し 
く登録されているか確認してください。宛先を指定す 
る： P .4-11) 


正しい番号にダイヤルしましたか？ 


番号が正しいか確認してください。 


スリープモードになっていませんか？ 


スリープモードでは原稿は読み込まれません。スリ _ プ 
モードを解除するには、操作パネルの[節電]を押して 
ください。 


相手機の記録紙がなくなっていませんか？ 

記録紙がなくなっていないか、相手先に確認してくださ 
い。 

メモリから別の原稿を送信中ではありませんか？ 


送信が終わるまでお待ちください。 
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Q 


A 


A 


Q 


A 


Q 


A 


通信中にエラーが発生しませんでしたか？ 


操作パネルのディスプレイにエラーメッセージが表示さ 
れていないか確認してください。（―ディスプレイの表 
示： P .10-11) 


通信管理 レポー トをプリントして、 エラーが 発生してい 
ないか確認してください。 

(—通信管理レポート： P .1 M 9) 


電話線は正しく接続されていますか？ 


電話線が正しく接続されているか確認してください。 

(—スタートアップガイド「本製品のセットアップ」「電 
話回線を接続する」） 


電話回線は正常ですか？ 


[オンフック]を押したとき、または本製品に接続されて 
いる外付け電話機の受話器を取ったときに、発信音が聞 
こえるか確認してください。発信音がない場合は、お近 
くの電話会社にお問い合わせください。 


Q 


A 


Q 


A 


相手機は G 3 機ですか？ 


相手機が本製品と互換性があるか確認してください。 


相手機が 35 秒以内に応答しましたか？ 


相手先に連絡して、ファクスを確認してもらってくださ 
い。海外へ送信する場合は、登録した番号にポーズを挿 
入してください。（—海外にファクスを送る（ポーズの挿 
入）： P .4-19) 




通信中/メモリランプが点滅していますか？ 


外付け電話機が使用中です。外付け電話機の通話が終了 
するまでお待ちください。 


本製品が過熱していませんか？ 


電源コードを抜き5分ほど放置して冷やしてください。 
そのあとに電源コードを差し込み、もう一度送信してみ 
てください。 


送信しようとするとメモリがすぐにいっぱいになる 



<スーパーファイン>で送信していませんか？ 


画質（解像度）を高く保ちたい場合は、原稿を分割して、 
各部分を別べつに送信してください。 


細かい文字や写真のある原稿の場合は、メモリ送信を使 
わずに手動で送信してください。 


細かい文字や写真のない原稿の場合は、画質（解像度) 
をくヒヨウジュン〉に設定して送信してください。 


メモリ残量が少なくなっていませんか？ 


メモリ内に蓄積されているジョブをプリント、送信、ま 
たは削除してください。 
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送信したファクスに汚れがある 


Q 相手機は正常に動作していますか？ 


A コピーをとって本製品の動作を確認してください。コ 

ピーがきれいな場合は、受信側のファクスに問題がある 
可能性があります。コピーが汚れている場合は、原稿台 
ガラスまたは読み取りエリアを清掃してください。 

(―日常のお手入れ： P .9-2) 


Q 原稿は正しくセツトされていますか？ 


A 原稿が正しくセツトされているか確認してください。 

(―原稿をセツトする： P .2-4) 


送信したファクスが相手側で縮小して受信される 


Q 相手機側の原稿サイズの設定は適切ですか？ 


A 相手機の原稿サイズの設定が適切かどうか確認するよう 

依頼してください。 


相手の受信原稿が薄い 



濃度が< - ウスク>側に設定されていますか？ 

濃度を<コク+ >側に設定します。（―濃度を調節する： 
P .4-5) 

原稿台ガラスや読み取りエリアはきれいですか？ 

原稿台ガラスや読み取りエリアがきれいか確認してくだ 
さい。（―日常のお手入れ： P .9-2) 



送信速度が遅い 


Q 画質（解像度）がくファイン>、<シヤシン>、または 

<スーバーファイン>に設定されていませんか？ 


A 画質（解像度）を<ヒヨウジュン >にすると送信時間が 

短くなります。 


送信中にエラーが頻発する 


Q 電話回線の状態は良好ですか？確実に接続されています 

か？ 


A 電子レンジなど、電磁波を発生する機器が近くにないか 

確認してください。 


[リダイヤル/ポーズ]を使って過去に指定した宛先を呼び出せない 


Q <リダイヤルノセイゲン>が< ON >に設定されてい 

ませんか？ 


A <リダイヤルノ セイゲン>を< ON >に設定している 

と、リダイヤル機能は使えません。レリダイヤル機能を 
制限する： P .8-3) 


宛先指定時にファクス番号の入力を再度求められる 


Q くファクス N 0.カクニンニユウリヨク〉が< ON >に 

設定されていませんか？ 


A くファクス N 0.カク ニンニユウリヨ ク〉を <0 N > に設 

定していると、宛先指定時にファクス番号を再度入力す 
る必要があります。（—送信前にファクス番号を再度確認 
する： P .8-3) 
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■ 受信時のトラブル 

ファクスを自動受信できない 


Q 自動受信に設定されていますか？ 


A 自動受信するには、受信モードをく FAX/TEL >、くジ 

ドウ〉またはくルス TEL >に設定します。くルス TEL > 
に設定してある場合は、留守番電話機が本製品に接続さ 
れ、応答メッセージが適切に録音された状態で電源が 
入っているか確認してください。（—基本的な受信操作： 
P .4-20) 


Q 


A 


Q 


A 


A 


Q 


A 


メモリ残量が少なくなっていませんか？ 


メモリ内に蓄積されているジョブをプリント、送信、ま 
たは削除してください。 


受信中にエラーが発生しましたか？ 


操作パネルのディスプレイにエラーメッセージが表示さ 
れていないか確認してください。（—ディスプレイの表 
示： P .10-11) 


通信管理レポートをプリントして、エラーが発生していな 
いか確認してください。（―通信管理レポート： P . U -19) 


用紙はセツトされていますか？ 


用紙がセットされているか確認してください。 

(―スタートアップガイド「本製品のセットアップ」「用 
紙カセットを組み立て、用紙をセツトする」） 



Q 電話回線は正しく接続されていますか？ 


A ケーブルが正しく接続されていることを確認してくださ 

い。（―スタートアップガイド「本製品のセツトアップ」 
「電話回線を接続する」） 


電話とファクスが自動的に切り替わらない 


Q 電話とファクスが自動的に切り替わるよう設定されてい 

ますか？ 


A 自動的に切り替えるには、受信モードをく FAX/TEL > 

またはくルス TEL >に設定する必要があります。くルス 
TEL >に設定してある場合は、留守番電話機が本製品に 
接続され、応答メッセージが適切に録音された状態で電 
源が入っているか確認してください。（―基本的な受信操 
作： P .4-20) 



メモリ残量が少なくなっていませんか？ 


メモリ内に蓄積されているジョブをプリント、送信、ま 
たは削除してください。 


受信中にェラーが発生しましたか？ 


操作パネルのディスプレイにエラーメッセージが表示さ 
れていないか確認してください。（—ディスプレイの表 
示： P .10-11) 


通信管理レポートをプリントして、エラーが発生していな 
いか確認してください。（—通信管理レポート： P .11-19) 


用紙はセツトしてありますか？ 


用紙がセットされているか確認してください。 

(―スタートアップガイド「本製品のセットアップ」「用 
紙カセットを組み立て、用紙をセツトする」） 
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Q 相手機は、受信信号がファクスであることを本製品に知 

らせる切替信号を送信できますか？ 


A この機能に対応していないファクス機もあります。対応 

していない場合は、ファクスは手動で受信してください。 


手動受信できない 



手動受信に設定されていますか？ 


受信モードをくシュドウ〉に設定してください。 
(—基本的な受信操作： P .4-20) 


受話器を置いたあとに、[スタート]を押したりリモート 
受信 ID を入力したりしていませんか？ 


受話器を置く前に、[スタート]を押すかリモート受信 
ID を入力してください。先に受話器を置くと、通信が切 
れてしまいます。 


ADF に原稿がセツトされていませんか？ 


ADF から原稿を取り除いたあと、再度、手動受信を行っ 
てください。 

ADF に原稿がセツトされている状態で[スタート]を押 
した場合、手動送信となってしまいます。 



きれいにプリントできない 



トナーが少なくなっていたり、片寄ったりしていません 
か？ 


トナーカートリッジを取り外して数回ゆっくりと振り、 
トナーを均一にならします。 


正しい用紙がセツトされていますか？ 


本製品に適した用紙がセットされているか確認してくだ 
さい。(—使用可能な用紙： P .2-6) 


相手機は正常に動作していますか？ 


相手機の読み取りガラスが汚れていないか確認しても 
らってください。 

トナーセーブモードになっていませんか？ 


<キヨウツウシヨウセツテイ>の<トナーセーブ 
モード>を< OFF >に設定してください。 

(—メニューの設定内容： P .11-4) 
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プリントできない 



トナーカートリッジのシーリングテープは外しました 
か？ 


トナー カー トリッジのシーリングテープが外されている 
か確認してください。（—スタートアップガイド「本製品 
のセツトアップ」「トナーカートリッジをセツトする」） 


トナーカートリッジは正しくセツトされていますか？ 


トナーカートリッジが正しくセットされているか確認し 
てください。 （4 スタートアップガイド「本製品のセット 
アップ」「トナーカートリッジをセツトする」） 


トナーカートリツジにトナーは残っていますか？ 


[トナー残量]を押し、トナー残量の確認をしてくださ 
い。 （4 トナーカートリッジ： P .1-11) 

トナーカートリッジが寿命の場合は、トナーカートリッ 
ジを新しいトナーカートリッジに交換してください。 

(—トナーカートリッジの交換時期： P .9-8) 



正しい用紙がセツトされていますか？ 


本製品に適した用紙がセットされているか確認してくだ 
さい。(—使用可能な用紙： P .2-6) 


<ヨウシセツテイ>メニューの設定内容を変更してく 
ださい。（—用紙のサイズと種類を設定する： P .2-13) 



画像に汚点またはムラがある 



相手機は正常に動作していますか？ 


相手機の読み取りガラスが汚れていないか確認しても 
らってください。 


トナーが少なくなっていたり、片寄つたりしていません 
か？ 


トナーカートリッジを取り外して数回ゆつくりと振り、 
トナーを均一にならします。 


受信した原稿の一部が欠けている 



用紙カセツトのペーパーガイドは用紙サイズに合わせて 
ありますか？ 


用紙カセツトのガイドを用紙サイズに合わせてくださ 
い。 

用紙カセツトの用紙サイズに合ったものを指定してあり 
ますか？ 


用紙カセツトの用紙サイズに合ったものを指定してくだ 
さい0 


トナーが少なくなっていたり、片寄つたりしていません 
か？ 


トナーカートリツジを取り外して数回ゆつくりと振り、 
トナーを均一にならします。 

受信画像のプリント方法が<ガゾウショウリヤク>に 
設定されていませんか？ 


受信した原稿を省略せずにフリントする場合は、 <ガゾ 
ウシュクショウ〉を< ON >またはく OFF >に設定 
してください。（—受信画像の縮小： P .4-27) 
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ECM (エラー訂正モード）で受信できない 


Q 送信側のファクスは ECM に対応していますか？ 


A 送信側のファクスが ECM に対応していない場合は、エ 

ラー訂正をしない通常モードで原稿が受信されます。 


受信速度が遅い 


Q 相手機の解像度が高く設定されていませんか？ 


A 相手先に連絡して、解像度の設定が適切かどうか確認す 

るよう依頼してください。 


情報サービスからファクスを受信できない 


電話回線の種類はプッシュ回線に設定されていますか？ 


ダイヤル回線に設定されている場合は、[ I ン]を押し 
て一時的に! ' — ン発信に切り替えてください。 


Q 情報サービス側から「発信音が聞こえたらスタートボタ 

ンを押してください。 j などのアナウンスがありました 
か？ 


A 発信音が聞こえたら[スタート]を押してください。 


Q 


A 



受信中にエラーが頻発する 



電話回線の状態は良好ですか？確実に接続されています 
か？ 


電子レンジなど、電磁波を発生する機器が近くにないか 
確認してください。 


相手機は正常に動作していますか？ 


相手機が正常に動作しているか、確認してもらってくだ 
さい。 


受信したファクスを用紙の両面にプリントできない 


Q 両面印刷が設定されていますか？ 


A くリヨウメンキロク〉を < ON > に設定してくださし、。 

(—両面印刷： P .4-27) 
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コピー の ト ラブル 


白紙が排出される 


印字が薄い、印字ムラが出る 


Q トナーカートリツジのシーリングテープは外しました 

か？ 


Q トナーが少なくなっていたり、片寄ったりしていません 

か？ 


A トナーカートリッジのシーリングテープが外されている 

ことを確認してください。（—スタートアップガイド「本 
製品のセットアップ」「トナーカートリッジをセツトす 
る」） 



トナーカートリッジは正しくセツトされていますか？ 


トナーカートリッジが正しくセットされていることを確 
認してください。（—スタートアップガイド「本製品の 
セツトアップ」「トナーカートリッジをセツトする」） 


トナーカートリツジにトナーは残っていますか？ 


[トナー残量]を押し、トナー残量の確認をしてくださ 
い。（―トナー カー トリッジ： 

トナーカートリッジが寿命の場合は、トナーカートリッ 
ジを新しいトナーカートリッジに交換してください。 

(—トナーカートリッジの交換時期： P .9-8) 


A トナーが少なくなっていたり、片寄ったりしていると、 
薄くなったりムラになることがあります。 

トナーカートリッジを取り外して数回ゆっくりと振り、 
トナーを均一にならしてください。トナー残量は[トナー 
残量]を押すことで確認できます。（—トナーカートリッ 
ジ： P .1-11) 


コピーした用紙にスジが入る 


Q トナーが少なくなっていたり、片寄ったりしていません 

か？ 


A トナーが少なくなっていたり、片寄ったりしていると、 
用紙に白いスジが入ることがあります。 

トナーカートリツジを取り外して数回ゆっくりと振り、 
トナーを均一にならしてください。トナー残量は[トナー 
残量]を押すことで確認できます。（―トナーカートリツ 
ジ： P .1-11) 


Q 正しい用紙がセツトされていますか？ 


コピーが汚い 


A 本製品に適した用紙がセツトされているか確認してくだ 

さい。（—使用可能な用紙： P .2-6) 


Q 本製品の読み取り部分や内部が汚れていませんか？ 


A 本製品の読み取り部分や内部が汚れていると黒いスジが 

入ることがあります。読み取り部分や定着器の清掃をし 
てください。（—日常のお手入れ： P .9-2) 
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用紙がつまる 



操作ノ ゞ ネル部と後ろカバーは閉じられていますか？ 


操作パネル部と後ろカバーが確実に閉じられていること 
を確認してください。（—本体内部につまった用紙を取り 
除く： P .10-4) 


用紙は正しくセツトされていますか？ 


用紙が正しくセツトされているか確認してください。 
(—用紙をセツトする： P .2-9) 


正しい用紙がセツトされていますか？ 


本製品に適した用紙がセットされているか確認してくだ 
さい。(―使用可能な用紙： P .2-6) 


コピーが曲がっている 



原稿は正しくセツトされていますか？ 

原稿が正しくセツトされているか確認してください。 
(—原稿をセツトする： P .2-4) 


用紙は正しくセツトされていますか？ 


用紙が正しくセットされているか確認してください。 

(—スタートアップガイド「本製品のセットアップ」「用 
紙カセットを組み立て、用紙をセツトする」） 


原稿排紙トレイや排紙トレイの排紙口がふさがれていな 
いか確認してください。 

(―各部の名称とはたらき： P .1-2) 



コピーの 質が良くない 



正しい用紙がセツトされていますか？ 


本製品に適した用紙がセットされているか確認してくだ 
さい。(—使用可能な用紙： P .2-6) 


用紙の正しい面にコピーしていますか？ 


用紙によっては裏と表があります。プリントの質が悪い 
場合は、用紙の別の面にプリントしてみてください。 


左右（上下）開きで両面コピーしたのに、上下（左右）開きで両面コピーされる 


Q 横原稿で コピーして いませんか？ 


A 横原稿で両面コピーした場合、 <サユウビラキ>のとき 

は上下開き、<ジョウゲビラキ>のときは、左右開きで 
コピーされます。両面コピー： P .3-6) 


コピー中にアラームが鳴る、またはディスプレイにくメモリガイツパイデ 
ス>と表示される 


Q メモリがいっぱいになっていませんか？ 


A メモリ残量を確認してください。（—メモリ残量を確認す 

る： P .11-23) 
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戻る 


前へ 


次へ 


プリントのトラブル 


白紙が排出される 


Q 

トナーカートリッジにトナーは残っていますか？ 

A 

[トナー残量]を押し、トナー残量の確認をしてくださ 
い。（―トナーカートリッジ： P .1-11) 

トナーカートリッジが寿命の場合は、トナーカートリッ 
ジを交換してください。（―日常のお手入れ： P .9-2) 

Q 

トナーカートリッジは正しくセットされていますか？ 

A 

トナーカートリッジが正しくセットされていることを確 
認してください。（―スタートアップガイド「本製品の 
セットアップ」「トナーカートリッジをセットする」） 

Q 

トナーカートリッジのシーリングテープは外しました 
か？ 

A 

トナーカートリッジのシーリングテープが外されている 
か確認してください。（―スタートアップガイド「本製品 
のセットアップ」「トナーカートリッジをセットする」） 

印字が薄い、印字ムラが出る 


Q トナーが少なくなっていたり、片寄ったりしていません 

か？ 


A トナーが少なくなっていたり、片寄ったりしていると、 

薄くなったりムラになることがあります。トナーカート 
リッジを取り外して数回ゆっくりと振り、トナーを均一 
にならしてください。トナー残量は[トナー残量]を押 
すことで確認できます。（—トナーカートリッジ： 

p . i - n ) 


プリントした用紙にスジが入る 


Q トナーが少なくなっていたり、片寄ったりしていません 

か？ 


A トナーカートリッジを取り外し数回ゆっくりと振り、卜 

ナーを均一にならします。トナー残量は[トナー残量] 
を押すことで確認できます。（―トナーカートリッジ： 
P . M 1) 


プリントが汚い 


Q 本製品の読み取り部分や内部が汚れていませんか？ 


A 本製品の読み取り部分や内部が汚れていると黒いスジが 

入ることがあります。読み取り部分や定着器の清掃をし 
てください。（—日常のお手入れ： P .9-2) 
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用紙がつまる 



操作ノ ゞ ネル部と後ろカバーは閉じられていますか？ 


操作パネル部と後ろカバーが確実に閉じられていること 
を確認してください。（—本体内部につまった用紙を取り 
除く： P .10-4) 


用紙は正しくセツトされていますか？ 


用紙が正しくセツトされているか確認してください。 
(—原稿をセツトする： P .2-4) 


正しい用紙がセツトされていますか？ 


本製品に適した用紙がセットされているか確認してくだ 
さい。(―使用可能な用紙： P .2-6) 


プリントが曲がっている 



用紙は正しくセツトされていますか？ 


用紙が正しくセットされているか確認してください。 

(—スタートアップガイド「本製品のセットアップ」「用 
紙カセットを組み立て、用紙をセツトする」） 


排紙トレイの排紙口がふさがれていないか確認してくだ 
さい。（—各部の名称とはたらき： P .1-2) 



トナーが定着されない 



正しい用紙がセツトされていますか？ 


本製品に適した用紙がセットされているか確認してくだ 
さい。(—使用可能な用紙： P .2-6) 


用紙の正しい面にプリントしていますか？ 


用紙によっては裏と表があります。プリントの質が悪い 
場合は、用紙の別の面にプリントしてみてください。 


用紙の両面にプリントできない 


Q プリンタドライノ V の両面印刷を設定しましたか？ 


A 印刷方法を両面印刷に設定してください。詳細はプリン 

タドライノ又'の オンラインヘルプ を参照してください。 


コンピュータからプリントできない 


Q 電源コードは確実に差し込まれていますか？ 


A 電源コードが、本製品とコンセントに確実に差し込まれ 

ているか確認してください。本製品が電源タツプに接続 
されている場合は、電源タツプがコンセントに接続され、 
スイッチが入っているか確認してください。 


Q 本製品の主電源スイッチは入っていますか？ 


A 本製品の主電源スイッチをオンにしてください。 
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Q お使いのコンピュータにプリンタドライバは正しくイン 

ス I ^ールされていますか？ 


A プリンタドライバが正しくインストールされていること 

を確認してください。（—スタートアップガイド「コン 
ピュータでのソフトウェア設定 j 「ネットワーク接続」ま 
たは「コンビュータでのソフトウェア設定」 「 USB 接続」） 


Q プリンタドライバの設定（用紙サイズや出カサイズ）は 

正しいですか？ 


A 設定内容を確認してください。詳細はプリンタドライバ 

の オンラインヘルプ を参照してください。 


USB ケーブルは正しく接続されていますか？ 


プリンタとコンピュータが USB ケープルで正しく接続 
されているかを確認してください。 

接続されている場合は、きちんと奥まで差し込まれてい 
るか、ゆるくなっていないか抜けかかっていないかを確 
認してください。可能であれば、別の USB ケープルに 
変更してみてください。 

USB ケープルの接続方法についてはスタートアップガ 
イド「コンピュータでのソフトウェア設定」 「 USB 接続」 
を参照してください。 


Q お使いのコンピュータの USB ポートは正常に動作して 

いますか？ 


A お使いのコンピュータと本製品の再起動を行ってみてく 

ださい。お使いのコンピュータに複数の USB ポートが 
複数ある場合は別の USB ポートに接続してみてくださ 
い。 


Q 


A 



コンピュータにプリントジョブ(印刷待ちデータ）が残つ 
ていませんか？ 


コンピュータからプリントを実行したあと、何らかの原 
因でプリントが中断した場合などに、プリントしたデー 
夕がプリントジョブ（印刷待ちデータ）として、コン 
ピュータに残ることがあります。その場合、プリントを 
実行しても本製品が動作しない、または反応しないこと 
があります。以下の手順にて、プリントジョブ（印刷待 
ちデータ）を削除してから、再度プリントを実行してみ 
てください。上記作業を行っても解決しない場合は、「プ 
リント状況を確認/削除する」（― P .5-7) を参照し、本 
体側でのプリントジョプも確認し、削除してみてくださ 
い。 

Windows 2000 / XP/Server 2003 /Vista の場合： 

1. [ CanonMF 4200 Series CARPS 2] のプリンタアイ 

コンをダブルクリックします。 

• Windows Vista の場合は、 Windows のタスクバー 
の [スタート]—[コントロールパネル]—[八一 
ドウエアとサウンド]—[プリンタ]をクリックし 
ます。 

• Windows 2000の場合は、 Windows のタスクバー 
の[スタート]—[設定]—[プリンタ]をクリッ 
クします。 

• Windows XP Professional/Server 2003の場合 
は、 Windows のタスクバーの[スタート]—[プ 
リンタと FAX ] をクリックします。 

• Windows XP Home Edition の場合は 、 Windows 
のタス クバー の[スタート]—[コント ロー ルパネ 
ル]—[プリンタとその他のハー■ドウエア]—[プ 
リンタと FAX ] をクリックします。 

2. プリントジョブの一覧が表示されます。 

• すべてのプリントジョブを削除する場合： 

[プリンタ]—[すべてのドキュメントの取り消し] 
をクリックします。 

• 特定のプリントジョプを削除する場合： 

削除したいプリントジョブを選択し右クリック — 
[キャンセル]をクリックします。 
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鼋話のトラブル 


〇 〇 〇 

戻る 前へ 次へ 



ダイヤルできない 


通話中に電話が切れる 


Q 

電話回線は正しく接続されていますか？ 

Q 




A 

電話線コードが正しく接続されているか確認してくださ 

A 


い。（—スタートアップガイド「本製品のセットアップ」 

「電源コードを接続し、電源を入れる」） 


Q 

電源コードは確実に差し込まれていますか？ 

Q 




A 

電源コードが、本製品と電源コンセントに確実に差し込 

A 


まれているか確認してください。本製品が電源タップに 
接続されている場合は、電源タップが電源に接続され、 

スイッチが入っているか確認してください。 


Q 

主電源スイッチは入っていますか？ 

Q 




A 

主電源スイッチをオンにしてください。 

A 


電話回線は正しく接続されていますか？ 

電話線コードが正しく接続されているか確認してくださ 
い。（—スタートアップガイド「本製品のセットアップ」 
「電話回線を接続する」） 

電源コードは確実に差し込まれていますか？ 

電源コードが、本製品とコンセントに確実に差し込まれ 
ているか確認してください。本製品が電源タップに接続 
されている場合は、電源タップがコンセントに接続され、 
スイッチが入っているか確認してください。 

電話線に不具合がありませんか？ 

別の電話線コードを使って、電話線コードが正常かどう 
か確認してください。 


Q 


A 


電話回線の種類（ダイヤル/プッシュ）は正しく設定さ 
れていますか？ 

電話回線の種類が正しく設定されているか確認してくだ 
さい。（―スター ト アップガイド「本製品のセットアッ 
プ」「電話回線を接続する」） 


電話が通じない、または間違った番号にかかる 


Q 


A 


電話番号を入力する前に、発信音を確認しましたか？ 

電話番号を入力する前に、発信音を確認してください。 
発信音を確認する前に番号を入力した場合、通じなかっ 
たり、間違った番号にかかったりすることがあります。 
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ネツトワークのトラブル 



TCP / IP ネットワークから印刷できない 


Q 本製品とケーブルが正しく接続されていない。 


A 本製品がネットワークに正しいケープルを使って接続 

されていることを確認したあと、本製品の電源を入れな 
おしてください。（—スタートアップガイド「コンピュー 
夕でのソフトウェア設定」「ネットワーク接続」） 


Q TCP / IP ネットワークが正しく設定されていない。 


A IP アドレスが正しく設定されていることを確認します。 

DHCP 、 BOOTP 、 RARP のいずれかを使用して IP アド 
レスを設定する場合は、 DHCP 、 BOOTP 、 RARP が動 
作していることを確認してください。 


Q 印刷を行うコンピュータが正しく設定されていない。 


A 正しいプリンタドライバがインス!ルされているこ 

とを確認します。（—スタートアップガイド「コンピュー 
夕でのソフトウェア設定」「ネットワーク接続」または 
「コンビュータでのソフトウェア設定」 「 USB 接続」） 


A 印刷を行うコンピュータの出力先が正しいプリンタに 

設定されているか確認します。出力先は、[コントロー 
ルパネル]の[プリンタと FAX ] または[プリンタ]で 
確認できます。 


Q 印刷するファイル名が長すぎる。 


<印刷するポート （ P ) >にプリンタポート名称が表示されない 


Q 本製品とケーブルが正しく接続されていない。 


A 本製品がネットワークに正しいケーブルを使って接続 

されていることを確認したあと、本製品の電源を入れな 
おしてください。（—スタートアップガイド「コンピュー 
夕でのソフトウェア設定」「ネットワーク接続」） 


Q 印刷を行うコンピュータが正しく設定されていない。 


A 正しいプリンタドライバがインストールされているこ 

とを確認します。（—スタートアップガイド「コンピュー 
夕でのソフトウェア設定」「ネットワーク接続」または 
「コンビュータでのソフトウェア設定」 「 USB 接続」） 


A 印刷を行うコンピュータの出力先が正しいプリンタに 

設定されているか確認します。出力先は、[コントロー 
ルパネル]の[プリンタと FAX ] または[プリンタ]で 
確認できます。 


リモート UI やユーテイリテイソフトウェアで本製品を認識できない 


Q SNMP のコミュニティ名が異なっている。 


A 本製品に設定されている SNMP のコミュニティ名と異 

なるコミュニティ名でユーティリティソフトウェアか 
ら本製品にアクセスすると、本製品を認識できません。 
SNMP のコミュニティ名を確認してください。 

(— SNMP : P .6-5) 


A 通常 LPR は、印刷に使用するアプリケーションソフト 

ウェア名やファイル名を元にしたジョブ名を送信しま 
す。しかし、ジョブ名が255バイト以上になると、正 
常に送信できなくなります。このときは、印刷するファ 
イル名を短くしてください。 
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電力供給が止まったら 


突然停電が起きたり、電源コードが抜けた場合でも、内蔵バッテリに 
より ユーザ データ設定内容やスピードダイヤルの登録内容は記憶され 
ています。メモリ内に蓄積されたジョブは、約10分間保存されます。 
電力供給が止まっている間の機能は、以下のように制限されます。 

• 送受信、コピー、スキヤン、プリントはできません。 

• 外付け電話機を使っての電話はかけられないことがあります。ただ 
し、お使いの電話機の種類によって異なります。 

• 外付け電話機を使って電話を受けられることがあります。ただし、 
お使いの電話機の種類によって異なります。 

邊メモ 

内蔵パッテリを完全に充電するには主電源を入れてから約6時間かかります。 
充電が不十分だとメモリ内にデータがきちんと保存されない場合があります。 



























トラブルが解決しない場合 


本章の説明を参照してもトラブルが解決しない場合は、お近くのキヤ 
ノン販売店またはキヤノンお客様相談センター（巻末参照）にご連絡 
ください。 

ご連絡の際には、以下をお手元にご用意ください。 

• 製品名 (Satera MF 4270) 

• シリアル番号（本体裏面のラベルに記載されています） 

• 購入先 

-トラプルの内容 

-トラプルにどのような対処をされたか、およびその結果 

A 注意 

本製品から変な音がしたり、煙が出たり変なにおいがする場合は、すぐに主電 
源スイッチを切り、電源コードをコンセントから抜いて、お近くのキヤノン販 
売店またはキヤノンお客様相談センターにご連絡ください。ご自分で分解した 
り、修理したりしないでください。 

@ メモ 

ご自分で分解修理した場合、保証の対象外になることがあります。 



卜 


卜索引 
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各種機能を登録/設定する 


設定メニューから機能内容を設定/変更することができます。現在の 
設定内容を確認するには、ユーザデータリストをプリントしてくださ 
い。 

ユーザデータリストをプリントする 

1. [初期設定/登録]を押します。 

2. [◄-] または [+►] を押してくレポートセツテ 
イ>を選択し、 [0 K ] を押します。 

3. [◄-] または [+►] を押して<リストプリント> 
を選択し、 [0 K ] を押します。 

4. [◄_] または [+►] を押してく ユーザデータ 
リスト >を選択し、 [0 K ] を押します。 

フリントが始まり、自動的に待受画面に戻ります。 


設定メニューを使う 

1. [初期設定/登録]を押します。 

2. [◄-] または [+►] を押してメニューを選択し、 
[0 K ] を押します。 

<ヨウシセツテイ> 

<オンリョウチョウセイ> 

<ドウホウ> 

<キョウツウシヨウセツテイ> 

<コピー シヨウセツテイ> 

<ファクスセツテイ> 

<アテサキヒョウシヨウセツテイ> 

<プリントセツテイ> 

<タイマーセツテイ> 

<チョウセイ/クリーニング〉 

<レポートセツテイ> 

<システムカンリセツテイ> 

3. [◄—] または [+►] を押してサブメニューを選択 
し、 [0 K ] を押します。 

@ メモ 

サブメニューの詳細は「メニューの設定内容」（― P .11-4) を参照して 
ください。 

4. 設定内容を登録するか、サブメニュー項目に進む場合 
は、 [0 K ] を押します。 

5. 終了したら、[ストップ/リセット]を押して待受画 
面に戻ります。 


@ メモ 

• [0 K ] の前に[ストップ/リセット]を押した場合は、設定内容は保 
存されません。 

• [初期設定/登録]を押して直前の画面に戻ります。 
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メニューの設定内容 

以下の項目を設定できます。 

@ メモ 

以下、表中の太字は工場出荷時の設定です。 


用紙設定 


設定項目 

設定内容 

1カセツト 

用紙カセットにセットした用紙のサイズと種類を選択します。 

(―用紙のサイズと種類を設定する： P .2-13) 

1.ヨウシサイズ 

用紙カセットにセットした用紙のサイズを選択します。 

( A 4、 B 5、 A 5、 エグゼクティブ、ヨウガタ4ゴウ、ヨウガタ2ゴウ、八ガキ、オウフク八ガキ、 

〇 FICIO 、 BRAZIL-OFICIOs MEXIC 〇-〇 FICIO 、 FOLIO 、 GOVERNMENT - LETTER 、 GOVERNMENT - 
LEGAL FOOLSCAP 、 じ TR 、 LGL ) 

2.ヨウシノ シュルイ 

用紙カセットで使用する用紙の種類を選択します。 

(フツウシ、 フツウシしアツガミ、アツガミ H 、 OHP フィルム） 

2テサシトレイ 

手差しトレイにセットした用紙のサイズと種類を選択します。 

(―用紙のサイズと種類を設定する： P .2-13) 

1.ヨウシサイズ 

手差しトレイにセットした用紙のサイズを選択します。 

( A 4、 B 5、 A 5、 エグゼクティブ、ヨウガタ4ゴウ、ヨウガタ2ゴウ、八ガキ、オウフク八ガキ、〇 FICIO 、 
BRAZIL - 〇 FICIO 、 MEXIC 〇-〇 FICIO 、 FOLIO 、 GOVERNMENT - LETTER 、 GOVERNMENT - LEGAL 、 
FOOLSCAP . LTR 、 LGL ) 

2.ヨウシノ シュルイ 

手差しトレイで使用する用紙の種類を選択します。 

(フツウシ、 フツウシしアツガミ、アツガミ H 、 OHP フィルム） 
































音量調整 

設定項目 

設定内容 

1ツウシンオンリヨウ 

ファクス送信中の通信音を設定します。 （0 〜3 (2)) 

2 ニ ュウリ ヨク オン 

操作パネルキーの入力音を設定します。 （0 〜3 (2)) 

3ケイコクオン 

送信失敗などのエラーが起きたときの警告音を設定します。 

(0 〜3⑵） 


同報 

設定項目 

設定内容 

1ドウホウ 

同報送信の宛先を指定します。1度に124件まで指定できます。（—同報送信： P .4-15) 


共通仕様設定 

設定項目 

設定内容 

1シヨキキノウノ セツテイ 

電源を入れたときに表示される待受画面を選択します。 

• コピー 
• ファクス 
• スキヤン 

2トナーセーブモード 

トナーの消費量を節約するかどうかを設定します。 

• OFF 
•ON 

* この機能は、プリントジョブについては無効になります。 
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コピー仕様設定 


設定項目 

設定内容 

1ヒヨウジュンモードノ ヘンコウ 

コピーの初期値を設定します。 

1. ガシツ 

コピーする原稿の種類を設定します。* 

• モジ/シヤシン 
• モジ 
• シヤシン 
• モジ/シヤシン+ 

* 濃度が<ジドウ>に設定されている場合、画質モードを選択すると読み取り濃度は自動的に<シュド 
ウ> に切り替わります。 

2. 3ミトリ ノウド 

コピー濃度を設定します。 

• シュドウ （1 〜9 (5)) 

• ジドウ* 

* <ジドウ>を設定すると、画質モードは自動的に<モジ>に切り替わります。 

3■バィリツ 

コピーの倍率を設定します。 

テイケイヘンバイ 

用紙の規格に合わせた倍率を選択します。 

(100%,115% B 5 — A 4、122% A 5 — B 5、 129% STMT — LTR 、 141 % A 5 — A 4' 200% MAX .' 
50% MIN .、 64%、70% A 4 — 八5、78% LGL — LTR 、81 % B 5 — A 5、86% A 4 — B 5) 

シュドゥ 

1 %刻みで倍率を入力します。（50%〜200% (100%)) 

4. ジドウソート 

コピーを自動でソートするかどうかを設定します。 

• OFF 

•ON 

5. リヨウメン 

自動的に両面コピーするかどうかを設定します。 

• OFF 

•ON (ジョウ ゲビラキ、 サユウビラキ） 

2サイズケイレツ 

用紙サイズグループを選択します。* 

• AB 

•インチ 

• A 

% 用紙サイズグループを変更すると、定形変倍で選択できる拡大縮小率が切り替わります。 




































戻る 


前へ 


次へ 


ファクス設定 

設定項目 

設定内容 

1ジュシンモード 

受信モードを選択します。（—スタートアップガイド「ファクス受信の設定」「受信モードを設定する」） 

• ジ ドウ 
• ルス TEL 
• FAX/TEL 

• シュドウ 

2キホントウロク 

ファクスの基本機能を設定します。 

1.ユーザ TEL バンゴウトウロク 

お使いのファクス番号（スペースを含め最大20文字）を登録します。（—スタートアップガイド「ファ 
クス送信の設定」「発信元の情報を登録する」） 

2.ューザリャクシヨウトウロク 

発信元のユーザ名/会社名（スペースを含め最大32文字）を登録します。（—スタートァップガイド 
「ファクス送信の設定 j 「発信元の情報を登録する」） 

3.八ッシンモトキロク 

発信元情報を、各ページに印字するかどうかを設定します。 

• ON * 

• < ON >を設定すると、くユーザ TEL バンゴウトウロク >と 

<ユーザリヤクショウトウロク>に登録した情報が各ページに印字されます。 

• OFF 

4.カイセンシュルイセンタク 

電話回線の種類を自動で設定するか手動で設定するかを選択します。（—電話回線の種類： P .1-14) 

ジドゥ 

電話回線の種類を自動で設定します。 

シュドゥ 

電話回線の種類を手動で選択します。 

• プッシュカイセン 

• ダイヤルカイセン （20 PPS 、10 PPS ) 

5. ヒヨウジュンモードノ ヘンコウ 

ファクスの初期値を設定します。 

1 ■ 3ミトリ ノゥド 

ファクスの読み取り濃度を設定します。 （1 〜9 (5)) 

2. ガシツ 

ファクスの画質を設定します。 

• ヒヨ ウジュン 
• ファイン 
• シヤシン 
. スーパー ファイン 






































戻る 


前へ 


次へ 


ファクス設定 

3ソウシンキノウセツテイ 

送信機能を設定します。 

1■ジドウリダイヤル 

相手先が話し中、または送信エラーが起きた場合、自動的にリダイヤルするかどうかを設定します。（— 

リダイヤル： P .4-17) 

ON 

リダイヤル方法を設定します。 

リダイヤルカイスウ 

何回リダイヤルするかを設定します。 （1 回〜10回 （2 回）） 

リダイヤルカンカク 

リダイヤルまでの時間を設定します。 （2 分〜99分 （2 分)） 

OFF 

リダイヤルしません。 

2.ダイヤルジカイセンカクニン 

ダイヤル時に回線確認するかどうかを設定します。 

• ON 

• OFF 

4ジュシンキノウセツテイ 

受信機能を設定します。 

1. F / T シヨウサイセツテイ 

< FAX/TEL >モードの詳細項目を設定します。（―ファクス/ TEL 詳細設定： P .4-21) 

ヨビダシカイシジカン 

着信に応答してから呼び出し音を鳴らすまでの時間を設定します。 （4 秒〜30秒 （6 秒)） 

ヨビダシジカン 

音声通話の場合に、呼び出し音を鳴らす時間を設定します。 （10 秒〜45秒 （22 秒)） 

ヨビダシゴノ ドウサ 

呼び出し時間が経過したら受信モードに切り替えるか、通話を終了するかを設定します。 

• ジユシン 
• シュウリョウ 

2.チヤクシンヨビダシ 

<ジュシンモード >が< ジドウ >に設定されている場合、外付け電話機の呼び出し音を鳴らすようにす 
るかどうかを設定します。 

この設定を< ON >にした場合、ファクス受信時は、呼び出し音でファクスを受信したことがわかるよ 
うになります。電話着信時は、外付け電話機が鳴っている間に受話器を取れば、相手と通話できます。 

ON 

外付け電話機が接続されている場合は、呼び出し音を鳴らします。 

ヨビダシカイスウ 

本製品が応答するまでの着信呼び出し音の回数を設定します。 （1 回〜16回 （2 回)） 

OFF 

呼び出し音は鳴りません。（スリ ー プモードに入っているときに、外付け電話機が鳴る場合があります。） 

3.リモートジユシン 

リモート受信するかどうかを設定します。（—リモート受信： P .4-25) 

ON 

リモート受信します。 

リモートジユシン ID 

外付け電話機から ID 番号をダイヤルして受信を開始することができます。 

〇〜9を使用した2桁の ID が設定できます。（初期値： 25) 

OFF 

リモート受信しません。 
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ファクス設定 


4.ジュシンプリント 

受信したファクスをすべてメモリに保存してからプリントするか、受信と同時に各ページをプリントす 
るかを設定します。（—受信した文書のプリント方法を選択する： P .4-26) 

メモリジュシン 

受信した文書をすべてメモリに保存してからプリントします。 

プリントジュシン 

受信と同時に各ページをプリントします。 

5.アイテサキ八ツシンモトキロク 

相手先の発信元情報を、受信したファクスに印字するかどうかを設定します。 

• OFF 
•ON 

6. DM セイゲン 

番号非通知のファクスの受信を制限できます。 （-> DM 制限： P .4-26) 

OFF 

すべてのファクスを受信します。 

ON 

番号非通知のファクスは受信しません。 

5プリントセツテイ 

受信時のプリンタ機能を設定します。 

1. ガゾウシュクショウ 

受信画像がセットされている用紙よりも大きい場合に、受信画像を縮小してプリントするかどうかを設 
定します。（—受信画像の縮小： P .4-27) 

ON 

セットされている用紙のサイズに合わせて画像を縮小します。 

OFF 

画像を縮小しません。 

ガゾウショウリャク 

用紙サイズからはみ出す部分を最大 24 mm まで省略してプリント 
します。 

2.リョウメンキロク 

受信画像を用紙の両面にプリントするかどうかを設定します。 

(—両面印刷: P .4-27) 

• OFF 
•ON 

3.インジケイゾク 

トナーが残り少なくなつた場合にプリントを継続するかどうかを 
設定します。受信したファクスおよびレポートのプリント時にの 
み有効です。（—トナーカートリッジの交換時期： P .9-8) 

• OFF 
•ON 








































宛先表仕様設定 

設定項目 

設定内容 

1ワンタッチダイヤル 

ワンタッチダイヤルの情報を登録します。8件まで登録できます。 

(—ワンタッチダイヤル/短縮ダイヤルを登録/編集する： P .4-6) 

ナマエ 

相手先の名前（スペースを含め最大20文字）を登録します。 

デンワバンゴウ 

相手先のファクス/電話番号（スペースを含め最大50桁）を登録します。 

2タンシュクダイヤル 

短縮ダイヤルの情報を登録します。100件まで登録できます。 

(—ワンタッチダイヤル/短縮ダイヤルを登録/編集する： P .4-6) 

ナマエ 

相手先の名前（スペースを含め最大20文字）を登録します。 

デンワバンゴウ 

相手先のファクス/電話番号（スペースを含め最大50桁）を登録します。 

3グループダイヤル 

グループダイヤルを登録します。グループダイヤルは8件まで登録できます。1つのグループダイヤル 
には最大50件まで宛先を登録できます。（—グループダイヤルに宛先を登録す る： P .4-8) 

ナマエ 

グループ名（スペースを含め最大20文字）を登録します。 

N 0.0##= 

登録済みのワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルの中から、グループダイヤルとして登録する宛先を 
指定します。 


プリント設定 

設定項目 

設定内容 

1エラータイムアウト 

コンピュータからデータが受信されない場合、エラーになるまでの時間を設定します。 

ON 

エラータイムアウト時間を設定します。 （5 秒〜300秒 （15 秒)） 

OFF 

エラータイムアウトを設定しません。 










































タイマー設定 

設定項目 

設定内容 

1ヒゾケ/ジコクセツテイ 

現在の日付と時刻を設定します。 

(—スタートアップガイド「本製品のセットアップ」「日付/時刻を設定する」） 

2ヒツケ/ジコクタイプ 

日付/時刻タイプ日付の表示形式を設定します。 

• YYYYMM/DD 

• MM / DD/YYYY 

• DD/MMYYYY 

3才一トスリープ 

本製品が一定時間 （3 分〜30分 （5 分)）使用されない場合に、自動的にスリープモードに入るかどう 
かを設定します。 

(―スリープモードを設定す る： P .1-15) 

• ON 

• OFF 


調整/クリーニング 

設定項目 

設定内容 

1テイチヤクキノ クリーニング 

定着器口ーラをクリーニングします。 

(―定着器のお手入れ： P .9-5) 

2トクシュモード T 

コピー、受信記録、レポートの印刷時に、印字のにじみを防ぐかどうかを設定をします。 

この設定を< ON >にした場合、印字濃度が薄くなる可能性があります。 

• OFF 

•ON 

3トクシュモード U 

高温多湿、または低温低湿環境での印字品質を改善します。 

OFF 

通常環境では、この設定を使用します。 

モード1 

低温低湿環境での印字品質を改善する場合に設定します。 

また厚紙や封筒、はがきなど使用時の印字品質を改善する場合に設定します。 

モード2 

高温多湿環境での印字品質を改善する場合に設定します。 

4トクシュモード V 

小型用紙 （ B 5、 A 5、 エグゼクティブなど）がプリント中にカールするのを防ぐかどうかを設定します。 

• OFF 

•ON 








































戻る 


前へ 


次へ 


調整/クリーニング 

5トクシュモード Y 

低温環境でのトナーの定着を改善する場合に設定します。 

この設定を< ON >にした場合、最初のコピーにかかる時間と、スリープモードから復帰するのにかか 
る時間が長くなります。 

• OFF 
•ON 


レポート設定 

設定項目 

設定内容 

1シヨウセッテイ 

レポート設定を設定します。 

(—レポート/リストの概要： P .11-16) 

1.ソウシンケッカレポート 

送信結果レポートをプリントするかどうかを設定します。 

エラー ジノミプリント 

エラー時のみ、レポートをプリントします。 

プリントシナイ 

レポートをプリントしません。 

プリントスル 

原稿を送信するごとにレポートをプリントします。 

2.ジュシンケッカレポート 

受信結果レポートをプリントするかどうかを設定します。 

• プリントシナイ 
• プリン ト スル 
• エラージノミプリン ト 

3.ツウシンカンリレポート 

60回通信するごとに、通信管理レポートを自動的にプリントするかどうかを設定します。 

• プリントスル 
• プリントシナイ 

2リストプリント 

各種レポート/リストをプリントします。 

1.ソウシンケッカレポート 

送信結果レポートを手動でプリントします。 

2.ジュシンケッカレポート 

受信結果レポートを手動でプリントします。 

3.ツウシンカンリレポート 

通信管理レポートを手動でプリントします。 

4.メモリデータリスト 

メモリに保存されているジョプの一覧をプリントします。 

5.メモリイメージプリント 

予約されているジョプの情報と最初のぺージをプリントします。 

6.ワンタッチダイヤルリスト 

ワンタッチダイヤルに登録された宛先の一覧をプリントします。 

7.タンシュクダイヤルリスト 

短縮ダイヤルに登録された宛先の一覧をプリントします。 
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レポート設定 

8 .グループダイヤルリスト 

グループダイヤルに登録されたグループの一覧をプリントします。 

9 .ユーザデータリスト 

メニューで登録した設定一覧をプリントします。（―ユーザデータリストをプリントする： P.11-3) 


システム管理設定 

設定項目 

設定内容 

1 システムカンリシャセツテイ 

くシステムカンリセッテイ>の内容を保護するため、システム管理者についての情報を設定します。 
暗証番号を設定すると、くシステムカンリセッテイ>に接続するたびに暗証番号を入力する必要があ 
ります。 

1 .カンリアンショウバンゴウ 

システムパスワード 7 桁を登録します。 

2 ネットワークセッテイ 

ネットワーク設定を行います。（―第 6 章ネットワーク） 

1.TCP/IP セッテイ 

TCP/IP ネットワークを設定します。 

1.IP アドレスジドウシュトク 

IP アドレスを自動的に取得するかどうかを設定します。 

ON 

ip アドレスが自動的に割り当てられます。 

•1.DHCP (ON/OFF) 

. 2_ BOOTP (OFF/ON) 

• 3. RARP (OFF/ON) 

OFF 

IP アドレスを手動で割り当てます。 

2. IP アドレス 

固定 IP アドレスを登録します。（初期値： 000.000.000.000) 

(4 IP アドレス設定： P.6-3) 

3 .サブネットマスク 

固定サブネットマスクを登録します。 

(初期値： 000.000.000.000) 

4. ゲートウェイアドレス 

固定ゲートウェイアドレスを登録します。 

(初期値： 000.000.000.000) 

5. LPD インサツ 

プリント用アプリケーションに LPD を使うかどうかを設定します。 

• ON 

• OFF 

6. RAW インサツ 

プリント用アプリケーションに RAW を使うかどうかを設定します。 

ON 

RAW を使用します。 

OFF 

RAW を使用しません。 
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システム管理設定 

7. HTTP ヲシヨウ 

リモート UI に対して HTTP (HyperText Transfer Protocol ) を有効にするかどうかを設定します。 
•ON 
• OFF 

8. ポートバンゴウセツテイ 

ポート番号を設定します。 

1 .LPD 

〇〜65535 (初期値： 515) 

2. RAW 

〇〜65535 (初期値: 9100) 

3. HTTP 

〇〜65535 (初期値： 80) 

4. SNMP 

〇〜65535 (初期値: 161) 

2. SNMP セツテイ 

SNMP の詳細を設定します。 

1. SNMP ヲシヨウ 

SNMP を有効にするかどうかを設定します。 

• ON 

• OFF 

2. コミュニティメイ1 

SNMP コミュニティ名1(初期値： public ) を設定します。 

3. コミュニティメイ2 

SNMP コミュニティ名2を設定します。 

4. SNMP カキコミカノウ1 

ネットワーク上のコンピュータから本製品にアクセスでき、設定を変更できるようにします。 

• ON 

• OFF 

5. SNMP カキコミカノウ2 

ネットワーク上のコンピュータから本製品にアクセスでき、設定を変更できるようにします。 

• OFF 
•ON 

3. ETHERNET ドライバ 

ネットワークの接続タイプを指定します。 

1.ジドウケンシュツ 

Ethernet ドライバの検出方法を選択します。 

ジドゥ 

通信モード（半二重/全二重）および Ethernet の種類 （1 OBase - T /100 Base - TX ) を自動的に検出す 
るよう設定します。 

シュドゥ 

通信モードと Ethernet の種類を手動で設定します。 

1. ツウシンホウシキ 

通信モードを選択します。 

• ゼン ニ ジュウ 
• 八ンニジュウ 
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システム管理設定 

2. ETHERNET ノシュルイ 

Ethernet の種類を選択します 0 
• 100 BASE-TX 
• 10 BASE-T 

2. MAC アドレス 

MAC アドレスを確認します。 

4. IP アドレスカクニン 

現在のネットワーク設定を確認します。 

1. IP アドレス 

IP アドレスを確認します。 

2.サブネットマスク 

サプネットマスクを確認します。 

3. ゲートウェイアドレス 

ゲートウェイアドレスを確認します。 

5.キドウジカンノ セッテイ 

本製品がネットワーク通信を開始するのを遅らせる時間を設定します。 （0 秒〜300秒 （60 秒)） 

3ツウシンカンリセッテイ 

ファクス機能を設定します。 

1.メモリジュシンセッテイ 

受信原稿はすべてメモリで受信し、自動的にプリントしないようにするかどうかを設定します。（—メモ 
リ受信： P .4-24) 

OFF 

メモリ受信を無効にします。 

ON 

メモリ受信を有効にします。 

1 パスワード 

メモリを不正なアクセスから保護するための暗証番号を登録します。 

2.ジカンシテイ 

メモリ受信の時間を指定するかどうかを設定します。 

OFF 

メモリ受信の時間を設定しません。 

ON 

メモリ受信の時間を設定します。 

• カイシジコク（初期値： 00:00) 

• シュウリョウジコク（初期値： 00:00) 

4ソウシンキノウノ セイゲン 

宛先に関する操作や送信時に使える機能を制限します。 

1. リダイヤルノ セイゲン 

[リダイヤル/ポーズ]を押してリダイヤルする機能を無効にするかどうかを設定します。 

• OFF 
•ON 

2.ファクス N 0.カクニンニュウリヨク 

ファクスを送信するときに、入力したファクス番号を確認するかどうかを設定します。 

• OFF 
•ON 

5ファームウェアコウシン 

本製品のファームウェアをバージョンアップする必要がある場合に実行します。 
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レポ _ 卜/リストの概要 

本製品で、以下のレポートとリストをプリントできます。 


レポート/リスト 

説明 

グループダイヤルリスト 

グループダイヤルに登録された宛先の一覧です。 

受信結果レポート 

受信結果です。自動的にプリントするよう設定できます。 

送信結果レポート 

送信結果です。自動的にプリントするよう設定できます。 

短縮ダイヤルリスト 

短縮ダイヤルに登録された宛先の一覧です。 

通信管理レポート 

最新60件の送受信履歴です。 

メモリイメージプリント 

予約されているジョプの情報と最初のページをプリントします。 

メモリクリアレポート 

電極供給が止まったためにメモリから削除された文書の一覧です。手動ではプリントできません。 

メモリデータリスト 

メモリに保存されているジョプの一覧です。 

ユーザデー タリスト 

現在の設定の一覧および登録された発信元情報です。 

ワンタッチダイヤルリスト 

ワンタッチダイヤルに登録された宛先の—覧です。 



































レポ 卜を自動でプリントする 




送信結果レポート、受信結果レポート、通信管理レポートを自動で 
プリントするよう設定することができます。 

レポートのフリントには以下の用紙を使用してください。 

• 用紙サイズ： A 4、 オフイシオ、ブラジルーオフイシオ、メキシコーオフイシ 
才、フォリオ、ガヴァメントーレター、ガヴァメントーリーガル、 FOOLSCAP 、 
レター、リーガル 

■ 送信結果レポート 

工場出荷時の初期値はくエラージノミプリント >に設定されていま 
す。 

レポートのサンプルは、「送信結果レポート」（― P .11-20) を参照し 
てください。 

1. [初期設定/登録]を押します。 

2. [◄_] または [+►] を押してくレポートセツテ 
イ>を選択し、 [0 K ] を押します。 

3. [◄-] または [+►] を押して<シヨウセツテイ> 
を選択し、 [0 K ] を押します。 

4. [◄-] または [+►] を押してくソウシンケツカ 
レポート >を選択し、 [0 K ] を押します。 

5. [◄-] または[+ ►] を押して設定項目を選択し、 
[0 K ] を押します。 

<エラージノミフリント>:送信エラーが起きた場合のみレポートを 
フリントします。 

<フリントスル>:原稿を送信するたびにレポートをプリントします。 

<フリントシナイ>:レポートをプリントしません。 

6■[ストップ/リセット]を押して待受画面に戻ります。 


レポート項目 

送信結果レポートには、以下の項目が表示されます。 

• ウケツケ N 0.:受付番号 

•ツウシンモード：通信モード （ G 3/ ECM ) 

• N 0.:通信番号 

• アイテサキ：相手先の名前/番号 
• カイシジコク：通信した日付と時刻 
• ページ：送信ページ数 
• ツウシンケツカ：通信結果 
-〇 K :通信は正常に終了しました。 

- NG :通信できませんでした。 

- STOP :終了前に通信が手動でキャンセルされました。 

-オウトウナシ：相手先から応答がありませんでした。 

•カミヴマリ：手動で送信中に ADF で紙づまりが起きました。 

•エラーコード：エラーコードの詳細については、 1 ■エラーコード j (■ 
P .10-17) を参照してください。 



























受信結果レポート 

工場出荷時の初期値は<プリントスル>に設定されています。 

レポートのサンプルは、「受信結果レポート」（― P .11-20) を参照し 
てください。 

1. [初期設定/登録]を押します。 

2. [◄_] または [+►] を押してくレポートセツテ 
イ>を選択し、 [0 K ] を押します。 

3. [◄—] または [+►] を押して<シヨウセツテイ> 
を選択し、 [0 K ] を押します。 

4. [◄-] または [+►] を押してくジュシンケツカ 
レポート >を選択し、 [0 K ] を押します。 

5. [◄-] または [+►] を押して設定項目を選択し、 
[0 K ] を押します。 

<フリントシナイ>:レポートをプリントしません。 

<フリントスル>:原稿を受信するたびにしポートをプリントします。 
<エラージノミフリント>:受信エラーが起きた場合のみレポートを 
フリントします。 

6■[ストップ/リセット]を押して待受画面に戻ります。 



レポート項目 

受信結果レポートには、以下の項目が表示されます。 

• ウケツケ N 0.:受付番号 
• ツウシンモード：通信モード ( G 3/ ECM ) 

• N 0.:通信番号 

• アイテサキ：相手先の名前/番号（本製品に登録されている場合の 
み表示） 

• カイシジ コク： 通信した日付と時刻 
• ページ：受信ページ数 
• ツウシンケ ツカ： 通信結果 

• 〇 K :受信は正常に終了しました。 

• NG :受信できませんでした。 

- STOP :終了前に受信が手動でキャンセルされました。 

-メモリフル：受信中にメモリがいっぱいになりました。 

•エラーコードの詳細については、 1 ■エラーコード」（― P .10-17) を 
参照してください。 
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通信管理レポート 

工場出荷時の初期値は<プリントスル>に設定されています。 

レポートのサンプルは、「通信管理レポート」（― P .11-21) を参照し 
てください。 

1. [初期設定/登録]を押します。 

2. [◄_] または [+►] を押してくレポートセツテ 
イ>を選択し、 [0 K ] を押します。 

3. [◄—] または [+►] を押して<シヨウセツテイ> 
を選択し、 [0 K ] を押します。 

4. [◄-] または [+►] を押して<ツウシンカンリ 
レポート >を選択し、 [0 K ] を押します。 

5. [◄-] または [+►] を押して希望の設定を選択し、 
[0 K ] を押します。 

くフリントスル> : 60通信ごとにレポートをフリントします。 

<フリントシナイ> :レポートをプリントしません。 

6■[ストップ/リセット]を押して待受画面に戻ります。 



レポート項目 


通信管理レポートには、以下の項目が表示されます。 

• N 0.:通信番号 （01 〜 60) 

• ウケツケ N 0.:受付番号 

• カイシジコク：通信した日付と時刻 
•ツウシンモード：通信モード （ G 3/ ECM ) 

• アイテサキ：相手先の名前/番号 
• ページ：送信/受信ページ数 
•ツウシンケツカ：通信結果 
• 〇 K :受信は正常に終了しました。 

• NG :受信できませんでした。 

•エラーコードの詳細については、 「エラー コード」 （— P .10-17) を 
参照してください。 
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レポートサンプル 

以下のレポートを自動でプリントできます。 


送信結果レポート 


2007 12/31 20:33 123 XXXXXXX _キヤノン _ P . 001 




*** ソウシンケツカレホ。ート *** 

本:|::|::|:木:):氺氺氺本氺氺本木:):木:):本氺：!：木:):木:1：氺*氺氺本氺木:):氺氺氺 



ウケツケ N 0. 

ッゥシントト , 


N 0. 

アイテサキ 

カイシ 〆 コク 

へ 、〆 

ツウシンケッカ 

0008 

ソウシン 

ECM 

001 

キヤノントウキヨウ 

333 XXXXXXX 

12/31 17:18 

001 

OK 00，18 


受信結果レポート 


2007 12/31 20:33 123 XXXXXXX _キヤノン _ P . 001 




*** シ’ ュ シンケツカレホ。'■卜 *** 

木木: (esje 氺本 氺氺 木木:):: (::|::|: 氺 :(: 木;):木:!:氺本木;)::):木:):本;!:;):: |c:|: 木:):; |e 氺氺 



ウケツケ NO. 

ツウシンモ-卜 ， 


N0. 

アイテサキ 

カイシ 〆 コク 

へ 、〆 

ツウシンケッカ 

0010 

シ ♦ユ シン 

G3 

001 


12/31 20:15 

001 

0K 00,33 












































通信管理レポート 


200712/31 20:34 123 XXXXXXX キヤノン P .001 
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レポート/リストを手動でプリントする 

以下のレポートとリストを手動でプリントできます。 

• 送信結果 レポー ト 
• 受信結果レポート 
• 通信管理 レポー ト 

• メモリデータリスト 

• メモリイメージプリント 

• ワンタッチダイヤルリスト 
-短縮ダイヤルリスト 
• グループダイヤルリスト 
• ユーザデー タリスト 

メモリにデータが何も登録されていない場合は、ディスプレイに 
<データガアリマセン>と表示されます。 


㉘ メモ 

• 各レポートとリストの情報は、「しポート/リストの概要」 （— P .11-16) を 
参照してください。 

• レポートのプリントには以下の用紙を使用してください。 

• 用紙サイズ： A 4、 オフイシオ、ブラジルーオフイシオ、メキシコーオフイ 
シオ、フォリオ、ガヴァメントーレター、ガヴァメントーリーガル、 
FOOLSCAP 、 レター、リーガル 

1. [初期設定/登録]を押します。 

2. [◄-] または [+►] を押してくレポートセツテ 
イ>を選択し、 [0 K ] を押します。 

3. [◄-] または [+►] を押して<リストプリント> 
を選択し、 [0 K ] を押します。 

4. [◄-] または [+►] を押してレポートまたはリス 
卜を選択し、 [0 K ] を押します。 

プリントが始まり、自動的に待受画面に戻ります。 























メモリ残暈を確認する 

本製品の状態に応じたメモリ残量を確認できます。 

1. [システムモニタ]を押します。 

2. [◄—] または [+►] を押してくメモリサンリョ 
ゥ>を選択し、 [0 K ] を押します。 

例）_ 

メモリサ1リョウ 

7 5 % 

3■[ストップ/リセット]を押して待受画面に戻ります。 

























プリント/スキヤンのカウントを確認する 


1. [システムモニタ]を押します。 

2. [◄-] または [+►] を押して<カウントヒヨウジ> 
を選択し、 [0 K ] を押します。 

3. [◄-] または [+►] を押してプリントまたはスキヤ 
ンのカウント数を確認します。 

4■[ストップ/リセット]を押して待受画面に戻ります。 

























用語集 


数字 

1 OBase-T 

Ethernet の規格で、ツイスト ペア ケーブルを使用します。「10」は伝送 
速度が 10 Mbps (1 秒間10 メガ bit ) であることを表しています。 

100Base-TX 

Fast Ethernet の規格で、2つのツイストペアからなるカテゴリ5 (デー 
タグレード）の UTP ケーブルを使用します。「100」は伝送速度が 
100 Mbps (1 秒間100 メガ bit ) であることを表しています。 


A 


ADF 

自動給紙装置のことです。送信、コピー、およびスキャンする原稿を給 
紙します。 

ASCII コード 

米国規格協会が定めたデータ通信用の英数字のコード体系の1つです。 
7 bit で1文字の数字、アルファベット、制御符号を表現します。 


B 


BOOTP (BOOTstrap Protocol) 

TCP / IP ネットワーク上のサーバから各パソコンがネットワーク設定情 
報を自動的に取得するためのプロトコルです。 B 00 TP を利用すると、ホ 
スト名、ドメイン名、 IP アドレスなどを各パソコンが自動的に検出でき 
ます。 


bps 

1秒あたりのビット数です。ファクス機のデータ送受信速度を表します。 


C 


CNG 


ファクス機が送信する信号で、ファクスの着信であることを識別します。 
受信機がこの信号を検出すると、ファクスの受信を自動的に開始します。 
ほとんどのファクス機は、 CNG 信号を送信/検出します。 



D 


DHCP (Dynamic Host Configuration Protocol) 

TCP / IP ネットワーク上のパソコンのネットワーク設定を自動的に行う 
プロトコルです。インターネットの標準プロトコルである TCP / IP のセツ 
トアップに必要な設定の多くは自動設定が可能です。 

DNS (Domain Name System) 

TCP / IP ネットワーク環境において、ホスト名から、対応する IP アドレ 
スを取得できるようにするサービスを提供するシステムです。 

DNS サーバ 

ドメインネームシステムサーバ。 IP アドレスとサーバのドメイン名との 
対応関係を記述したデータベースを管理し、要求に応じてホストサーバ 
名（例えば、 www . w 3. org ) からその IP アドレス（例えば、1 8.176.0.27) 
を参照できるようにします。このため、クライアントは覚えにくい IP ア 
ドレスではなく、ホストサーバ名を指定してネットワークにアクセスす 
ることができます。 

dpi 

1インチあたりのドット数 （dots per inch ) で、プリンタの解像度を表 
す単位です。 


ECM 


エラー 訂正モードです。 ECM 対応ファクス機からの送受信の際に、シス 
テム や ラインエラー を軽減する機能です。 ECM は、電話回線の状態が良 
くない場所、または回線に干渉が頻発する場合に特に効果的です。 


F 


FAX/TEL 切り替え 

この機能を使って、着信が電話かファクスかを自動的に検出するよう設 
定できます。着信がファクスの場合は、自動的に受信します。着信が電 
話の場合は、着信音が鳴ります。この機能を使って、1本の電話回線で 
電話とファクスが利用できます。 
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G3 、 グループ 3 ファクス機 

CCITT / ITU - T による定義です。送信に必要なデータ量を減らして画像を 
送信するエンコード方式を採用しています。このため、送信時間が短く 
なります。 G 3 ファクス機は、1ページを1分以内で送信できます。 G 3 
ファクス機で利用するエンコード方式は 、 Modified Huffman ( MH )、 
Modified READ ( MR)、Modified Modified READ ( MMR )、 および 
Joint Bi-level Image expert Group ( JBIG *) です。 

* 本製品は、 JBIG 圧縮形式に対応していません。 

H 

HTTP (Hypertext Transfer Protocol) 

サーバと各パソコンの通信に使用される TCP / IP プロトコルです 。 HTML 
(Hyper Text Markup Language ) 形式のドキュメントをインターネッ 
卜上で転送するために使用されます。 


IP アドレス （Internet Protocol address) 

インターネット上でパソコンを特定するために用いられる32ビットの数 
値によるアドレスです。1 28. 121 .4.5 のようにピリオドで4つに区切つ 
て記述します。 

ITU-T 

国際電気通信の標準を策定する委員会です。 


LAN (Local Area Network) 

同じ建物または比較的近い場所にあるサーバ、ワークステーション、パ 
ソコンを接続して構築されるネットワークシステムです。 

LPD (Line Printer Daemon) 

印刷ジョブの流れを制御するデーモンです 。 Daemon (デーモン）は特 
定のタスクを実行するため自動的に実行されるプログラムです。 

LPR (Line PRinter daemon protocol) 

TCP / IP ネットワークを経由して印刷を行うプロトコルです。 

M 

MAC アドレス （Media Access Control address) 

LAN に接続されたパソコン、ネットワークプリンタなどのネットワーク 
アダプタに割り当てられた固有の八ードウエアアドレスです。 



N 


NetSpot 

パソコン側からプリント環境の統一的管理 • 設定ができるキヤノンの 
ネットワークプリンテイング管理ソフトです。 


P 


PDF (Portable Document Format) 

Adobe 社の提唱する業界標準のフォーマツトです。さまざまなアプリ 
ケーションデータやイメージデータを 、 Adobe Acrobat を使用して圧 
縮した开ミ式です 。 Adobe Reader/Adobe Acrobat Reader (無償）で 
参照でき、異なるアプリケーションで作成した文書でも、元のレイアウ 
卜を維持したまま表示することが可能です。 PDF ファイル形式の文書に 
はテキストやグラフィック、画像など複数の要素を含めることができま 
す0 


R 


RARP (Reverse Address Resolution Protocol) 

ネットワークアダプタのアドレス （ MAC アドレス）から IP アドレスを 
求めるのに使われるプロトコルです。 

RAW 

Windows 2000/ XP/Server 2003で用いられる印刷アプリケーション 
です。 LPD より高速で印刷できます。 


S 


SMB (Server Message Block) 

IBM , Intel 、 Microsoft が共同で開発した、ネットワーク上のコンビュー 
夕 間の通信プロ トコルで、 Windows ネットワークもこれを利用していま 
す。ファイルサービスやプリントサービスを実現するためのネットワー 
クプロトコルです。 

SNMP (Simple Network Management Protocol) 

TCP / IP ネットワークにおいて、ルータやコンピュータ、端末など、ネッ 
トワークに接続された通信機器をネットワーク経由で監視 • 制御するた 
めのプロトコルです。 

Spool (Simultaneous Peripheral Operations On-Line) 

プリンタ出力やファクス送信などにおいて、データを直接プリンタやモ 
デムに送るのではなく、一時的に別の場所に貯めておき、あとでまとめ 
て周辺機器に送信することです。 
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T 

TCP/IP (Transmission Control Protocol/Internet Protocol) 

インターネツトや WAN に接続するためのプロトコルです。 


U 


URL (Uniform Resource Locator) 

インターネット上のウェブページなどの場所を特定する標準的な方法で 
す 0 http :// www . w 3. org / default.html のように記述します。 “ http :” は 
ウェブページでのクライアント、サーバー間の通信プロトコル、 
“ www . w 3. org ” はそのウェブページが格納されているサーバのアドレ 
ス、 “ defaulthtml ” はそのウェブページのトツプページのファイル名を 
意味し盂す。 


W 


WAN (Wide Area Network) 

遠隔地にあるコンピュータ同士 （ LAN 同士）を公衆回線網を使って接続 
したネツトワークです。 


あ 


宛先表 

宛先をあらかじめ登録しておくことのできる機能です。宛先登録機能で 
は、よく利用する宛先ファクス番号をあらかじめ登録しておくことで原 
稿送信時に宛先を入力する手間を省くことができます。 

イーサネット 

複数のパソコンを接続するための業界標準 LAN システムです。イーサ 
ネットでは、複数のバケットに分割された状態でデータが転送されるた 
め、バケットが他のパケットと衝突することなくスムーズに宛先のパソ 
コンに届けられます。 

インターネットプロトコル (Internet Protocol: IP) 

インターネット上をデータがどのように転送されるかを記述したネット 
ワーキングの一連の基本ルールです。インターネットプロトコルによつ 
てあるパソコンからのデータがパケットに分割され、特定の IP アドレス 
を持つ別のパソコンに届くようになります。 

インタフェース 

2台のデバイスがお互いに通信できるようにする、デバイス間の接続を 
指します。本製品には USB インタフェースが搭載され、 IBM や互換機に 
対応しています。 

インタフ エース ケーブル 

プリンタとコンピュータを接続するケーブルです。 



インタフ エースポー ト 

本製品の背面に USB ポートが1つ搭載されています。本製品とコンピュー 
夕の接続にはこのポートにケーブルをつなぎます。 


か 


力ーソル 

本製品に番号や名前を登録するときに、ディスプレイに表示される、下 
線の記号です。 

解像度 

出力装置のドットの密度です。 dpi で表します。解像度が低いと、文字や 
画像が荒く見えます。解像度が高いと、丸みや角がなめらかで、通常の 
活字のように見えます。解像度は、600 x 600 dpi のように横と縦のデー 
夕で表されます。 


給紙 


用紙を本製品の用紙パスに送りこむことです。 

クッキー (Cookie) 

ウェブサイトにアクセスしたときに、ユーザのパソコンに記憶される 
ファイルです。再度そのウェブサイトにアクセスしたときに、以前にも 
アクセスしたユーザであることがクッキーによって分かるため、サイト 
に自動的にアクセスしたり、サイトの機能をカスタマイズしたりすると 
きに使われます。 

グループダイヤル 

ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルに登録済みの各宛先を、グループと 
してまとめて指定できます。同じ原稿を複数の相手先に送信する場合、1 
回のキー操作で複数の宛先を指定できます。 

ゲー トウェイアドレス 

ネットワークまたはウェブサイトの既定のアドレスです。単一のドメイ 
ン名とサイト入口が提供されます。 

原稿 

送受信データを含む文書全般を指します。 

コミュニティ名 


SNMP のための識別キーワードです。 


さ 


サブネット 

ip アドレスはネットワークアドレス番号とホストアドレス番号から構成 
されており、そのうちネツトワークアドレスをさらに分割したものです。 
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サブネットマスク 

TCP / IP ネットワーク上で、ある IP アドレスがどの下位グループ（サブ 
ネット）に属するかを決める方法です。同じサブネットに属するデバイ 
スは、 IP アドレスのプリフィクスが共通しています。ネットワークをサ 
ブネットに分割すると、セキュリテイとパフオーマンスの両面で効果的 
です。 


自動リダイヤル 

ファクスの相手先が話し中または応答しない場合、あるいは送信中にエ 
ラーが発生した場合、一定の時間をおいて同じ番号に自動的にダイヤル 
します。 

シヤシン 

中程度の色調で、写真などの原稿を送信またはコピーするときの設定で 
す0 


受信 


文書を受け取ることです。本製品では、複数のファクス受信方法の中か 
らカスタマイズすることができます。 

手動受信 

外付け電話機を使ってすべての着信に応答する、ファクス受信方法です。 
受話器を取り、[スタート]を押してファクスを受信します。 

スイッチング八ブ 

スイッチング機能が追加された八ブです。受信したバケットの送信先ア 
ドレスと内部のアドレステーブルを照らし合わせ、送信先の端末がつな 
がっているポートにのみパケットを送出します。 

スピードダイヤル 

キーを数回押すだけで宛先を指定します。スピードダイヤルを使用する 
には、本製品に宛先を登録する必要があります。ワンタッチダイヤル、短 
縮ダイヤル、グループダイヤルも参照してください。 

送信 

文書を送ることです。本製品では、ファクス機能を使い、原稿をスキヤ 
ンして送信することができます。 

送信速度 

電話回線を介してファクスが送られる速度です。 bps も参照してください。 


た 


ダイヤル回線 

ダイヤル発信信号をパルス信号で電話交換システムに送ります。 

短縮ダイヤル 

[短縮ダイヤル]とテンキーを使って2桁の番号を押すだけで、宛先を指定 
します。 



通常ダイヤル 

テンキーを使って、宛先を指定します。 

通信管理レポート 

本製品で送受信された通信の記録です。 

テンキー 

操作パネル上の数字が書いてある丸いキーで、通常の電話機のキーと同 
じ配置です。 

通常のダイヤルには、テンキーを使います。名前の登録や、短縮ダイヤ 
ル番号の入力にも使用します。 

転送 

受信したファクスを、ほかの宛先に転送することです。例えば、オフィ 
スのコピープリンタで受信した文書を、自宅の宛先に転送することがで 
きます。 

トーンキー 

ダイヤル発信から一時的に I -ーン発信に切り替えることができるキーで 
す。オンラインデータサービスを利用するには、 I ン発信が必要なこ 
とがあります。 

同報送信 

1回の操作で、複数の相手先に原稿を送信します。（本製品のメモリを利 
用します。） 


登録 


ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルを利用して、よくかける相手先を簡 
単に指定できるよう、本製品のメモリにファクス番号や名前などを保存 
する処理のことです。 

トナー 

トナーカートリツジに入っている、黒い樹脂コートされた粉末のことで 
す。本製品の内部にある感光性ドラムの表面に、静電記録式の仕組みを 
利用してトナーを付けてプリントします。 

トナー節約 

印字品質をわずかに落として、トナーの消費量を少なくする機能です。 


は 


ファイル形式 （ TIFF 、 PDF 、 JPEG) 

画像データの保存に用いるファイルフォーマツトです。本製品では 
JPEG 、 PDF 、 TIFF の3つのファイルフォーマツトに対応しています。 

フアイン 

小さい文字や線のある原稿用の画質（解像度）設定です。 

プッシュ回線 

ダイヤルした数字をピポパという音の信号で送る種類の電話回線です。 
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プロキシ サーバ 

ファイアーウォールの内側にあるクライアントからアクセス要求 
( HTTP 、 FTP など）を受け付け、クライアントの代理を務めるサーバの 
総称です。 

プロトコル 

ネットワークを流れるデータを制御する一連のルールです。 FTP 、 
DHCP 、 BOOTP 、 RARP 、 IPP 、 TCP/IP など力《あります。 

ポーズ 

長距離電話番号を登録する場合、または一部の電話システムや内線番号 
から外線にかける場合に必要な区切り時間です。[リダイヤル/ポーズ] 
を押すと、電話番号の間にポーズが挿入されます。 


ま 


待ち受け 

本製品の電源が入っていて、いつでも使用できる状態のことです。 

モデム 

電話回線で送信するためにデジタルデータを変換するデバイスです。受 
信元のモデムが、変換されたデータをコンピュータが理解できるデジタ 
ル形式に変換します。 


ら 


リモート Ul (Remote User Interface) 

ネットワーク接続されたパソコンから 、 Internet Explorer などのウェブ 
ブラウザを使って、本製品の機能を設定したり状態を確認したりできる 
機能です。離れた場所から本製品を操作できるので便利です。 

リモート受信 

本製品から離れたところにある外付け電話機で応答して、ファクスを受 
信します。リモート受信には、リモート受信 ID 番号を入力する必要があ 
ります。 

リモート受信 ID 

外付け電話機を使ってファクスを手動で受信する場合に必要な2桁の番 
号です。 

レポート 

本製品でプリントされた文書で、送受信されたファクスの情報が記載さ 
れています。 

ログオン 

認証のためパスワードを入力して、パソコンのセッションまたはサービ 
スへのアクセスを開始することです。 



わ 


ワンタッチダイヤル 

ワンタッチダイヤルキーを1回押すだけで、登録された宛先を呼び出し 
ます。 

ワンタッチダイヤルキー 

ワンタッチダイヤルまたはグループダイヤルとして登録した宛先を呼び 
出すときに使う操作パネル上のキーです。キーを1回押すだけで1件ま 
たは複数の宛先を指定することができます。 
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索引 


英数字 

2 in 1 3-6, 5-3 
ADF 1 - 2 , 2-5 
ADF 読み取りエリア 1-3 
DM 制限 4-26 
FAX/TEL 4-20 
LAN ポート 1-4 
〇 K キー 1-6 
USB ポート 1-4 


あ 

宛先操作/送信機能を制限する 
ファクス番号 8-3 
リダイヤル機能 8-3 
宛先表 

宛先の削除 7-1 1 
宛先の登録 7-9 
宛先の表示 7-8 
宛先の編集 7-8 
登録/編集/削除 4-6 
ファクス番号 4-6 
宛先表キー1 -7 
使用する 4-12 
宛先表仕様設定 11-10 
宛先を指定する 4-11 
アドレスボタン 7-4 



い 

インポート/エクスポート 

宛先表の情報をファイルに保存する/ファイル 
から読み込む 7-15 

宛先表をファイルから読み込む（インポート） 
7-16 

宛先表をファイルに保存する（エクスポート） 
7-15 

ラ 

後ろカバー 1-4 

え 

エラーコード 10-17 
エラーランプ 1-6 

お 

お使いになる前に 1-1 

オンフックキー 4-18, 1-7, 4-14, 10-23 

音量調整1卜5 

か 

海外のファクス番号 4-19 
各種機能を登録/設定する 11-3 
拡大/縮小キー 1-5 
確認する 

受信履歴 4-29 
送信履歴 4-29 
プリント状況 5-7 

プリント/スキヤンのカウント 11-24 
メモリ内の送受信ジョブ 4-29 
各部の名称とはたらき 1-2 
各部名称 1-2 


画質 

コピ ー 3-3 
ファクス 4-5 
画質キー 1-5 

含 

基本的な受信操作 4-20 
基本的な送信操作 4-4 
共通仕様設定 11-5 

< 

クリアキ_ 1-6 
グループダイヤル 
宛先を消去する 4-9 
宛先を追加する 4-9 
グループダイヤルに宛先を登録する 4-8 
グループダイヤルを消去する 4-10 
グループダイヤルを使用する 4-12 
グループ名を変更する 4-10 
グループダイヤルリスト 11-16 

け 

原稿 

受信する 4-20 
セツトする 2-4 
送信する 4-4 
つまり 10-3 
取り扱い 2-1 
プリントする 5-2 
読み取り範囲 2-3 
原稿ガイド 1-2, 2-5 
原稿給紙トレイ 1-2 
原稿台ガラス 1-3, 2-4 
原稿と用紙の取り扱い 2-1 
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原稿排紙トレイ 1-2 

ゲンコウヲテンケンシテクダサイ 10-3 


コピー 3-1 
2 in 1 3-6 
ソー トコピー 3-5 
両面コピー 3-6 
コピーキー 1-5 
コピー仕様設定 11-6 
コピージョブ 
中止 3-8 

コピーの設定をする 3-3 
コピー倍率を設定する 3-4 
ズーム変倍 3-4 
定形変倍 3-4 
コピーモード 1-10 
困ったときには 

一般的なトラブル 10-20 
エラーコード 10-17 
給紙 10-21 
コピー 10_29 
送受信 10-22 
ディスプレイの表示 10-11 
電力供給が止まったら 10-36 
電話 10-34 

トラブルが解決しない場合 10-37 
ネットワーク 10-35 
プリント 10-31 
用紙がつまったときには1 0-3 
コンピュータからファクス送信する 4-16 
コンピュータからプリントする 5-2 

さ 

削除する 

送信中または送信待機中のジョブ 4-29 
プリント 5-7 



システム管理 

設定をする 7-12 
システム管理設定 8-1, 11-13 
システムモニタ 4-29, 5-7 
システムモニタキー 1-5 
実行/メモリランプ 1-6 
ジドウ 4-20 
自動原稿給紙装置 1-2 
受信応用機能 4-21 
受信画像の縮小 4-27 
受信結果レポート 11-16 

自動でプリントする 11-18 
受信した文書のプリント方法 4-26 
受信する 4-20 

基本的な受信操作 4-20 
受信応用機能 4-21 
代行受信 4-22 
受信モード 

FAX/TEL 4-20 
ジドウ 4-20 
シュドウ 4-20 
ルス TEL 4-20 
主電源スイッチ 1-3 
手動で受信する 4-22 
手動で送信する 4-14 
使用可能な原稿 2-2 
使用可能な用紙 2-6 
使用する 

宛先表 4-12 
グループダイヤル 4-1 2 
短縮ダイヤル 4-11 
ワンタッチダイヤル 4-11 
初期設定/登録キー 1-5 
初期設定/登録ボタン 7-4 


ジョブ管理 

ジョブを管理する 7-6 
通信履歴 7-7 
プリントジョブ 7-6 
ジョブボタン 7-4 

す 

スキヤンキー 1 -5 
スキヤンする 5-5 
コンピュータ 5-5 
スキヤンモード 1-10 
スタートキー1 -6 
ストップ/リセットキー 1-6 
スリープモード 1-15 

せ 

設定確認キー 1-5 
設定メニュー 

宛先表仕様設定 11-10 
音量調整 11-5 
共通仕様設定 11-5 
コピー仕様設定 11-6 
システム管理設定 11-13 
タイマー設定 11-11 
調整/クリーニング 11-11 
同報 11-5 
ファクス設定 11-7 
プリント設定 11-10 
用紙設定 11-4 
レポート設定 11-12 
設定メニューを使う 11-3 
節電キー 1-5 

セットする 
原稿 2-4 
はがき 2-10 
封筒 2-9 
用紙 2-9 
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操作パネル1-2, 1-5 
メイン操作パネル 1-5 
操作パネル部 1-3 
送信応用機能 4-15 
送信結果レポート 11-16 
自動でプリントする 11-17 
送信する 4-4 
宛先表 4-6 
宛先を指定する 4-11 
基本的な送信操作 4-4 
コンピュータからファクス送信する 4-16 
手動で送信する 4-14 
送信応用機能 4-1 5 
ファクスダイヤル機能 4-17 
読み込み設定 4-5 
送信中または送信待機中のジョブ 
確認する 4-29 
削除する 4-29 
送信と受信 4-1 
ソートコピー 3-5 


ソートプリント 5-3 
ソート/2 in 1キー 1-5 
外付け電話機用端子 1-4 
その他のネットワーク設定 6-1 1 


た 

代行受信 4-22 
タイマー設定1-15, 11-11 
ダイヤル回線 4-1 8, 11-28 
ダイヤル時回線確認 4-1 8 
短縮ダイヤル 
削除する 4-8 
使用する 4-12 
登録する 4-6 
登録/編集する 4-6 
編集する 4-7 



短縮ダイヤルキー 1-7,4-11 
短縮ダイヤルリスト 11-16 

ち 

中止 

スキヤンジョブ 5-6 
中止する 

コピージョブ 3-8 
送受信ジョブ 4-28 
調整/クリーニング 11-11 

ゥ 

通信管理レポート11-16, 11-28 
自動でプリントする 11-19 
つまり 

原稿 10-3 
用紙 10-4 


て 

ディスプレイ1-6, 1-10 
待受画面 1-10 
メッセージ 10-11 
停電 10-36 
手差しトレイ 1-3, 2-9 
手差しトレイ用紙ガイド 1-3, 2-10 
デバイスボタン 7-4 
テンキー 1-6 

電源ソケット/アース端子 1-4 
電力供給が止まったら 10-36 
電話回線端子 1-4 

と 

動作環境 

ネットワーク 6-2 
リモート UI 7-2 
同報 11-5 

同報送信 4-1 5, 11-28 


登録/編集する 
宛先 4-6 

グループダイヤル 4-8 
短縮ダイヤル 4-6 
ワンタッチダイヤル 4-6 
\-ーンキー1-6, 4-18 
I -ー ン発信 4-1 8 
トップページボタン 7-4 
トナーカートリッジ 1-11 
均一にならす 9-8 
交換する 9-11 
残量の確認 1-13 
取り扱い 1-12 

トナーカートリッジの交換時期 9-8 
トナーカートリッジの取り扱い 1-12 
トナー残量 1-13 
トナー残量キー 1-6 
トナーを均一にならす 9-8 
トラブルが解決しない場合 10-37 
取扱説明書の分冊構成について i 


に 

日常のお手入れ 9-2 

ね 

ネットワーク 6-1 

ネットワーク環境で使用するために必要な作業 
6-3 

ネットワーク設定の確認 6-13 

の 

濃度 

コピ ー 3-3 
ファクス 4-5 
濃度キ_ 1-5 
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は 

排紙ストッパー 1-3 
排紙トレイ 1-2 
排紙補助トレイ 1-3 
はがき用ガイド 1-3 
はがきをセツトする 2-10 


ふ 

ファクスキー 1-5 
ファクス設定 11-7 
ファクス操作パネル 1-7 
ファクスダイヤル機能 4-17 
ファクスモード 1-10 
ファクス / TEL 
詳細設定 4-21 
封筒 2-9 
プリントジョブ 
確認する 5-7 
削除する 5-7 
プリント設定 11-10 
プリント範囲 2-8 

プリント/ファクス送信の設定 6-7 


ヘルプボタン 7-4 

ほ 

本製品 

仕様設定をする 7-18 
状態を表示する 7-5 
本製品の移動 9-15 
本製品を管理する 6-14 
本体のクリーニング 
外部 9-2 
定着器 9-5 
内部 9-2 

読み取りエリア 9-6 



ま 

待受画面 

コピー 1-10 
スキヤン 1-10 
ファクス 1-10 

め 

メイン操作パネル 1-5 
メニュー 

設定 11-4 
使う 11-3 
メモリ受信 4-24 
メモリ内の送受信ジョブ 
確認する 4-29 
操作する 4-29 
メンテナンス 9-1 

ゆ 

ユーザデータリスト 11-3, 11-16 

よ 

用語集 11-25 
用紙 

サイズと種類 2-13 
使用可能な 2-6 
セツトする 2-9 
つまり 10-4 
プリント範囲 2-8 
用紙カセット 1-2 
用紙がつまったときには1 0-3 
ADF 1 0-3 
用紙 10-4 
用紙 カバー 1-2 
用紙後端ガイドレ3 
用紙設定 11-4 

用紙のサイズと種類を設定する 2-13 


読み込み設定 
コピー 3-3 
ファクス 4-5 
読み取り範囲 2-3 

0 

リストをプリントする 
手動 11-22 

ユーザデータ リス ト 11-3 
リダイヤル 4-17 
自動 4-17 
手動 4-17 

リダイヤル/ポーズキー 1-7 
リモート UI 7-1 
リモート UI を起動する 7-3 
リモート受信 4-25 
リモート受信 ID 4-25 
両面印刷 4-27 
両面キー 1-5 
両面コピー 3-6 
両面プリント 5-4 

る 

ルス TEL 4-20 

れ 

レポート設定 11-12 
レポートをプリントする 
自動 11-17 

受信結果レポート 11-18 
手動 11-22 

送信結果レポート 11-17 
通信管理レポート11-19, 11-22 
レポー ト/リスト 11-16 
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ワンタッチダイヤル 
削除する 4-8 
使用する 4-1 1 
登録する 4-6 
登録/編集する 4-6 
編集する 4-7 

ワンタッチダイヤルキ_ 1-7 
ワンタッチダイヤルリスト 11-16 


〇 

戻る 



11-34 

























消耗品のご注文先 


販 ：7 C 先 


電話番号 


担当部門 


担当者 


サービス担当者連絡先 


販売店 


電話番号 


担当部門 


担当者 


Catioti 


キヤノン株式会社 • キヤノンマーケティングジャパン株式会社 


お客様相談センター 
(全国共通番号） 


050 - 555-90024 


[受付時間] 〈平日〉9:00〜20:00 

〈土日祝祭日〉10:00〜17:00 
(1/1 〜3は休ませていただきます） 

※上記番号をご利用いただけない方は 043-211-9627 をご利用ください。 

※卩電話をご利用の場合、プロバイダーのサービスによってつながらない場合があります。 
※受付時間は予告なく変更する場合があります。あらかじめご了承ください。 
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